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プロローグ




「里り穂ほ子こ」

　私を呼んだ甘い声が近付きキスを落とす。唇が塞がれるとすぐに舌を触れ合わせ、情熱的に互いを求めあった。

「彰あき人とさん」

　ワンショルダードレスの空いた方の肩へ、彰人さんが口づける。音を立ててキスを落とされ、無意識に甘い吐息が漏れていく。

　首筋や鎖骨を唇でなぞられながら、脇腹にあるファスナーが下ろされていった。

　器用にドレスを脱がせた彰人さんは、自分のストライプ柄のネクタイを掴んで緩める。早急に解く姿が高揚しているのを露あらわにしていて、どきんと大きく心臓が動いた。

　スーツのジャケットもベストも脱ぎ捨て、シャツのボタンも外していく。

　見ているのが恥ずかしくなってきて、顔を両手で隠す。一緒に曲げた腕で胸もとも隠した。

「里穂子、隠さないで。もう全部知ってる」

　やんわりと腕を外して、彰人さんは胸もとに口づける。

　そこまで大きいとは言えないお椀わん型の膨らみに唇を滑らせ、幾度となくキスを降らせていく。

「っ、あ……っ、んあっ」

　たまにわずかにちくりとした刺激があって、見下ろすと赤く痕が残されていた。

　手が胸もとから腹部を降りて、太ふと腿ももを抱き上げられる。

　脚を開くことにやっぱり羞恥心があり、一瞬力が入ってしまった。

「里穂子、大丈夫」

　彰人さんの声が催眠術のようにすんなり効いて、脚の力を抜いて身を任せた。

「怖い？」

「……いえ、怖くは、ないです。でも……ちゃんと、できるのかなって」

　そう答えながらも、彰人さんの悪戯いたずらな指先に甘ったるい声が勝手に出てしまう。

「うん、大丈夫。里穂子の体は、ちゃんと俺を受け入れられるようになっているから」

「本当、ですか……？」

「ああ。だけど、もっとよくしてからひとつになろう」

　彰人さんは私の体の隅々まで丁寧に愛あい撫ぶし、脱力してしまうほどとろとろにさせていく。

　意識がふわふわとするほどひたすら啼なき、恍こう惚こつとしてしまった私の上に彰人さんが覆いかぶさった。

　こんな甘くとろけるような時間を味わうなんて、数カ月前の私は考えもしなかった。




＊＊＊




「はい……いや、でも、もう一度交渉の余地はあるかと――」

　高層階から見下ろすビル群を目に、耳には床を踏み鳴らす音が入ってくる。

　その規則的な音は苛いらついている心情を露わにし、私の緊張を募らせていく。

　ちらりと見上げたその表情は落ち着いた声とは裏腹に、上司への報告をしているとは思えないほど殺気立っていた。見ていることに気づかれないうちに、慌てて目を逸そらす。

　社内では上司に対してこんな顔を見せることは決してない。

　上司へも同僚にも、もちろん後輩にも、誰に対しても温厚で爽やかで、仕事のできる人――それが誰もが知る彼の姿だ。

　だから、彼が豹ひょう変へんするなんて信じるはずもない。

「――わかりました。はい……お疲れ様です」

　通話が終わり、乱暴にスーツのジャケットのポケットにスマートフォンを押し込んだ彼と不意に目が合い、無意識に口を開いていた。

「お疲れ様ですっ」

　今さっきも同じ言葉をかけたのに、思わずまた同じ言葉を口にしてしまう。

　鋭い視線を向けられ、ハッと息を呑のんだ。

「なんだよ、厭味か？」

「えっ……そ、そんなこと」

　彼が相当苛立っているのは、態度と言葉から感じ取れる。

　また余計なことを言って気分を害してしまったと、自分の咄とっ嗟さの言葉を後悔した。

「前も同じようなことがあったよな？」

　私の前を横切り、吐き捨てるように問いかける。

「え……？」

「取引が流れたとき……あのときもお前が一緒にいたよな」

　そう言われて、以前の出来事を振り返る。

　たしかに、以前も同じようなことがあったなと思い出した。

　都内、新しん宿じゅくに本社を構える『松まつ重しげ不ふ動どう産さん株かぶ式しき会がい社しゃ』に大学卒業と共に勤めて五年。

　彼、湯ゆ島しま仁じんは同い年、二十八歳で新卒入社の同期だ。

　入社後、四年間総務部に在籍していた私――神かん田だ里穂子と、入社後すぐに営業一課に配属された湯島くんは、同期といえ四年間接点はなかった。

　入社して五年目の春、私が営業部に異動になってから関わりを持つようになった。

　同じ課で働くようになって半年が経った頃、課の飲み会の後一緒に帰る機会があり、そのときに湯島くんから気になっていたと告白をされた。

　それからお付き合いが始まり、もうすぐ半年。

　付き合いはじめて二カ月は順調だったものの、その円満だった関係は次第に変化していった。

　三カ月、四カ月、彼の私に対する態度は日に日に冷え、あたりもきつくなっていったのだ。

　プライベートでの連絡も付き合いたての頃よりも格段に減って遅くなり、デートの回数もなにかと理由をつけられ少なくなった。

　私のなにが悪くて彼をそうさせてしまっているのかわからないまま、その出来事は付き合って五カ月を迎えたときに起こった。

　一緒に向かった重大な取引で、予想もしていなかった相手方の都合で取れるはずの契約が流れたのだ。

　状況から見て、こちら側に非はなかった取引だった。

　それでも、契約が取れなかったのは事実。

　営業一課で好成績を残し、若きエースとして期待されている湯島くんだからこそ任された仕事だった。

　この契約が取れれば出世も間違いなしだと、本人が意気込んでいたのも目の前で見ていた。

　だからこそ、私もできる限りのサポートをしたし、力になりたいと思っていた。プレゼンの資料作りを帰宅後に睡眠時間を削って作ったし、あまり得意ではない異業種交流の場にも積極的に参加もした。

　しかし、結果は誰もが思わぬ展開に……。

　湯島くんのショックは計り知れないものだっただろうけど、仕事上のパートナーとして、プライベートでは彼女として、明るい言葉をかけて励まそうと思っていた。

　でも、言葉を選んでいた私に、湯島くんから耳を疑うような言葉が投げかけられたのだ。

『お前のせいで全部台無しだ』

　言われた瞬間、なにがなんだかわからず頭の中が真っ白になった。

　だけど冷静になって、きっとどこにも向けられない感情を彼女である私にぶつけているのだろうという考えに至った。

　それなら、受け止められるのは私しかいない。そう思って、彼のどんな言葉も態度も穏やかな気持ちで受け止めたのだ。

　あのときのことが鮮明に思い出されはじめる。

「課長も、なんで俺とお前を組ませたんだろうな。お前と一緒にやれって言われて、嫌な予感はしてたんだ」

　今回の取引は、課長から湯島くんのサポート役を頼まれ準備の段階から手伝いをしてきた。

　渋しぶ谷や駅から徒歩三分圏内にある土地を持つ売主との契約は、滞りなく順調に進んでいた。

　開発が進む駅周辺は地価が上がっているが、売主は先祖代々守ってきた土地に思い入れがあったのだろう。

　多くの不動産業者から土地売却のラブコールを受けていたものの、その激戦を制したのは湯島くんだった。

　当初、売主は現実的ではない売却価格を提示してきていた。そのため、撤退していった業者も少なくなかったのだろう。

　湯島くんは持ち前の饒じょう舌ぜつさで売主と打ち解け、こちらの提案した売却価格で納得してもらうことに成功した。

　その土地にはすでに買い手も集まり、開発計画も順調に進んでいた。

　しかし昨日、事態は急転する。

　売買の本契約を目前に、売主がやはり土地は売らないと言い出したのだ。

　慌てた湯島くんは、時間外にもかかわらず売主のもとを訪れ、再度説得を試みた。

　もちろん、私もその緊急事態に同行した。でも、売主は『気持ちが変わった』の一点張り。結局、対面で話に応じることもなく、昨日は仕方なく帰ることとなった。

　そして契約日だった今日、やはり売主は約束の場であるこのホテルに現れなかった。

　湯島くんは何度も電話をかけたものの、やっと通じた売主は『気持ちは変わらない』のひと言を残して一方的に通話を終えてしまった。

「こんなことなら、田た中なかさんと組んでやればよかった」

　盛大なため息と共に、湯島くんはそんなことを言い放つ。

　田中さんは、同じ営業一課の入社二年目の子。

　ピンクの服が似合うかわいらしいイメージの子で、近付くとふわっといい香りの漂う女子力の高い子だ。言うまでもなく、密かに男性社員の人気となっている。

　私のような、特になんの特徴もなく、どちらかといえば芋っぽい女子とは大違い。

　私も、色気のない黒髪セミロングをやめて、田中さんのようにゆるふわな巻き髪にしたり、メイクもベースメイクに眉を書く程度の最低限ではなくてきらめきがあるような華やかなものに変えてみたら少しはましになるだろうか。

　私のことは気にせず、湯島くんはすたすたとエレベーターホールへと入っていく。

　そのうしろを追いかけながら、なんて声をかけようかと目の前の背中を見上げた。

「ごめんなさい。もっと、力になれることがあればよかったけど……」

　言葉を選んでみたものの、湯島くんが振り返ってなにか言ってくることはない。

　エレベーターが到着するのを、扉に体を向けたまま待っている。

　でも、その足先は小刻みに地面を叩たたいていて、イライラしているのを物語っている。

　沈黙が逆に恐ろしく、息苦しさを感じはじめる。

　そんなタイミングで「ポン」とエレベーターホールに音が鳴り響き、待っていた一基が到着する。

　湯島くんは開いたエレベーターに足早に乗り込んでいき、私は慌ててそのあとを追いかけエレベーターに乗り込んだ。

　エレベーターの中には先客がいて、奥にスーツの男性がふたり立っている。

　操作盤の前に立った湯島くんの背後に回り、ぽつりと「ごめんなさい」と呟つぶやいた。

「だから、謝るなっつってんだよ！　俺がなにかしたみたいだろ？　その被害者面も腹が立つ。神田じゃなくて、被害者は俺だからな、むしろ」

　エレベーターという密室にいるため、私だけに聞こえるよう小声で言っているつもりかもしれないけれど、それでも確実に声のボリュームが上がっているのを感じる。

　もう余計なことは言わないでおこうかと自分の足もとに視線を落としたとき、すぐそばに湯島くんが近付いてくる気配を感じた。そして、耳元に迫った唇から信じられない言葉が飛び出した。

「お前、さげまんってやつだろ」

　ぎょっとするようなことを囁ささやかれ、咄嗟に言い返す言葉も見つからない。

　その代わりに一歩後退し、その姿を見上げる。

　そのうちに彼は嘲あざけるように「ははっ」と声を上げ、私に振り返った。

「いや、さげまんもなにも、やらしてくれないからな、付き合ってこれだけ経ってるのに。なぁ？　里穂子」

　こんな公共の場で、しかも同じ空間に他人がいるのに、小声だとしてもなんて下品なことを口にするのだろう。

　あまりの衝撃で、瞬まばたきを忘れたままじっと湯島くんの目を見つめる。

　やめて。もうそれ以上言わないで。そんな思いを込めて見つめる私を、彼はふんと鼻で笑った。

「どうせなら、俺の運気を上げてくれる女と付き合ったほうがよさそうだな。そうすれば、取引も失敗しない――」

　そんなときだった。

　急にエレベーターがガタンと大きく振動し、足もとがふらつくほどの衝撃を受ける。

　何事かと思った次の瞬間にはエレベーターが停止し、照明が落ちていた。すぐに代わりと思われる非常灯がつく。

　なに……？　止まった、の……？

　しんと、エレベーター内に沈黙が落ちる。

　今の今まで私に罵声を浴びせていた湯島くんも口を噤つぐみ、キョロキョロとエレベーター内を見回していた。

「なんだ、いきなり。地震かなにかか？」

　そう口にして、スーツのジャケットのポケットからスマートフォンを取り出す。情報を求めてか、画面に見入りはじめた。

　すぐにエレベーター内の照明は復旧したものの、エレベーターが再び動き出す気配はまだない。

「……震度三？　そんな程度で止まるなんて、誤作動もいいとこだな」

　彼が得た情報では、東とう京きょうで震度三ほどの地震があったようだ。

　湯島くんは「ラグジュアリーなホテルのくせに、入れてる設備は三流か？」なんて厭味を口にしながら無駄に操作盤の〝非常〟のボタンを連打する。

　すぐに反応がなく、あからさまにため息をついた。

「いったいなんなんだ、今日は厄日なのか？」

　取引失敗で苛ついているところに、この災難。

　湯島くんの気分は最悪の状態だろう。

「ほんと、お前と一緒だとロクなことが起きないよな」

　辛辣な言葉と共に、舌打ちが聞こえ、また無駄にボタンが連打される。苛立ちがあからさまで、思わず口を開いた。

「湯島くんっ――」

　どうしたらいいのかわからず声をかけたところで、真横に人の気配を感じた。

「少し落ち着きませんか」

　騒ぐ湯島くんにかけられたのは、対照的な穏やかな声。

　いつの間にか私の横に立っていたのは、エレベーターに先に乗っていた男性。

　すぐそばに立たれると高身長で、百六十センチあるかないかの私からでは顔を上向けないといけないほどだ。

　前に立つ湯島くんが百七十二センチだったはずだから、きっと百八十センチ以上あるに違いない。

　見上げた横顔は鼻筋が通り美しく整っていて、不意にハッと息を呑んでしまった。

　あれ……この方って、確か……？

　印象的な端整な顔立ちだから、メディアで見かける著名人の方かと一瞬思った。でも、すぐにそうではないと気づく。

　うちの会社の取引先でもある『筧かけい地じ所しょ株かぶ式しき会がい社しゃ』の代表取締役だ。

　来社されたところを何度かお見掛けしたことがあるし、過去に一度だけ話したこともある。

　ほんのひと言二言だったけど、前に会社のエレベーター内で話しかけられたのだ。

　筧さんのほうは、もうきっと覚えていないと思うけれど。

「騒いでもなにも変わらない。疲れるだけです。静かに復旧を待ちましょう」

　行動を指摘され、湯島くんは振り返り筧さんを睨にらみつける。

　しかし、正論をぶつけられなにも言い返すことができないのだろう。

　奥歯を噛かみしめてこらえているのが見てわかる。

　そんなとき、再びガタンとエレベーターが揺れ、下降しはじめる。

「直った……？」

　思わず呟いてしまったけれど、その数十秒後には目的の一階にたどり着き、エレベーターの扉が開いた。

　我先にとドアを出ていく湯島くんに驚き、慌ててそのあとを追いかけようとしたものの、乗り合わせている筧さんの存在に気が付く。

　先に降りるのを譲ろうと振り向くと、私の横にいた筧さんはいつの間にか操作盤の前に立っていた。

〝開〟を押したまま、私が降りるのを待ってくれている。

「すみません、ありがとうございました」

　ぺこっと軽く頭を下げ、飛び出すようにしてエレベーターをあとにする。

　私のことなどお構いなく先に行ってしまった湯島くんの遠くに見える背中に、駆け出そうとしていた足がふと止まる。

　今になって視界が潤んで、涙が浮かんでくる。

　私がいったい、なにをしたというのだろう……？

　あんなひどい言葉をかけられるほど、彼になにかしたのだろうか。

　たしかに、私と組んだ取引がうまくいかなかったことが二度続いた。

　だけど、だとしても、あんな言葉……。

　必死になってあの背中を追いかけなくてはならない自分が、急に惨めでかわいそうに思えてくる。

　それでも自分を奮い立たせ、大きく一歩を踏み出す。

　そのとき――。

「っ!?」

　後方から突然腕を掴まれ静止させられる。

　驚いてバッと振り返った先に見えた光景に、それよりさらに上をいく驚きょう愕がくに襲われた。

　私の腕を取っていたのは、今エレベーターに乗り合わせていた筧さん。

　なぜ彼に腕を掴まれているのかわけがわからない。

　すぐに目が合って、なぜだか胸を撃ち抜かれるような衝撃を覚える。

　改めて正面から顔を合わせて、その端整な顔立ちに目を奪われた。

　切れ長の目はよく見ると奥二重で、やっぱり真正面から見ても鼻筋が通っている。

　艶のあるミディアムショートの黒髪はきっちりとセットされ、センターで分けた前髪がかすかに揺れる。

　こんなふうに整った顔面の人間をリアルの世界で目の前にしたことのなかった私は、急激に緊張が押し寄せてきて慌てて目を逸らす。

　彼の鋭くも強く美しさを持った目に、魔法にかけられたように動けなくなった。

　それでもなにか言おうと口を開く。しかし……。

「大丈夫か」

「え……？」

　私より先に声を発したのは彼のほうで、なにを言われたのか理解する間もなく口からは「は、はい！」と返事が出ていた。

「大丈夫です、すみません」

　あんなやりとりを目の前で見せられたのだ。他人だとしても、まともな人なら気にして声をかけてしまうかもしれない。

　それくらい、ひどく罵ば倒とうされたということだ。

　私の『大丈夫』の言葉で、掴まれていた手が離される。

「ごめんなさい、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げ、「失礼します」とその場を後あとにした。










１、彼女との出会い――Side Akito




　離れていく小さな背中を見つめながら、手を離してしまったことは間違いだったのではないかと自問自答する。

　このまま行かせてしまえば、またあんなふうに罵倒されるのは目に見えている。

「社長？」

　彼女の姿を見送る俺に後方から声がかかる。

　秘書の雪ゆき島しまがこちらの動向を窺うかがっていて、ハッと我に返った。

「悪い。行こう」

　こんな場所で偶然にも彼女とエレベーターに乗り合わせたことで、ここに来た本来の目的を忘れそうになった。

　気を取り直して、ホテル内の会場へと足を向ける。

　しかし、頭の中は今会った彼女のことでいっぱいのまま。やはり、どうしても気にかかる。

　彼女を知ったのは、取引先である松重不動産に訪れた二年ほど前のこと。

　三度目の訪問で、気温が三十五度に迫る猛暑日だった。

　松重不動産の入るビルエントランスに入ろうとしたところで、すれ違うように彼女が自動ドアの向こうから現れた。

　小走りで走っていく姿をなにげなく振り返ると、彼女はビル前の木陰のあるベンチに向かっていった。

　そこには、白髪を頭の上でまとめた背の曲がった老人がひとり。

　彼女は手にしていたミネラルウォーターのペットボトルの蓋を外し、老人にそれを差し出していた。

　さらに、小脇に挟んでいた黒い折り畳み傘を開き、老人の頭の上にかざす。

　遠慮し、感謝する老人と、笑顔で寄り添う彼女。

　その様子を不思議に思いながらエレベーターを待っていると、追いかけるようにして今の今まで老人と一緒にいた彼女がエレベーターに乗り込んできた。

『すみません』

　ぺこりと頭を下げ、操作盤の前に立ち、閉のボタンを押す。

　申し訳なさそうに乗り込んできた彼女に『いや……』と反応をして、その流れでつい声をかけていた。

『今のは、顧客か』

　エレベーター内にふたりきりだったのをいいことに、興味本位でそんなことを訊きいていた。

　すると彼女は驚いたような顔で振り返り、すぐに『いえ！』と否定した。

『具合が悪そうだったので、熱中症だといけないと思い声をかけてしまって』

『見ず知らずの相手にか』

『あ、はい。つい、お節介を……』

　そう言って彼女がはにかんだ顔を見せたとき、エレベーターが目的階へと到着。彼女は『どうぞ』と開ボタンを押して俺に先を譲ってくれた。

　間違いなく顧客への対応だと思っていた俺の予想を見事に覆くつがえし、単なる人助けをしていたということに衝撃を受けた。

　これまで、そんなふうに他人を気遣う精神を持つ女性を目のあたりにしたことがなかったからだ。

　そんな出来事があってから、来社するたびに自然と彼女の姿を探し、見つければ目で追うようになっていた。

　それ以降、直接話す機会はなかったけれど、顔を合わせれば挨拶を交わした。

　彼女はいつ見かけても明るく一生懸命に仕事に取り組んでいて、その姿を目にできると不思議と自分までパワーをもらっていた。

　彼女を密かに見守っていたからこそ、その異変に気づいたのは言うまでもない。

　ここ半年ほど前から、彼女の様子が明らかに変化を始めたのだ。

　いつものような笑顔は格段に減り、それまでの明るい雰囲気が薄れていった。

　彼女と直接話すような間柄でもなく、そのチャンスすらもないまま時は流れ、今のあの場面に遭遇した。

　彼女からあの笑顔を奪っていったのは、間違いなくあの男だと確信した。

　だからつい、彼女の手を掴んでまで引き留めてしまった。

『大丈夫』と言われてしまえば、結局なにもできない自分に苛立ちを覚えていた。




　正装に身を包んだ人たちがあちらこちらで談笑する会場に入っていくと、正面、中央に掲げられた『筧地所株式会社創立三十周年』という文字が目に飛び込んでくる。

「社長、会長がお探しとのことです」

　雪島からの知らせに、会場内にいるはずの父の姿を探す。

「彰人」

　仕立てのいい細身のスーツに身を包み、白髪混じりの髪をオールバックにきっちりとセットした父は、その奥二重の目と視線が合っただけでただならぬ威厳を感じる。

　となりに寄り添う母はダークシルバーのロングドレスを身に纏まとい、長い髪を夜会巻きにしてアップにしていた。黒髪の艶はもちろん、肌も皺しわがなく年齢を感じさせない。

「遅かったな」

「すみません。ひとつ前の約束が少し押しまして」

　父と言葉を交わしていると、横から母親が「彰人さん」と話を割って入る。

「麗れい香かさんが彰人さんと話がしたいそうよ」

　母に隠れるようにして佇たたずんでいたのは、この頃、母とやたら一緒にいることの多い大手銀行頭取の娘。

　雪島からの情報では、母はこの女性との縁談を企てているという。三十歳を過ぎたころから結婚の催促がうるさいが、この頃それが激化している。

　シャンパンゴールドのドレスに身を包み、笑顔を浮かべてぺこりと頭を下げる。

　俺にどうにか気に入ってもらおうという思惑が透けているようで内心うんざりしたものの、微笑を浮かべて頭を下げた。

「彰人さん、ご無沙汰しております」

「こんにちは」

　目の前に浮かぶ笑顔を見ても、それはぼやけていてよくわからない。はっきりと目の中に残っているのは、今さっきエレベーターで引き留めた彼女の、無理矢理作った笑顔だけだった。










２、突然の別れ




　会社の入るテナントビルのエントランスをくぐりながら目を落とした時計は、十三時半を回ったところ。

　予想外の展開で戻るのが遅くなってしまい、焦りながらデスクに向かうと、一緒に帰社するはずだった湯島くんはすでにデスクについていた。

「おーい、神田さん。ひとりでどこ行ってたの。大幅に遅れるなら連絡入れてもらわないと困るよ。少しは湯島を見習ってくれ」

「あ、すみません……」

　遅れて帰ってきた私に、課長が不思議そうな顔をして声をかけてくる。

　ちらりと見た湯島くんは我関せずといった様子。

　知らない人からすれば、一緒に営業に出ていたとは思えないだろう。相当私には関わりたくないのだと思う。

「湯島もお昼取ってないって言ってたけど、神田さんもまだなら休憩してきて」

「あ、はい。ありがとうございます」

　課長にそう言われてはじめて、まだ今日のランチを取っていないことに気づいた。

　普段なら、お昼休みが始まる十二時が近付いてくるとお腹が空いたなと感じてくるのに。

　事が順調に運べば、今日は外出したついでに湯島くんと一緒にお昼を取って帰社するタイムスケジュールだった。

　それが、あのホテルからすでに別行動で、スマートフォンに入ったメッセージは【先に帰る】という素っ気ないもの。

　どこかで待っているのかもと急いでホテルを出たけれど、それも意味のない行動だった。

「里穂子ちゃん、お昼まだなら一緒に食べに出ない？」

　出かけている間に届いていた書類などを片付けていると、二年先輩の松まつ宮みや若わか菜なさんが声をかけてくれた。

　若菜さんは歳がふたつ上で近いこともあり、職場内では親しくしてもらっている頼れる先輩だ。

　ワンレンのロングヘアが似合う美人でスタイルもよく、まさに綺麗な大人女子の王道といったタイプ。

　平凡であか抜けない私が、こんな女子になりたいと思える憧れの先輩だ。

「あ、はい。一緒に行きたいです」

　若菜さんは課長に「神田さんと出てきます」と声をかけてくれる。

　お財布とスマートフォンだけを手に、オフィスをあとにした。

　普段のお昼休憩から少しずれた時間だからか、オフィスからほど近い人気の定食屋に並ばずに入店できた。

　ランチタイムの十二時に訪れると、お店の外にまで列ができている日もあるなかなかの人気店だ。

　入口から入ってすぐのところで食券を買い求める。

　若菜さんが五目ちゃんぽんを選んだのを横目に、私は日替わり串カツ定食を選んだ。

　カウンターに食券を出し、奥の空いているテーブル席へと腰を落ち着かせる。

「ねぇ、湯島くん、ひとりで帰ってきてやたらイライラしてたけど、なにかあったの？」

　向かい合って座るとすぐ、若菜さんが身を乗り出し気味に訊いてくる。

「湯島くんが帰って来たとき、ちょうど会議でみんな出払ってたんだけど、私、偶然に目撃しちゃったんだよね……帰ってきて、ダン！って音立ててデスクに荷物置いてさ、それから椅子も勢いよく引き出してどすっと座って。で、思いっきりため息ついたり。契約うまくいかなかったって小耳には挟んだんだけど」

「はい……」

「やっぱり。でも、誰も見てないとはいえ、あの態度はなかったわ……。ちょっとびっくりしちゃったし」

　私より一足早く帰社した湯島くんが、オフィスに戻ってもそんなに荒れているなんて知りもしなかった。

　イライラを持ち込んで、あからさまに態度に出ていたなんて。

「で、なんで一緒に出たふたりが別々に帰ってきたの？　まさか、出先でけんかでもしたんじゃないわよね？」

「けんかというか……私が、湯島くんを怒らせてしまって」

「え？　怒らせた？　なにしたの」

　なにをした。そう言われるとよくわからないのが正直なところ。

　湯島くん的には、私の存在自体に問題があるというのだろう。

「以前、私と組んだ取引がうまくいかなかったこと、あったじゃないですか」

「ああ、中なか目め黒ぐろのメディカルビルの？」

「はい。その件もあったし、私と組んだ取引はうまく契約にこぎ着けられないって言われて」

　そう言うと、若菜さんは綺麗な大人女子らしからぬ声で「はぁ？」と声をあげる。

「なにその言いがかり。彼女に言う言葉なの？」

　若菜さんは唯一、湯島くんと私の関係を知っている。

　内緒にしてくれつつ、密かに応援もしてくれているのだ。

「でも、私ももっと協力できることがあったんじゃないかって、思って……」

「なに言ってんの。里穂子ちゃんは十分、十分以上に頑張ってるよ。そばで見てる私がそう思うんだから」

　若菜さんの優しい言葉に救われる。「ありがとうございます」とはにかんだ。

「それは、湯島くん言いすぎよ。うまくいかなかったことを、里穂子ちゃんのせいにするのは男らしくない」

「そう、なんですかね……」

「そう。それはダメ」

　男らしくない、か……。

　若菜さんが結構な勢いで怒ってくれているのを目にして、これ以上報告するのは控えておこうと密かに思う。

　田中さんと組めばよかったと言われたことや、まさか、さげまんなんて下品な言葉を浴びせられたなんて言った日には、怒りを爆発させてしまいそうだ。

「まぁ、同じ職場に彼がいるって、よくも悪くも難しい部分があるよね」

　そんな話をしていると、五目ちゃんぽんと串カツ定食が運ばれてくる。

「まだしばらくご機嫌はナナメかもしれないけどさ、今晩は夕飯でも作って一緒に食べてさ、そしたらご機嫌も回復するんじゃないかな？」

「はい。だといいんですけど」

「うん。またなにかあったら相談して」

　若菜さんは微笑ほほえんでそう言い、箸を手に取って「いただきます」と食事を始めた。




　その日の晩。

　定時の十八時に仕事を終え、ひとり職場の最寄りの新宿駅から電車に乗り込む。総そう武ぶ線で三駅の中なか野の駅に、今住んでいるマンションがあるのだ。

　駅からゆっくり歩くと十分ほどかかる住まいは、帰るまでの道にスーパーなどもあって生活はしやすい。

　引っ越したばかりの頃は、毎日仕事帰りに買い物をして、帰って夕食を作っていた。

　でも、今は……。

「ただいま……」

　ひとり、明かりの灯ともらない部屋に帰宅する。

　湯島くんと同どう棲せいしている部屋は、今は冷えきった、寝るために帰るようなマンションになってしまった。

『いつもそばにいてほしい』と言われ、お付き合いが始まってから早い段階で一緒に住むようになったこの部屋。

　当時、同棲を始めるには時期尚早だと思っていた。でも、湯島くんたっての希望ということ、そしてちょうど自分の住まいが契約更新を目前にしていたということが重なり、同棲することを承諾したのだった。

　以前は一緒に買い物をして揃そろって帰宅し、ふたりで夕飯の準備をして夕食をとっていた。そんなときだってたしかに存在していたのだ。

　しかし、いつからか一緒に帰ることも減り、湯島くんは夕飯を済ませて帰宅することが増えていった。最近は帰って来ない日すらある。

　それでも食事は用意しておいたけれど、家で食べないから用意はしなくていいと言われてしまった。

　ふたりで食べるために自炊することは減ってしまったけれど、時間と余裕のあるときはなにか作ってひとり食事を摂っている。

　作り置きも兼ねて冷蔵庫に残し、湯島くんにもわかるように『よかったら食べてね』とメモを置いておくけれど、これまで減った形跡は一度もない。

　帰宅後ひと段落して冷蔵庫の中身と相談し、今晩はオムライスとオニオンスープを作ることに決める。

　お昼に若菜さんとそんな話もしたし、夕飯を用意して湯島くんの帰宅を待とうと思った。

　切った材料と調味料を入れて炊飯器で炊いたチキンライスができ上がったタイミングで、外から鍵が開き勢いよく玄関のドアが開いた。

「あ……お帰りなさい！」

　帰社後、湯島くんとは話していない。

　何度か声をかけようかと目で追ったけれど、それに気づいてか話しかけるなオーラを放っていたし、すぐに立ち去っていってしまい話すタイミングがなかった。

　まだ、昼間のことで私たちの間に流れる空気は悪いままだろうか。

「ご飯、食べる？　今日、オムライス作ってるんだけど、久しぶりに一緒に――」

「よくそんなこと言い出せるな？」

　私の声を遮り、そう言った湯島くんは、続けてあからさまなため息をついてみせる。

「今日のことがあって、俺はお前と話す気も、一緒に飯を食う気もない。空気読めないわけ？」

　私を横切り、湯島くんは部屋の奥へと入っていく。

　空気が読めない発言だと思われたのは心外。

　私としては、一緒にご飯を食べられたら話し合いの場を持てるのではないかと、ひとつのチャンスだと思っての提案だった。

　せっかくひとつ屋根の下で生活しているのだから、ちゃんと話し合って仲直りしたいと思ったから。

　だけど、心が委縮してしまって意見できない。

　冷蔵庫から出した卵を手に持ったまま、湯島くんの姿を目で追いかける。

　黙った私が気に食わなかったのか、湯島くんは足を止めこちらを振り返った。

「お前のそういう、平和主義というか、何事もなく穏便に事を済ませようって態度に腹が立つんだよ。なに考えてるかよくわかんねーし、感情とかないわけ？　俺はこんなに苛立ってんだよ」

　マシンガンのように言葉を浴びせられ、ますます返す言葉に詰まる。

　眉間に皺を寄せあからさまに不機嫌な表情の湯島くんをじっと見つめ、やっと出てきた言葉は「そんなことないよ」だけ。

　湯島くんはまた深くため息をついた。

「もうさ、俺出てくから。俺たちの関係ももう終わり」

　吐き捨てるように言い、再び私の前を横切って玄関に向かっていく。

　なにか声をかけなくてはいけない。そう気持ちを焦らせているうちに、湯島くんは玄関の扉の向こうに消えていった。

　え……？　終わっちゃったの……？

　けたたましくガチャンと閉まった玄関扉と、遠ざかっていく革靴の足音。

　びしゃっと突然足もとが濡ぬれ、ハッと玄関先から視線を戻す。

　持っていたはずの卵が手の中からすり抜け、床に落ちて割れていた。










３、捨てる神あれば拾う神あり？




「ハァ……」

　不動産店舗の前でたくさん並ぶ賃貸物件の情報を見上げ、自然とため息が漏れ出る。

　早いところ新しい住まいを探さなくてはいけないという気持ちはあれども、物件情報を見ている視界はぼんやりと霞かすんでいる。

　現実的に考えて行動を起こさなければいけないと思う反面、心が追いつけていないのだと思われる。

　だから、こうして物件を見ていても流し見になってしまって頭に内容が入ってこないのだ。

　これからどうしよう……。

　昨晩は湯島くんが出ていってから、しばらく放心状態で動けなかった。それでも迷惑はかけたくないと思い至って、そこからやっと荷物をまとめはじめた。

　湯島くんが出ていくと言っていたけれど、彼を怒らせてしまった私が出ていったほうがいいだろうと思い立った。

　それからすぐに荷造りをし、マンションを出たのが二十三時近く。

　とりあえずどこかで夜を明かそうと、駅前のカプセルホテルにチェックインした。

　仕事は、はじめて欠勤してしまった。

　体調不良だと連絡をすると、それを知った若菜さんから【具合悪いなんて珍しいじゃん、大丈夫？　なにかあった？】とメッセージアプリに連絡があった。

　これまで、忌き引びき以外で会社を休んだことがなかったからだ。

　仕事でもプライベートでも湯島くんとはあんなふうになってしまって、もう職場にも住まいのマンションにも居場所はないのだと思ってしまった。

　住まいもだけれど、仕事も転職を考えなければいけないと今は思いはじめている。

　このまま同じ職場にいれば、湯島くんは気分を害すに違いないし、私がいることによって取れる契約も取れなくなったら申し訳ない。

　それに私だって、もうあんなふうに罵声を浴びせられたくはない。

　お付き合いしていた相手の影響で、仕事もプライベートも失うことになるなんて考えてもいなかった。

　すべてを失うことになるのは、湯島くんという存在に、今の私の生活がどっぷり浸つかっているから。

　そう気づくと、なんだか情けなくて、惨めで自分が嫌になった。

　物件を眺めていても実りがなさそうで、とぼとぼと荷物を引きずっていき近くのベンチに腰かける。

　仕事は、早急に退職できるよう上司にお願いしようと思う。

　引継ぎはしっかりして、できれば最短で職場を離れたい。

　実家の親が急病で……などと理由を作れば、特例で認められるはずだ。

　とりあえず、早いところ新しい住まいを確保しないと毎日の生活が厳しい。

　いつまでもカプセルホテルで連泊するわけにもいかないし、なるべく無駄なお金を使いたくない。

　いっそのこと、社員寮のある求人を探してみるのも手かもしれない。

　そうすれば、仕事も住まいも一気に悩み解決。

　不動産業に特別未練もないから、東京を離れて、どこか静かな田舎町で暮らすのも心機一転いいのかもしれない。

　今とは違う、新しい仕事にチャレンジするのも悪くないのかも……。

「新しい住まいでも探していたのか」

　考え込みすぎてぼんやりしていたところ、突然頭上から声が降ってきた。

　現実に引き戻されて顔を上げる。

　すぐそばに立っていたのは、スーツの男性。スラリとした長身を見上げて、その顔に思わず「あっ」と声が漏れる。

　そこに現れたのは、昨日訪れたホテルで私を引き留めた筧さん。

　こんなところでまたばったり会ってしまうなんて驚いた。

　でも、なぜ筧さんがこんなところに？　そう考えてすぐ、今見ていた物件を所有する会社のトップだということにハッとした。

「昨日は、ありがとうございました」

　お礼を口にしてはみたものの、どちらかというとお見苦しいものを見せてしまい申し訳ありません、のほうが正解な気がした。

「昨日の一件で彼氏と別れることになって、同棲していた部屋から出るために部屋を探していた……」

「えっ」

　まったくなにも話していないのに、ほぼ事実を当てられて目を見開く。

　彼は「そんなところか？」と美しい顔に微笑を浮かべた。

　普通に生きていたら関わることもない上流階級に身を置く人。

　頑張って出会いを求めてみたとしても、そうそうお近付きになれる相手ではない。

　どうしてそんな人とこうして道端で話しているのかも、よくわからない状況だけど。

「図星か」

「……なにも話していないのに、すごいですね」

「まぁ、昨日の一部始終を見ていればな。あとの展開くらい容易に想像がつく」

　あのエレベーター内での出来事を思い返す。

　振り返ってみても、なかなかの言葉を投げ付けられていたと思う。怒って言い返してもいいくらい、ひどくデリカシーのない言葉もあった。

「その調子じゃ、今日は仕事も休んだってところだな」

　自社の上司というわけでもないのに、仕事を休んだことを指摘されるとやっぱりうしろめたい。ずる休みも同然だからだ。

「本当は昨日、あの場で訊こうと思った」

「……？」

「日常的にあんな言葉を浴びせられているのか」

「えっ……」

　昨日の、あのエレベーター内でのことだ。

　真剣な眼まな差ざしで見つめられ、動揺して目を逸らす。

　でも、私を真っすぐ見つめる視線を視界の中に捕らえ、恐る恐る筧さんに目を合わせた。

「日常的にかは、わからないですけど……もう、慣れましたから」

　へらっと笑ってそう答えると、筧さんの眉間に気のせいか皺が寄る。

「慣れる？　あんな言葉を慣れるほどかけられているなんて、普通じゃない」

　冷静でストレートな言葉にどきりとする。

　普通じゃ……ない？

「そう、ですか？」

　そんなことを言われたのははじめてで、首をかしげそうになる。

　私にはよくあることで、ごくごく普通のことだったからだ。

「傷つかないのか。あんなひどいことを……」

「言われたときは、それはショックですけど……でも、優しいときもありますし、そこは、プラスマイナスゼロと言いますか」

　最近は、優しい湯島くんをあまり見ていない。けれど、お付き合いを始めた頃からそうだった。

　怒ったりしたときは、必ずそのあと優しく接してくれる。

　ひどいことを言われたなんて忘れてしまうほど、癒してくれるのだ。

「まあいい。仕事を休んだのなら、時間もあるんだろ？」

「え……」

「ついてこい」

　そう言われたとき、向こうから「社長」と男性の声が聞こえてくる。

　目を向けると、私がさっき物件を見ていた店舗から出てきたと思われるスーツの男性がひとり。

　体格がよく、がっちりとした大柄で、一見、格闘技とか、ラグビーなんかでもしていそうに見える。昨日も一緒だったし、うちの会社にも筧さんと一緒に訪れているところを何度か見かけたことがあるから、きっと筧さんの秘書の方なのだろう。

「悪い。昼の会議までには必ず戻る」

「なにか急用でしょうか？」

　そう言うと男性は、一緒にいる私へと目を向け頭を下げる。

「ああ、私用だ。済み次第戻ってくる。話は予定通り進めておいてくれ」

　男性は「かしこまりました」と言って再び建物へと戻っていく。

　筧さんのことを『社長』と呼んでいたし、やはり秘書のようだ。あの感じなら、ボディーガードも兼任してそうだと勝手に考える。

「行くぞ。そこに車を停とめている」

「え？　行くってどこに……？」

　私の前を横切り、歩道を前の通りへと向かっていく。

「ついてくればわかる」

　そう言ってすたすたと離れていく姿に、動揺しながらもとぼとぼとついていく。

　ほとんど初対面の人についていっていいのだろうかという半面、もしかしたらこの人が私の運命を変えてくれるかもしれない……なぜだかわからないけれど、そんな期待をしていた。それに、今はほかに行く宛もない。

　すぐの大通りに停めてある黒いボディの高級外国車の前で彼は足を止めた。

「こっち」と呼ばれ駆け寄ると、助手席のドアが開かれる。

「え、あの、本当に私が乗るんですか」

　そう訊いている間にも、背中に手を添えられ乗車を促される。

「この大荷物はうしろで預かる」

「あ、はい。お願いします」

　私の引越し荷物一式は、筧さんが預かりトランクへと仕舞ってくれる。

　腰を下ろしたシートの乗り心地のよさに驚く間もなく、すぐに運転席に筧さんが乗車した。

「ここからさほど距離はない」

　どこに行くのかと訊いて、ついてくればわかると言われてついてきたからには、黙って到着するのを待たなくてはいけない気がする。

　でも、車が公道を走り出してすぐ、自分の行動にハッとした。

　ほとんど初対面の男性の車に乗り、どこかに連れていかれているこの状況は、普通に考えたら有り得ない。

　どこまで警戒心のない危ない行動なのかと自分にゾッとするけれど、きっとそれは彼に社会的信用があると無意識のうちに判断したからだろう。

　大会社の代表取締役社長という身分の人が、なにか危ないことをするとも思えない。

　それにさっき、『日常的にあんな言葉を浴びせられているのか』と問われたとき、その真剣な眼差しに、不思議とこの人を信じてみたいと思えたのだ。

　走り出した車は宣言通り、十分もしないうちに巨大なタワーマンションの地下へと入っていく。

　打ち放しコンクリートの地下一階の駐車場にバックで駐車をし、「着いたぞ」とエンジンを切った。

　運転席を出た筧さんは、すぐに助手席の私のもとへやってくる。

　ドアを開けてもらうのがなんだか申し訳なくて、「すみません」とそそくさと降車した。

「あの、ここは……？」

　大きなタワーマンションだったと思われるけれど、この中にあるテナントにでもなにか用があるのだろうか。例えば、飲食店だとか……？

「こっちだ」

　車のロックをかけ、筧さんは駐車場を歩いていく。革靴の音が響くそのあとをついていくと、上階へ向かうエレベーターホールへと入っていった。

　エレベーターで上がった先は、一階のエントランスホール。

　ホテルのロビーラウンジと見紛うブラウン調のシックな雰囲気の空間には、絨じゅう毯たんの床に並んだ多くのソファー席。

　ここはいったいなんなのだろうかとキョロキョロしているうちに、先ほどとは違うエレベーターホールへと入っていく。

　三基あるエレベーターのうち到着した一基に乗り込むと、筧さんはスーツのジャケットの懐からなにやらカードキーのようなものを取り出した。

　それを操作盤のところにかざし、三十七階を指定する。

　内臓が浮くような感覚を覚え、数十秒のうちに静かにエレベーターは目的の階へと到着した。

　扉が開き、筧さんはドアを開いたまま私に「どうぞ」と先を譲る。お言葉に甘えてそそくさとエレベーターを降り、キョロキョロと周囲を見回した。

　三十七階のフロアも、絨毯の敷き詰められた通路が広がり、ダークブラウンの壁の足もとには、埋め込み型の照明がほんのり灯る。

　落ち着き洗練された通路をエレベーターから左に折れて進んだ突き当たり、黒いドアの前で筧さんは足を止めた。

　さっきエレベーターで使用したカードキーを再びドアにかざす姿を斜めうしろから見守り、改めてここはいったいなんなのだろうかと疑問を募らせる。

　ドアを解錠した筧さんは、「入って」と私を中に促した。

「失礼、します……」

　想像していたより広い玄関に目を瞬しばたたかせる。

　室内は白い壁にブラウンの木目調のドア。玄関先は大理石だと思われる床材だけど、室内に上がると床も同じような木目調フローリングとなっている。

「上がって」

　玄関先で立ち尽くしている間に、筧さんは革靴を脱ぎ先の廊下を進んでいく。

「あ、はい。お邪魔します」

　そのあとに続き、突き当たりのドアが開かれまたあっと驚かされた。

　正面には大きな窓。そこからは高層階からしか見られない東京の景色が広がる。

　リビングは、三十畳ほどはあるだろうか。

　建物の構造上、突き当たりの物件ということもあり、リビングダイニングの形だけを見ると三角形のような間取りで非常におしゃれだ。

　広い窓の前には大きなアイボリーのラグが敷かれ、窓を背にしてグレーの三人掛けほどのソファーが設置されている。

　家具が置かれている？と気づき周囲を見回すと、ほかにもダイニングテーブルをはじめ生活ができる程度に部屋は整っていた。

　モデルルームのようで生活感はないけれど、誰かが住んでいると言われたら納得はいく。

「リビングダイニングのほかにも部屋は三つある。玄関を入ってすぐ右手にあったのがパウダールームとバスルーム。左手がトイレだ。自由に見て回ってきてくれ」

「あ、はい」

　言われるがまま、リビングからほかの部屋を見て回る。

　リビングを出てすぐ左手には、バルコニーのついた部屋がひとつ。ここには大きなベッドが部屋の奥にどんと鎮座している。

　そのほかの部屋には特に家具は置かれておらず、まだ使われていないように見えた。

　パウダールームは、高級物件ならではの洗面台がふたつ並ぶタイプで、バスルームにはミストサウナもついていた。

　洗練された物件で、一応不動産業に就いている身からすればこの立地でこのレベルの部屋は相当な賃貸料が予想される。

　とてもじゃないけど一般庶民には一生せこせこ働いても手の出せないもの。

　上流階級でも、さらにその中で一握りの人たちが暮らすような物件だ。

　ひと通り物件内を見て回り、リビングダイニングに再び戻ると筧さんはソファーの横に立ち大きな窓から東京の街を見下ろしていた。

「あの……なぜ、ここに私を？」

　ひと通り部屋を見て回った高級マンション。

　でも、私がここに連れてこられた理由が未いまだわからない。

　背中に声をかけられた筧さんは、窓から振り返り私に目を向けた。

「この部屋は俺の所有する部屋だ」

「え……？　筧さんの」

「少し前に購入した、プライベートの住まい」

　まさか彼の住まいだとは思わず驚いたものの、でも妙に納得がいく。このレベルの部屋を所有できるような身分の人だからだ。

「で、どうしてここに君を連れてきたかというと……」

　やっと話の真相がわかる瞬間が近付き、鼓動が速まっていく。

　じっと彼の次の言葉を待ちながら顔を凝視した。

「ここで家政婦をしないか？」

「……え。か、家政婦、ですか？」

「ああ、ちょうど越してきて、雇える人間を探そうと思ってたところだったんだ。そんなタイミングで、いい人材が降ってきた」

　真っすぐな視線を向けられて、思わず自分を指さし「私ですか!?」と訊く。

　筧さんは口角を上げ「そういうこと」と言った。

「報酬は、今の給料の三倍は出そう」

「三倍!?」

　さらっとすごいことを言われて訊き返してしまう。

「勤務時間は自由。やることをやってもらえれば文句は言わない。仕事、辞めたいと思っているんじゃないのか？」

　核心をつかれてどきりする。

「いずれ退職するにしても、まだ仕事もあるだろうからな。でも、これで転職の心配もなくなるだろう？」

　つまり、転職先がここで家政婦の仕事を、ということ……？

「今の仕事に未練がなければ、の話だ。どうだ？　悪い話ではないだろ？」

　たしかに、悪い話ではまったくない。むしろ、仕事としては好条件だ。

　だけど、私に家政婦としてのスキルは皆無。料理も掃除洗濯も、家事はすべて困らない程度の自己流でやってきた人間だ。

　そんな私に、こんな高級マンションに住むような方の家政婦なんて務まるとは思えない。

「大変魅力的な求人ではあると思います。それに、今の仕事に未練もありません。でも、あの、私に務まるかどうか自信が……」

「自信？　そんなもの必要ない。普段、自分のためにやっているようにやってもらえればいいだけの話だ」

「え、自分のためにやっているような感じって……私、炊飯器でチキンライス炊いてオムライス作るような庶民ですよ？」

　昨晩のことを思い出し、例に挙げてみる。

　筧さんの普段している食事はどのようなものだろう？

　きっと、私なんかがこれまでの人生で食べたことのないようなもの……専属のシェフなんかがいて、毎日フルコースだとか……。

「それで構わない。いやむしろ、それがいい」

「えっ……本当に、一般家庭で出すようなものですよ？　あの、キャビアとかフォアグラとか、トリュフなんてものは取り扱ったことなくて――」

　私の声にかぶせるようにして筧さんはふっと笑う。

「なんだ、その変なイメージは。そんなものばかり食べてたら体がどうかなる」

　クスクスと笑う姿を目にして、こんなふうに笑ったりもするのかと少し驚いた。どこか素を垣かい間ま見みたような、そんな気分だ。

「じゃあ、引き受けてもらえるな？」

　一時間ほど前、真剣に転職について考えていた。

　そんな矢先に降って湧いた好条件のこの仕事。

　家政婦という仕事に就いた経験はない。だけど、悪い話ではないし、やってみる価値はある。

　でも、出会ったばかりの私なんかを雇おうなんて、本気なのだろうか……？

「あの、でも、こんな成り行きで私を採用していいんですか？」

　私のほうが心配になってきてしまい、確認を取るように訊いてしまう。

　筧さんは「それは？」と、私の質問の意味を探る。

「ですから、今ここで私を家政婦として雇ってしまって、後悔しないのかな、と……」

「後悔？」

「例えば、私がとんでもない盗っ人で、雇ってみたものの、金目のものを取って行方不明とか。あとは、筧地所グループの情報をリークしようとしているスパイかもしれないとか。あとは……」

　あれこれ例え話を挙げていると、また筧さんはクスクスと笑いはじめる。

　そんな笑えるようなことを言ったつもりはなかったので、言葉を止めてじっと彼の表情を見つめた。

「そんなこと自分で言っている時点で大丈夫だと思うが？」

「え、あ」

　まぁたしかに、そんなことするつもりはまったくない。

　ただの例え話ではあるけれど……。

「まぁわかった。じゃあ今日一日、採用するかどうかお試しをするということにしよう。それなら安心するか」

　筧さんは「じゃあ」と言って私になにかを差し出す。それはここの部屋に入るために使っていたカードキーと、ブラックカードだった。

「俺はこれから社に戻る。帰宅は十八時頃を予定している」

　そう言いながら玄関に向かっていってしまい、スーツの背中を慌てて追いかける。

「え、あ、あの」

「食べられないものは特にない。強いて言えば、生のトマトは好きじゃないな」

「生の、トマト。はい、わかりました」

「じゃ、あとはよろしく」

　筧さんはそう言って玄関のドアを出ていった。

　扉が閉まり、しばらく玄関扉を見つめたままぼうっと佇む。

　行っちゃった……。

　ひとりになって、改めて自分の置かれた状況にハッと我に返る。

　ハイグレードマンションという場所自体が私にとってみれば非現実的な空間で、なんとなく周囲をぐるりと見回した。

「夢では、ない……」

　住んでいた部屋を出て、転職も考えている中、突然の再就職先候補が浮上。

　今の私にとったらありがたい話だ。請け負ったからには、精いっぱい真面目に務めたい。

「とりあえず……買い出し行こう」

　確認を取るように口に出して言い、いそいそとキッチンへ向かった。




　ダイニングテーブルの上には、テーブルライナーを敷き、そこにひとり分の食卓の準備が完了している。

　間もなく十八時を迎えるのを腕時計で確認し、鍋の再加熱を始めた。

　筧さんが出かけていったあと、ひとり夕食の準備のために近くのスーパーに買い出しに出かけた。

　出かける前に冷蔵庫の中をチェックすると、引っ越してきたばかりというのもあってか、酒類が数種類入っているだけだった。

　これではなにも作れないと思い、基本の調味料から揃えることとなった買い出しはなかなかの重量になった。

　生のトマトは好きじゃないという情報のみで、いったいなにを作ればいいのか悩みに悩んだ結果、王道でいこうと和食をチョイス。

　今日のメニューは肉じゃが、揚げ出し豆腐、ごまマヨのごぼうサラダ、キャベツと卵の味噌汁というラインナップ。

　どれも以前作ったことのあるもので、思い出しながら材料も買い揃え調理も行った。

　普通の食事でいいと言われてのこのメニューだけれど、本当にこれでよかったのかと今更心配が募りだす。

　少しオシャレな洋風で攻めてもよかったのかもしれない。

　肉じゃがメインの王道和食は、庶民的な食事で構わないという言葉を真に受けすぎてしまったような……。

　玄関のほうでドアが閉まるような音が聞こえ、そそくさとキッチンを出ていく。

　予定通りの時刻に帰宅をした筧さんは、奥から出てきた私の姿に「ただいま」と先に口を開いた。

「お帰りなさいませ」

「なんだ、その堅苦しい出迎えは」

「え、そうですか？　すみません」

　家政婦は家政婦らしく、と思ってだったけど、どうやら間違ったらしい。

　うっかり語尾に〝ご主人様〟をつけなくてよかったと密かに思う。

「家政婦といっても、普通に接してもらおうか。妙な丁寧語は好まない」

「わかりました」

　リビングに入っていく背中についていきながら、「あの」と声をかける。

「特に、指示をいただかなかったので、私の可能な範囲で各部屋の掃除と、夕食の準備をさせていただきました」

　今日、お試し日の業務報告。

　買い物に行き夕食の準備をしたほか、手探りで部屋の掃除を行った。

　床掃除はロボット掃除機があったためそちらに任せ、私はダスターを手に埃ほこりが集まりそうな箇所を見て回った。

　そのほかにもお手洗い、パウダールームとバスルームでも基本の清掃を行ったけれど、まだ住んでいないのでは？と思えるほど、どこもほとんど汚れはなく綺麗だった。

「そうか、悪いな。助かる」

　リビングに入った筧さんは、スーツのジャケットを脱ぎながら「おっ」と声を漏らす。その視線はダイニングテーブルへと向いていた。

「一応、夕食の準備もさせてもらいました」

「一応？」

「あ、本当に、一般庶民食を作ってしまったので、これでいいのかという意味で……」

「それは楽しみだな」

　筧さんは「手を洗ってくる」と踵きびすを返してリビングを出ていく。

　もうすぐにでも食事を始めようとする様子に、慌ててキッチンに舞い戻った。

　少し前に温めを開始しておいた肉じゃがを盛りつけ、味噌汁も用意する。揚げ出し豆腐とごぼうサラダもカウンターに出し、順番に食卓に運んでいった。

「すごいな、和食か」

　ちょうどいいタイミングで筧さんが戻り、食事の支度がされている席の椅子を引く。

　腰を下ろすと、並べた食事の皿ひとつずつに視線を向けた。

「お好きですか？　和食。肉じゃがとか作ってしまったんですが……」

「好きだ」

　さらっと返ってきた言葉に勝手に心臓がどきりとして、心の中で『違う違う！』と自分にツッコミを入れる。

　これは、肉じゃがが好きという話！　なにを反応しているの私の心臓は！

「そ、そうですか。それは、よかったです」

　動揺を隠しつつ平静を装う。

　とりあえず、和食は嫌いではなかったようでホッとする。

　好きなら、よかった……。

「普段から料理をしてたんだな。そうでもないとこれは用意できない」

　断言するような言い方をし、筧さんは私に顔を向けた。

「ところで、なぜひとり分なんだ？」

「……え？」

「一緒に食べないのか」

　あたり前のように言われ、再び「えっ」と驚きの声をあげる。

「一緒に、ですか？　それは……まったく考えてなかったです。え、だって、それは変じゃないですか？」

「変？　なぜ」

「私は、家政婦ですし、家政婦が家主と一緒に食卓につくなんて聞いたことありませんから」

　家族でも友人でもない。私はお試しとはいえ雇われている身なのだから、これで間違いはない。

「そうか、なるほど」

　筧さんは納得したような、でもなにかが引っかかっていてすっきりしていないような、微妙な反応を見せて箸を手に取る。

「では、いただく」

「はい、どうぞ」

　最初に箸が向かった先は、やはり肉じゃが。ジャガイモとさやえんどうが口もとに運ばれていくのをじっと見つめてしまい、ハッとして視線を外す。

　食事をしているのを凝視されるのはあまり気分のいいものではないはず。しかも、そんなことを料理を作った相手にされたら、味の感想を求められているようで窮屈だろう。

　口に合うかは気になるものの、ダイニングテーブルを離れてキッチンに入っていく。

　まだ片付けの途中だったことから、使った調理器具を洗おうとスポンジを手に取る。

「うまい」

　水を出そうとしたところで向こうから声が聞こえ、不意に手が止まる。

　つられるようにして目を向けると、筧さんは黙々と箸を進めていた。

　味噌汁のお椀を手に取り、次に揚げ出し豆腐へと箸をつける。

　よかった……。

　食べられないと箸を置かれることがなかったことにホッと安あん堵どし、改めて食器洗いに着手した。




　食事開始から数十分後。

「食器洗いは、食洗機を使えばいい。大抵のものは洗えるはずだ」

　カウンターに使用した食器を置いた筧さんが、最後の耐熱ボウルを洗っていた私に声をかける。

　いつの間にか食事を終えていたらしく、驚いて「あっ」と声をあげてしまった。

「そうなんですね、食洗機で……あっ、片付けは私がしますので」

　踵を返してダイニングテーブルに向かう広い背中に声をかける。

　しかし、筧さんは私の声に構うことなく食卓をテキパキと片付けていく。

「すみません、ありがとうございます」

「自分が食事をしたものくらい片付ける。食洗機の使い方を教えておこう」

「あ、はい。お願いします」

　偏見かもしれないけれど、家政婦を雇うような上流階級の人は、出してもらった食事を摂ったらそのまま立ち去るのが普通だと思っていた。

　いや、むしろそれでいいのだ。たとえふんぞり返っていても、お金を払っているのだからなにもしなくていいのだ。

　そんなことを思いながら、食洗機の使い方を教わる。

「――あとは、なにか教えておく必要があるものは？」

「えと……とりあえず、大丈夫かと。また、わからないことがあればお聞きします」

　教えてもらった操作を、操作盤を見ながら頭の中でおさらいする。

　なんとなく横顔に視線を感じて目を向けると、筧さんが私の顔を見つめていた。

「俺がこんなふうに訊くことの意味、わかるか」

「え……えっと」

　見つめられているせいもあってか、頭が瞬時に働かない。

「採用するということ」

「あ……」

　そうか、だからここの設備についてわからないことはないかと訊かれていたんだ。

「合格……ということですか？」

「ああ。お願いできるか」

　まさか今日即日で採用の可否が出るとは思いもしなかった。

　急なことで一瞬口ごもる。でも、すぐに今の自分の状況を冷静に見つめる。

　こんなにスムーズに転職先が見つかるのは、とてもラッキーなのではないか。

　引越し先も見つけて、新しい住まいも確保しなくてはならないことを考えると、収入が途切れることは痛手だ。

　だとすると、ここで家政婦として雇ってもらうことは、今の私にとって最善に違いない。

「ありがとうございます。どうぞ、よろしくお願いします」

　働かせてもらいたい旨を返答した私に、筧さんは「交渉成立だな」と穏やかな微笑を浮かべる。

「あの、勤め先のことなのですが……引継ぎなどをして、退職の運びとなると思うんです、だから、少なくともあと一カ月は勤務することになるかと」

「ああ、就業時間は？」

「基本は九時半から、十八時です」

「わかった。その期間は本業に支障のないように、ここの仕事はしなくて構わない。俺も、毎日必ずここに帰ってこられるとは限らないからな」

　そう言って、筧さんはスマートフォンをポケットから取り出し、トークアプリの二次元コードを画面に表示させて差し出す。

　それを見せられ、慌てて自分のバッグにスマートフォンを取りに行き、画面を急いで読み取らせてもらった。

「ありがとうございます。では、私もなにかありましたら」

　スマートフォンで見た時刻は、間もなく二十時。

　片付けもひと通り済み、このあともしやる必要があるとすれば、明日の朝食の準備などだ。

　それを考えながら、今晩どうするかをすっかり考えていなかったことに気づく。

　昨日泊まったところにもう一泊するのが手っ取り早いかな……。

「あの、次回伺う日時はいつがよろしいでしょうか？　一カ月後になるかと思いますが、ご希望があればそれに合わせて伺います」

「それに合わせて伺う、とは？　今からどこかに行くのか」

「え？　御用がなくなりましたら、そろそろ帰ろうと思っていますが……？」

「帰るって、どこに」

　そう質問をされて、ほんの一瞬だけ同棲していた部屋を思い出す。

　今はもう帰る場所がないことに少し心細くはなったけれど、仕事は早々に見つけられたし、好調な再スタートだとプラス思考で自分を励ます。

「とりあえず、住まいを決めるまでは昨日泊まったカプセルホテルに帰ります。数日中に新居を決めるつもりです」

「その必要はない」

　え……？

「それも含め、採用ということだ」

〝それ〟の意味が掴めず、筧さんの顔を見つめたまま首をかしげる。

　筧さんは、どこか脱力したような笑みでクスッと笑った。

「まったく……天然の鈍感タイプなのか？」

「えっ」

「だから、君にはここで、住み込みで働いてもらうということ」

「……。す、住み込み!?」

　静かなリビングに私の素っ頓狂な声が響き渡る。

　私の反応が意外だったのか、不満だったのか、筧さんはわずかに不服そうな表情を覗のぞかせた。

「なんだ、なにか問題があるか？」

「も、問題は大有りです！　住み込みなんて、そんなことはご迷惑をおかけしてしまうでしょうし」

「迷惑？　なにがどう迷惑と言うんだ」

「私が、こちらに住むこと自体ご迷惑です」

「部屋もプライベートなものを用意できる。なにも迷惑ではない」

「いやでも、交際もしてない人とひとつ屋根の下に住むなんてっ……」

「なんだ？　襲われるとでも想像したのか？」

　意地悪く笑われ、全身が熱くなるのを感じる。

　意識してしまったことを隠すように、横にふるふると首を振って否定した。

「そ、そんなわけないじゃないですか！　筧さんがそんなことする人なわけないです！」

「それなら、何も問題ないな。契約成立だ」

「そう、ですか……」

　私の返答を聞いた筧さんは、リビング奥にあるバルコニー付きの部屋へ向かっていく。唯一ベッドが入っていた部屋だ。

「今日は、まだ部屋の準備ができていない。この寝室を使うといい」

「え、でも、それでは――」

「俺はこのあと外出する予定がある。明日、日中のうちに君の使う部屋は調えておくから、今日のところは勘弁してくれ」

　寝室のドアを開け放したまま、筧さんは「そういうわけで」と言って玄関に向かう。

「君の荷物を取りにいってくる。それを取ってきたら、そのまま出かける」

　そう言って玄関を出ていく背中に「お願いします！」と声をかけるのが精いっぱいだった。




　無数の光の粒が眼下できらめくのを飽きずに見続け、どのくらいの時間が経ったのだろう。

　こんなごく一部の人間しか望めない景色を一望できる場所に、自分がシャワー後のリラックスした格好でいることが未だにピンとこない。

　今朝は、住まいを失い仕事にも行けず、これからどうしようかと途方に暮れていた。

　それなのに、急に決まった就職先……。しかも、どうやら住まいまで見つかってしまったようだ。

　住み込みの家政婦なんて、漫画とかドラマだけの世界だけの話だと思っていたけれど、筧さんほどの上流階級の人となるとあたり前のシステムなのだろう。

　いつ、どんなタイミングでも用事を言いつけられるというのが住み込み家政婦というものなのかもしれない。

　でも……。

　窓からそろそろと寝室へと足を向ける。

　未だドアを開け放たったままの寝室には、どんと大きなベッドがひとつ。

　さすがに、筧さんの寝室を本人の言いつけとはいえ、使わせていただくのは気が引ける。

　やっぱりどう考えても使わせていただくには忍びなく、そっとドアを閉めて部屋をあとにした。

　考えてみたら、あんなに広いベッド。女性と眠ることもあるに違いない。そんな秘密めいた場所に、雇われの身である私が足を踏み入れるわけにはいかない。

　今日のところは、リビングのソファーをお借りして仮眠を取ろうと思う。

　ソファーといっても、本革の間違いなくいいソファー。仮眠させてもらっていいのかと若干迷いながら、持ち出してきた荷物から花柄のバスタオルを取り出す。それをソファーへ敷き、そろりと横になった。体には、今日羽織っていたトレンチコートをかける。

　筧さんは、今日は帰ってこないのだろうか？

　帰宅時間については、特に知らされなかった。

　深夜に帰ってくるのか、今日はもう帰らないのか、なにもわからない。

　大企業の社長という身分にある人だ。人脈も相当数あるだろうし、その数だけ付き合いだってあるだろう。

　プライベートも、私なんかには想像もつかない華やかなものに違いない。

　頭のすぐ横に、五時半にアラームをセットしたスマートフォンを置く。

　明日は寝坊せずに起きて、朝食の準備からスタートする。

　高い天井をぼうっと眺めているうちに微睡まどろみ、いつの間にか夢の世界へといざなわれた。










４、庇護欲を掻き立てられて――Side Akito




　再びマンションの玄関を開いたのは深夜二十四時を回った頃。

　暗く照明の落とされたリビングに足を踏み入れて、しんと静まり返ったその空間に異変を感じて目を凝らす。

　体にかけたトレンチコートを首元まで引き上げ、ソファーの上の横たわった姿。

　ぎょっとして思わず足を止めた。

　なんでそんなところで寝ているんだ……？

　ベッドを使うように話し、本人も承諾した様子だった。

　それなのに、こんなところでこんな状態で眠っているとは思いもしなかった。理解に苦しむ展開に頭を悩ます。

　これまでの経験上、例えば今日のような展開なら大抵の女性は構わず寝室を使っていたはず。

　遠慮……なのか？　それとも、よく知りもしない男のベッドには入れないという拒絶なのか。

　そっとソファーに近付くと、顔だけ出した状態でぐっすりと眠っている。

　よく見ると、ソファーにはバスタオルが敷かれていて、やはりソファーですら遠慮して横になったことを窺わせた。

　穏やかな寝顔に無意識にホッとする。彼女の精神状態なら、まだまだ悪夢を見たっておかしくはない。

　脳裏に蘇よみがえるのは、昨日の彼女の怯おびえたような様子。

　目の前で見せられた痴話げんかは、下品で救いようがないものだった。

　いや……けんか、とも言い難い。彼女が一方的に罵られる目に余る光景だった。

　その場にたまたま鉢合わせ、まったく無関係にもかかわらず、つい口を出しそうになった。

　彼女がただひたすら耐え、心を殺しているのがわかったから。

　これまでも、そしてこれからも彼女はそうしていくのだと思うと、自らを奮い立たせて男の背を追いかけようとする腕を取って引き留めていた。

　ほとんど無意識だったと思う。

　なにか、大きな人生の転機があれば、歩む道はきっと変わっていく。

　彼女も、そして俺自身も――。

　けれど、彼女は『大丈夫』だと言い残し、後方を気にもしない男のあとを追いかけていってしまった。

　その後、いつまでも彼女のことが気にかかったのは言うまでもない。

　あの場でどうにかつなぎ止めておけばよかったと後悔する一日を送った。

　しかし、彼女との縁を確信するように、再会は翌日すぐのことだった。

　なんの因果か、彼女がたまたま訪れた店舗の前で物件を探していたのだ。

　大荷物を抱え、ついさっき家出をしてきたとしか思えないその様子から、昨日のあのあとの展開が頭の中でたやすく想像できた。

　問い詰めてみれば、やはり相手は典型的なモラハラ彼氏。その上、彼女がかなりの高確率で精神状態をコントロールされているというのもわかった。

　もうそこからは、ほとんど強引に車に乗せ連れ去っていた。

　同時に、彼女と再会できたことに感謝して、このまま彼女との縁をつなぎ止めようと考えた。

　住まいを失い、仕事にも出社しにくくなってしまった彼女を、家政婦なんて一見正当そうな扱いで雇ったことは、罪深いことなのかもしれない。

　でも、どうしても彼女を助けたいと思ってしまった。彼女に後悔をさせるつもりはない。

「くしゅんっ」

　静寂に包まれたリビングに小さなくしゃみが響く。

　もぞもぞと体を丸め寒そうにしているものの、目を覚ます様子はない。

「こんなところで寝たら、寒いに決まってるだろ」

　どんな想いで、なにを考えて、ここで眠りについたのだろう？

　これからのことを考えて、不安の中、目を閉じたのかもしれない。

　そんなことを想像すると無性に切なさが込み上げてくる。

　ソファーの横に膝をつき、横抱きで彼女の体を持ち上げる。

　よく眠っているのか、運ばれているさなかも目を覚ますことはなく、眠ってもらう予定だった寝室へ無事運び入れることができた。










５、涙と、偽装の妻契約と




　遠くで聞こえる電子音がだんだん近付いてくる。

　それがスマートフォンの目覚ましだと気が付いて、手探りで頭の周辺をかき回す。

　薄目を開けてほとんど無意識のうちにアラームを止め、寝起きながらに感じた異変にハッと意識が研ぎ澄まされた。

　明らかに昨夜とは違う寝心地。それに枕があるし、グレーカラーのシルクのカバーがかけられたかけ布団もかぶされている。

　なにより、視線の先に見えたものに息が止まりかけた。

　ちょっと待って……なんで!?

　日中はセットされていた髪はさらりと流れ、無造作に顔にかかっている。

　目を閉じ眠る表情もやはり美しく端整で、こんな状況でもつい見入ってしまう自分に驚いた。

　寝起きの働かない頭で必死にこの状況を考える。

　昨夜、たしかにリビングのソファーで眠りについた。バスタオルを敷いてトレンチコートをかぶって眠ったのは間違いない。

　それなのに、どうしてそっとドアを閉めたはずの寝室のベッドに……？　しかも、どうして筧さんと一緒に寝ているの!?

　もしかしたら、夢遊病のように勝手に起きて寝室に移動してしまったとか……？

　なんにせよ、この状況はいろいろな意味でまずい。

　そろりとかけ布団をはぎ、もぞもぞと動き出す。筧さんが眠る逆方向に体を向けて静かに抜け出そうとしたところで、ベッドの中で腕を掴まれた。

「ひゃっ！」

「おはよう」

　背後から聞こえてきた声に恐る恐る振り返る。

　今の今まで眠っていたはずの筧さんが、横になったままじっとこちらを見ていた。

「お、はよう、ございます……」

　朝の挨拶ももちろんぎこちなくなる。

　すっと掴まれた手が離されたので、そそくさとベッドを抜け出した。

「あの、す、すみませんっ！」

　なによりも先に謝罪が必要だと無意識に思った私は、深く頭を下げる。膝におでこが付く勢いだ。

「言い訳をするつもりはありません。ですが、私の記憶ではたしかにリビングのソファーをお借りして眠ったはずで……」

「顔を上げて」

「は、はい」

　どんな顔をしていいのかもわからず顔を上げ、筧さんに目を向ける。

　彼はふっと笑って枕の上に肘を立てた。手のひらに顔をのせ、私のことをじっと見つめる。

「あんなところで寝ているから、俺が運んだんだけど」

「……は、運んだ!?」

「ああ。くしゃみをしていたし、風邪でもひいたら仕事に影響するだろう」

　自分で移動していたらそれはそれで怖いと思っていたけれど、まさか筧さんがソファーから運んだという事実にはさらに驚きを隠せない。

　目を大きく見開き、なにかを言おうとしてわずかに口を開いたまま静止する。

　ということは、寝ている私を抱えて、このベッドまで運んでくれたと、そういうこと……!?

「本当に、ご迷惑をおかけしました！」

　なんたる失態。再び頭を下げ、無礼を謝罪する。

「今後は、こういうことのないよう気をつけます。朝食の準備をしますので、失礼します！」

「朝食の準備？　ここでの仕事は、退職してからでいいと言ったはずだ」

「あ……はい、そうなのですが、ここに置いていただく以上、少しはなにかさせていただかないと私も落ち着かないので、やらせてください」

「それもそうか……わかった。だけど無理はするな」

「ありがとうございます！」

　合わせる顔がないというのは、まさに今のような状態を言うのだと思う。

　再びぺこりと頭を下げ、逃げるように寝室を出ていく。

　そのままパウダールームに向かい、朝の身支度を始めた。




　受け取られた〝退職願〟と書かれた封が引き出しに仕舞われていくのを見届けて、最後にもう一度頭を下げる。

「上に話して、退職日は改めて知らせるから。それまで引継ぎのほうを頼んだよ」

「はい、わかりました。よろしくお願いします」

　退職願は昨晩、筧さんが出かけたあとに用意しておいた便せんに書いた。

　人生はじめての退職願。

　書いているときは少し緊張したけれど、いざ出すとなると不思議とすっと出すことができた。

　現行の業務の引継ぎを終えられれば、一カ月を待たずに退職して構わないと課長から言われた。

　実家の親の急病を理由にしたからだ。

　両親には申し訳ないけれど、今回ばかりは具合が悪いことにさせてもらった。

「里穂子ちゃん、このあとランチどう？」

　午前中、私から退職の申し出を受けた課長は、若菜さんに私の仕事を引き継ぐように指示を出した。

　突然の話で、若菜さんも内心びっくりしたに違いない。大人だから、その場では顔には出さなかったけれど、急な退職の運びで事情を知りたいと思っているのだろう。

「はい。その前にちょっと、お手洗い行ってきますね」

　午前中の仕事が片付き、もうすぐお昼休憩の時間。タイミングを見計らってお手洗いに立つ。

　お手洗いから出たところで湯島くんが待ち伏せるように通路に立っていて、「ちょっといいか」と呼び出された。

　そのままあまり人の来ない通路の奥に向かっていく。

　突き当たりまでいった湯島くんは振り返り、じっと私の顔を見つめた。

「仕事、辞めるって耳に入ったんだけど？」

　どこかからもう聞いたのかと、内心びっくりする。狭い部署内のことだ、課長が話しているのが聞こえたのかもしれない。

「ちょっと……実家に戻ることになって。親が体調を崩してしまって」

　湯島くんにも、嘘うそをついておいたほうが平和だろうと、無意識に判断したのだろう。口から勝手に嘘が出ていく。

「へぇ……」

　興味もないという反応なのか、それとも嘘を見抜かれているのか。

　湯島くんの掴めない様子に、なんとなくうしろめたくて視線を泳がせてしまう。

　でも、こんなふうに関係が壊れてしまっていても、やっぱりわずかに寂しさが込み上げる。

　親の具合が悪いなんて聞いても、『大丈夫？』のひと言も出ないくらい感情がもう動かないのだ。

「ていうか、俺が出ていくって言ったのに、お前まで出ていってどうするんだよ？　いきなり連絡来たと思ったら【私が出ていきます】ってさ。あの部屋どうする気？」

「え……」

　湯島くんが部屋を出ていき、同日に私も部屋を出ていった。そのとき、私は部屋を出ていくとひと言メッセージを送った。

　私が出ていけば、湯島くんが出ていく必要はないと、そういうつもりだったのだ。

　返事がないから、てっきり私の出ていった部屋でホッとしていると思っていたのに。

「解約の手続きとか、面倒なんだけど」

「ごめん。じゃあ、それは私が――」

「まぁいいや。手切れ金だと思ってそれくらいやっとくわ」

　吐き捨てるように言い、私を置いてその場を立ち去っていく。

　これで、全部終わるんだ……。

　圧迫感で胸が苦しくなったけれど、悲しくて涙が出てくることは不思議となかった。




　天を仰げば、真っ青な澄み切った空。

　都会のビルの上から見上げる空も、これだけすっきりと晴れていると気持ちがいい。

　今日は風もないから、屋上で昼食を取るのも悪くない。

「お待たせー！」

「すみません！　ありがとうございます」

　両手にビニール袋を下げた若菜さんの姿に、思わず立ち上がる。

　会社のビル前に、たまにやって来る移動サンドイッチのお店が久しぶりに来ていて、今日のランチはそこのサンドイッチにしようということになったのだ。

　お昼休憩で会社を出ると、キッチンカーの前にはすでに周辺オフィスからの客が並んでいて、若菜さんが列に並ぶ代わり、私が屋上の場所取りに行くことになった。

　屋上も今日のように天気がいいと、お昼を取る人が結構上がってくるのだ。

「ううん、里穂子ちゃんも場所取りありがとー。食べよ食べよ」

　若菜さんは「これ、フルーツサンドね」と、私のお願いしたサンドイッチを袋ごと渡してくれる。

「ありがとうございます」

　袋の中から取り出したフルーツサンドは、断面にたっぷりのフルーツが覗いている。

　いちごにみかん、キウイに黄桃。色とりどりで見ているだけでわくわくしてくる。

　若菜さんは野菜がふんだんに挟まれたミックスサンドイッチを選んだようだ。

　包装を開け、揃って「いただきます」と食事を始める。

「こうやって、里穂子ちゃんとランチできるのも、あと少しってことか……」

　食事を始めてすぐ、若菜さんがぽつりとそんなことをこぼす。

「実家、和わ歌か山やまって言ってたよね？　なかなか東京、出てこれなくなるよね……？」

「あ……」

　親の具合が悪く、実家に帰るという話からだろう。本当はその話自体嘘なので、告白しようか気持ちが揺らぐ。

　若菜さんには、嘘をつきたくない。

「ねぇ。変なこと訊くけど……その理由って、本当？」

「え……」

「なんか、こんなタイミングだったし、もしかしたら里穂子ちゃん自身になにかあったのかなって」

　若菜さんが明察すぎて、食べることを止めてじっととなりを見てしまう。

　若菜さんは「あ、ごめんね。もし本当にご両親のことでってことだったら、不謹慎な話だし」と苦笑いを見せた。

「ごめんなさい。その通りです」

「え……。じゃあ、やっぱり？」

「はい」

　私の返事を聞き、若菜さんは「そっか……」と小さく息をついた。

「あんなことがあった日の翌日に休んだから、もしかしたらとは思ってたんだよね。で、なにがあったの？　もし、話せるなら話してみて」

「はい……」

　どこから話せばいいのかと、記憶を整理する。

「あの日、帰って夕飯を作っていたら、湯島くんが帰ってきて……一緒に食べるって聞いたら、怒らせてしまって」

「えぇ？　なんで怒るの」

「飯なんか食う気になれるかって。空気読めないのかって、言われてしまって……」

「嘘、ひど……」

　あの日のことを思い出すと、やっぱり気持ちがずしんと落ちる。

　湯島くんと別れること、自分の環境を変えることは不安で怖いとも思っていたけれど、精神衛生上この判断は間違っていなかったと今なら思える。

　このまま我慢して過ごしていれば、私はいずれ心身ともにボロボロになっていたに違いない。

「それで、湯島くんは出ていくって。それなら、私が出て行くほうがいいんだろうなって思ったから、荷物まとめて、その夜のうちに……」

「里穂子ちゃんが出ていったの？」

「はい」

「で、湯島くんは？　里穂子ちゃんのこと探したりとか、しなかったわけ？」

　私が出ていったことは、直後にメッセージを入れたから知っていた。だけど、探すどころか、返信すらこなかった。既読スルーだ。

「いえ、特にはなかったですね」

　若菜さんは「信じらんない……」とぽつりとこぼし、サンドイッチを口に頬張る。

　それを見て、私も倣ならってサンドイッチにかじりついた。生クリームの優しい甘さとキウイフルーツの酸味がほどよく口の中でブレンドされる。

「それで、そのあとはどうしたのよ？」

「あ、とりあえずカプセルホテルに宿泊しました。それで、昨日は休んで、今後どうしようかって。新しい住まいを探したり、仕事も……」

「カプセルホテルに泊まったの？　ちょっと、そんなことなら連絡してくれればよかったのに」

　若菜さんは抗議するような口調でそんなことを言ってくれる。

　気遣いに心がほっこり温かくなり、「ありがとうございます」と微笑んだ。

「え、じゃあもしかして二日もカプセルホテル？　まさか、今晩も？」

　そう訊かれて、言葉に詰まる。昨日、筧さんのところで働くということが決まり、住み込みでということも正式に決まった。

「里穂子ちゃん、それなら今日からうちに来なよ。とりあえず、次の住まいの契約するまででもさ。カプセルホテルなんかにずっといるわけいかないでしょ。里穂子ちゃんなら大歓迎だし」

　黙った私に、若菜さんは「ね？」と返事を求める。

　今の自分の状況は、もう少し落ち着くまで誰かに話すつもりはなかった。仕事も始めたばかりだし、これからどうなるかわからないからだ。

　でも、若菜さんがこんなに親身になって、私のことを心配してくれているのに嘘をついたり隠したりすることはしたくない。

　若菜さんはずっとお世話になってきた、信頼できる先輩なのだから。

「ありがとうございます。でも、実は、次の仕事を昨日見つけまして……」

「えっ？　仕事って、まさか、変な仕事だったりしないよね？」

「あっ、いえ！　変な仕事では、ないと思います。ちょっと特殊ではあるかもしれませんが……」

　私からの話に若菜さんは「特殊？」と小首をかしげる。

「えっと……家政婦、なんですけど」

「家政婦!?　え、ちょっと待って、なんでまた家政婦？」

　そう訊かれて、よくよく考えてみればなんでこんなふうにとんとん拍子で家政婦になったのだろうと改めて考えてしまう。

　湯島くんとトラブルになったあの取引先のホテルで筧さんと出会ったことから振り返り、若菜さんにことの発端から順を追って話していく。

　若菜さんは真剣だったり驚いたり、表情をころころ変えながら話を聞いてくれた。

「えっ、ちょっと待って。じゃあまとめると、その会社社長のところで、昨日から住み込みの家政婦の仕事を始めたって、そういう話で合ってる？」

「はい。そんな感じです」

「なんか急展開で、頭がついていけてなくてごめん……何回も同じこと訊いちゃってるかも」

　若菜さんの立場なら私もきっと同じだと思う。

　仕事を休んでこれからどうしようかというときに、仕事も住まいも見つかってしまうなんて普通は有り得ない。

「そっか。でも、ごめんね、余計なお世話かもしれないんだけど、その社長って方は大丈夫なんだよね……？　あー、ほら、里穂子ちゃんかわいいから、私としてはいろんな意味で心配で」

「その方とは、部屋でふたりきりになっても手を出されることはなかったので、大丈夫かと。若菜さんの心配されるようなことはまったくないですよ！　女性として見られるとかもないくらい生きる世界が違う方なので」

「え、そうなの？　社長は社長でも、ピンキリだしね……相当すごい会社の社長ってことでしょ？」

「あ、はい。同じ業界です。筧地所株式会社って、大手ディベロッパーですよね」

　そう答えると、若菜さんは一瞬にして表情を固くする。静止したかと思えば目をパチパチとさせた。

「え、里穂子ちゃん……それって、大丈夫？」

「え？」

「騙だまされてない!?」

「えっ……えぇー！　そ、そんなことはないと思います！」

　若菜さんが真顔でそんなことを言うので、慌てて傍らに置いた財布を手にする。

　その中に仕舞っておいた筧さんからもらった名刺を取り出し、「これです」と証明するように見せた。

「……。嘘……本物じゃん」

「と、思われます」

　落ち着いて考えてみればそうだ。

　筧地所株式会社の代表取締役社長のところで住み込み家政婦をすることになったなんて、騙されているのではないかと考えるのが普通の思考。

　若菜さんはきっと、私が変な人に騙されて引っかかったのだと思ったに違いない。

「ねぇ、筧地所グループの代表って、たまにメディアとかにも取り上げられてるよね。確かまだ三十二歳とかで若いのに、ここ数年で業績も上げてるやり手だって。その人でしょ？　容姿もずば抜けてるから、話題になったの覚えてる」

「そうだったんですか？　私、詳しくは知らなくて……」

「ちょっと里穂子ちゃん！　そんな人のところで家政婦なんて、ドキドキじゃない！」

　若菜さんはにやりとして急にそんなことを言う。

「え、え？」

「もし、見初められちゃったりとかしてさ、人生大逆転とか有り得る話じゃない？」

　若菜さんがとんでもないことを言い出して、両手でつまむサンドイッチについ力が入ってしまう。生クリームとフルーツがぶにっと飛び出しかけた。

「なに言ってるんですか！　そんなこと一切有り得ない話ですよ！」

「えー、そうかな？　里穂子ちゃんいい子だし、かわいいし、普通に有り得る話だと思うよ」

「ないです！　もう生きている次元が違う方なので、そういう対象とかにはまったく」

　もうなにを言っているのかわからなくなっているけれど、とにかく若菜さんのにやにや顔が落ち着くように弁解する。

　若菜さんはふふっと笑ってサンドイッチに口をつけた。

「まぁ、とりあえず、里穂子ちゃんがいい方向に前進しはじめているなら私は応援するし、いつでも相談に乗るから。ここを退職しても、それは変わらないからね」

「若菜さん……ありがとうございます」

　優しい気持ちに涙腺がつい緩む。

　涙が流れないように、残りのサンドイッチに集中した。




　その日は残業もなく、定時に仕事を終え会社を出ることができた。

　マンション近くのスーパーに向かいながら今日の夕食について考える。

　夕方近く、筧さんからメッセージアプリに連絡が入っていた。

　今晩の帰宅は二十一時近くになりそうだという知らせがあり、それなら夕食を作ると申し出た。

　仕事後に大変だろうと言われたけれど、大丈夫だと言ってどんなものがいいのか伺うと、筧さんはお礼と共に夕食は軽いものでいいと希望してくれた。

　それを踏まえ、昨日は和食だったため、今日は洋食でいこうかとメニューを考える。

　スーパーに入店すると、青果コーナーでキノコが目につき、ミルクベースの野菜スープを作ろうと思いついた。

　しめじやエリンギなどのキノコ類をかごに入れ、ジャガイモとキャベツも手に取る。

　次に精肉コーナーに向かい、鶏とりもも肉もかごに投入した。

　あとは調味料類で必要なものも買い求める。

　買い物を終えてマンションに到着したのは、十九時を少し回った頃だった。

　帰宅して手洗い・うがいを済ませ、スマートフォンをチェックする。

　筧さんからの新着メッセージが入っていて、なにか急な変更なのかと急いでメッセージを開いた。

【君の部屋を使用できるように手配しておいた。チェックしてなにか足りないものや不都合があれば知らせてほしい】

　入ってきていた業務連絡は、なんと私が使わせてもらう部屋についての内容。

　今朝は筧さんのベッドで目覚めるという大失態を犯してしまい焦ったけれど、即日私の住み込みさせてもらう場所の用意をしてくれるなんて親切すぎる。

「うわっ……すごい……」

　確認のために、筧さんのベッドルームのとなりの部屋に向かうと、昨日まではがらんとしていたはずの部屋に、ベッドやソファーなどが入れられ生活ができるような空間ができ上がっていた。

　私が仕事をしている間にこれを手配して済ませてくれているなんて、驚きの声をあげてしまうのが普通だ。

　早速部屋に入り、部屋の中を順繰りに見ていく。

　シングルサイズのベッドには、ブルーパープルの上品な小花柄のシーツがかけられていて目を引く。

　そのそばには少し休むにはちょうどいいサイズのソファーとローテーブルが置かれ、部屋の奥、窓際にはドレッサーも用意されていた。

　雇われの家政婦が使用するには勿もっ体たいないほどの設備の部屋だ。

　本当に私が使っていいのだろうかと若干困惑する。

　とにかくお礼を伝えようと、手に持ったままだったスマートフォンに目を落とし、筧さんに【こんな立派な部屋を使っていいのですか？　申し訳ないです。ありがとうございます】と返信した。

　こんなによくしてもらったら、私はそれ以上にしっかりお勤めさせてもらわなければいけない。

　私物を出来たての自室に置き、早速夕食の準備に取り掛かった。




　リビングの扉が開いたのは、二十一時を回ってすぐのことだった。

　時間通りの帰宅をした筧さんは、すぐにダイニングテーブルにつく。

　なので、あらかじめ温めておいたスープを出した。

「筧さん、ありがとうございます。部屋、先ほど拝見しました。あんな立派な部屋を、私なんかが使ってよろしいのでしょうか……」

　筧さんが帰宅されたらすぐにお礼を伝えようと思っていた。

　家政婦には勿体ない部屋を即日用意してもらい、頭が上がらない。

「問題なかったか」

「問題なんて、そんな。むしろ申し訳ないくらいです」

「そうか。それならよかった」

　筧さんは端整な顔にほんのり笑みを浮かべる。たまに柔らかい表情を見せられると、どきりとさせられる。

　それがバレないように、ぺこりと頭を下げ「ありがとうございました」ともう一度お礼を口にした。

「今日は洋食か」

「はい。お嫌いではないですか？」

「和洋中なんでも好きだ」

　その回答にホッとする。それなら、どのジャンルを作って出しても大丈夫そうだ。

「これはスープか？」

「あ、はい。キノコと鶏のミルクベーススープです。軽めと伺っていたのでこんな感じにしましたが、パンなども出しましょうか」

「いや、これだけでいい。今日は夕方に会食があったから、こういう食事でちょうどいい」

　筧さんは「ありがとう」と言ってスプーンを手に取る。

　ついまたその様子を見守ってしまいそうになったけれど、すぐに「失礼します」とテーブルを離れた。

　食事を作って食べてもらうからか、ついプライベートな感覚に陥ってしまう。

　だけど、私は雇われて食事を作っている身。筧さんの彼女や奥様ではないのだから、食べてもらっての反応を待つ立場ではない。

　口に合えばそれでいいし、合わなければ真摯に苦情を受け止めて改善する。ただそれだけでいいのだ。

　キッチンに戻り、調理後の片付けを始める。調味料を仕舞っていると、「仕事はどうだった」と向こうから筧さんの声が聞こえた。

　手を止め、キッチンから顔を出す。

「仕事、ですか？」

「ああ。今日は大丈夫だったのか」

「はい。朝一番で上司に退職を申し出ました。それから、引継ぎなどの話も早速」

「そうか。あの彼は？　君が出ていったことは……？」

　思いがけず湯島くんのことを訊かれ、昼間のことを思い出す。

　面倒くさそうな、冷めきった表情が目の裏に蘇った。

「特に、問題なく……話はまとまりました。部屋の解約は、手切れ金だと思ってやっておくって」

　どんな顔をしたらいいのかわからず、とりあえず浮かべた笑みが引きつる。

　筧さんは「そうか」と静かに言い、またスプーンを手に取った。

「すみません。気にかけていただいて。ありがとうございます」

「礼を言われるようなことじゃない」

　筧さんはそう言うけれど、素直にうれしくて自然と感謝の気持ちが口から出ただけだった。

　もう一度「ありがとうございます」と言い、小さく頭を下げる。

「退職の目め途どがつきそうなら、ここでの仕事も問題なさそうだな」

「はい」

「それなら、ひとつ頼みたいことがある」

「頼みたいこと、ですか？」

　キッチンに引っ込もうとした足を再び筧さんに向ける。

　筧さんも手に取っていたスプーンを下げた。

「再来週の週末になるが、親交のある企業の創業記念パーティーに招待されている」

「創業記念パーティー……」

「それに婚約者として同行してもらいたい」

「こっ、婚約者……ですか」

　さらりとすごい言葉が出てきて驚く。

　筧さんはなんてことなさそうに「ああ」と言って食事を再開させる。

「難しいことはなにもない。俺についてとなりに立っていてくれていればそれでいい。なにか難しいことをさせるつもりはない」

　要するに、お飾りの婚約者ということ……？

「あの、でも、私にそんな大役が務まるのでしょうか……。相応ふさわしい方がいくらでもいらっしゃるかと」

「まだ完全に仕事がはじまっていないのに君に頼むのは本当に申し訳ない。もちろん、特別手当も出すし、その次の日は一日休んでもらって構わない。引き受けてはもらえないか」

　筧さんが真剣な面持ちでお願いをするものだから、「わかり、ました」と自然と返事をしていた。

「私にできることでしたら、お手伝いします」

　これもここでの仕事のひとつと考えて了承する。

「ありがとう、助かる。詳細は追って知らせる」

　となりに立っていてくれていればいいと言われても、きっと私の想像を超えた世界なのだろう。

　私なんかで場違いにならないのかと不安しかないけれど、筧さんが連れていけないと判断すれば必要ないと言われるだろう。

　私は業務として、筧さんの指示に従えばそれでいいのだ。

　一礼し、ダイニングテーブルから離れてキッチンの片付けを再開した。




　五月に入り、大型連休も終わると、日中は半袖で過ごせる日が多くなってくる。

　今日は陽が沈んでも薄手のカーディガンでちょうどいい気温だ。

　昨日は買い出しをしなかったため、今日はいつものスーパーへと向かう。

　今朝、今晩の夕食について伺うと、和食が食べたいと希望をもらった。

　仕事中、暇を見つけてはなにがいいかと考えて、今晩は魚の煮つけと炊き込みご飯を作ろうと決めた。

　鮮魚コーナーでお目当ての金きん目め鯛だいを手に取り、主食は、定番の五目炊き込みご飯に決めて材料を買い求める。

　金目鯛の煮つけは、この前の仕事の休日、レシピを見ながら一度実践しておいた。味見もしたけれど、上手に作れていたので今晩は自信を持って出せるだろう。

　ほかには、茶碗蒸しも作ろうと思いながらスーパーをあとにする。

　筧さんのマンションで暮らしはじめてからもうすぐ三週間。

　朝起きて朝食を用意し、その合間に掃除や洗濯をして、仕事に向かう。仕事が終われば帰って夕食の準備をするという平日のサイクルと、平日では手の回らない部分の掃除をこなしたりする。

　そんなふうにして、なんだかんだ新しい生活にも慣れてきた。

　この三週間ほどの間に、筧さんは夕食を必要としない日や、短期の出張で帰らない日があった。

　とにかく、日々忙しい生活を送っているのだということわかってきた。

　私も、退職まであと数日。家政婦として完全スタートしたら改めて気を引き締めてサポートできるよう頑張ろうと思っている。

　スーパーから徒歩数分のマンションへの道にも慣れ、初めは足を踏み入れるのにも緊張しっぱなしだったエントランスにもなんとかすっと入れるようになってきた。

「新しい住まいはここか」

　エントランスの一枚目の自動ドアを目前にしたときだった。

　背後から声が聞こえ、足を止める。

　振り返ってそこに見えた顔に息が止まりかけた。

　一歩、また一歩と近付いてくる姿に瞬きを忘れる。

「どう、して……？」

　なぜこんなところに湯島くんがいるのだろうか。その疑問で思考が停止しかける。

　エントランスの自動ドアを前に立ち止まった私と、目の前まできた湯島くんが向かい合う形になった。

「この間、聞こえちゃったんだよ。仕事辞めて、お前がどうするか」

「えっ……」

　その話は公にはしていない。口にしたのは、若菜さんに話したあのときだけだ。

　だとすると、あのとき近くにいて聞いていた……？

「金持ちの男引っかけて、転がり込んだってわけか。意外とやるじゃん」

　とんでもない言い方をされ、思わず「そんなんじゃ――」と反論の声が出る。

　湯島くんはフンと鼻で笑ってエントランスの奥を覗くような仕草を見せた。

「大人しそうな顔して、お前も怖い女だな。別れてよかったわ」

　別れてよかった――そう思うなら、わざわざこんなところまでなぜ付けてきたのだろう。

　こうまでして文句をつけたいほど、私が憎いということなの……？

「家政婦とかってここに住んで世話して、ベッドのほうでも奉仕してるのか？　やばすぎだろ」

　聞くに耐えず、逃げるようにしてエントランスに飛び込む。

　背後で「おい！」と呼び止めるような声が聞こえたけれど、無我夢中でマンションの中へ飛び込んだ。

　そのまま三十七階へと向かう。

　厳重なセキュリティで湯島くんがマンション内には入ってこられないと頭ではわかっているものの、気持ちの焦りからかエレベーターの操作盤を無駄に連打していた。

　三十七階に到着し、小走りで部屋へと向かう。

　ずっと握りしめていたカードキーで玄関を開け、どたばたと中に入った。

　帰宅しただけなのに息が上がっている。

　心臓がドッドッと嫌な音を立てていて、落ち着くために大きく深呼吸をした。

「お帰り」

　玄関先で呼吸を整えていたとき、奥から筧さんの声がしてすぐに姿が見えた。

　まさかもう帰っているとは知らず、驚いて背筋が伸びる。

「もうお帰りだったのですか……」

「ああ、予定が変更になってな。帰宅時間が早まった」

「そうでしたか」

　明らかにおかしな様子を見せてしまい、取り繕って「すぐに食事の準備をしますね」と中に入っていく。

「少し休んでからでもいい。勝手に早く帰宅したのはこっちだからな」

「いえ、大丈夫です。支度ができましたら、お呼びしますので」

　お言葉に甘えることなく、すぐにキッチンに入り夕食の準備を始めた。




　金目鯛の煮つけと五目炊き込みご飯、茶碗蒸しに味噌汁を同時進行で作っていき、一時間もしないうちに食事の準備は整った。

　ダイニングテーブルに料理を出し、筧さんの書斎の扉をノックする。

　すぐに向こうから扉が開かれた。

「お待たせしました。食事の支度ができました」

「ありがとう。帰宅してすぐに悪いな」

「いえ」

　筧さんが席につくのを見届け、「失礼します」と頭を下げてダイニングを離れる。

「すみません、少しの間、部屋に戻らせていただきます。なにかありましたらお呼びください」

　今になって急に気持ちが不安定になり、そそくさと自室に引っ込む。

　入ったドアを閉め、扉に背中を預けた。

　心が、思った以上のダメージを受けている。

　落ち着こうと深呼吸を繰り返しても、思い出しただけで心臓がバクバクと脈打つ。

　気を紛らわそうとバッグからスマートフォンを取り出したものの、いつぶりかわからない湯島くんからのメッセージを受信しているのを見てしまった。

【逃げるってことは全部図星ってことだよな、ベッドでご奉仕も。ほんと幻滅。お前と付き合って同棲までしたの、俺の人生の汚点だわ】

　一度目で追った文字を何度も何度も読み返す。そのうちに視界が涙でいっぱいになって、画面は見えなくなった。

「……っ、うぅ」

　無意識のうちに気を張っていたのだろう。今になって次々と流れ落ちる涙と共に、嗚咽おえつで喉が詰まる。

　呼吸の乱れは自分の意思では落ち着かせることはできず、バッグの中に入れていたタオルハンカチで口もとを押さえた。

　あとをつけられて罵声を浴びせられたり、こうしてひどいメッセージを送られたり、どうしてこんなことをされなくてはいけないのだろう。

　たしかに、過去に私と組んだ取引がうまく行かなかったことはあった。私の力不足でその結果を招いたと湯島くんが思うなら、きっとそうなのかもしれない。

　だけど、ここまで追い詰められなくてはならないのだろうか……？

　考えても考えても答えにたどりつかない。

　自分は最低でどうしようもない人間なのかもしれないと思いはじめ、ますます涙が溢あふれ出す。

　体から力が抜け、床に崩れ落ちるようにして嗚咽を漏らしていたとき、背後でドアが開く音がした。

　ハッと我に返って振り返った私を、ドアノブに手をかけたままの筧さんがじっと見つめている。

　慌てて手に持つタオルハンカチで涙を押さえたものの、筧さんは「どうした」と部屋に入ってきた。

「なんでも、ありません」

　泣いている姿なんて見られるつもりはなかった。気まずすぎて、顔を俯ける。

　でも、隠してみてもすぐには治まらず、乱れた呼吸のせいで肩が小刻みに揺れる。

「そんなにシクシク泣いて、なんでもないはないだろ」

　慌てて涙を拭い、何事もなかったように無理に笑顔を作ってみせる。

「すみません、本当に、なんでもないですから」

　見せた顔は涙で濡れてしまっているけれど、大丈夫だと主張する。

　筧さんがすぐそばにまで近付いてきて、前置きなく私の腕を掴んだ。

「そんな顔で、俺のそばにいられたら困る」

　耳元で聞こえた厳しい言葉とは裏腹に、優しい力で腕の中に包まれる。

　急なことに驚き、涙に濡れた目をぱちぱち瞬かせた。

「俺が、その泣き顔を笑顔に変えてやる」

　意識を集中させないとわからないほどのフェザータッチで髪が撫なでられている。

　これは、慰められているのだろうか。だとすれば、非常に申し訳のない話。

　雇われの身で、雇い主にこんな……。

　心ではそう思いながらも、相当な精神的ダメージを受けていたのかもしれない。涙はしばらく止まらず、その間、筧さんは黙って私のそばに寄り添ってくれていた。




「こんなときに悪いが、話がある」

　長く続いた沈黙が破られると、筧さんはそっと体を離し私の両肩に手を添えた。

　まだ涙で濡れる目で筧さんの顔を見上げる。

　筧さんはじっと私の目を見つめたまま口を開いた。

「離婚前提でも構わない。偽装の妻になってもらえないか」

　え……？

　聞こえてきた言葉が突拍子もなくて、理解が追いつかない。

　離婚前提の、偽装の妻……？

「この前婚約者のフリを頼んだばかりなのに、混乱させてしまい申し訳ない。だが君がよければ、この際、偽装の妻になってほしい。こんなふうに泣いている姿を見て、今がそのときだと思った」

「え……あの、それは……？」

「契約結婚、という形だ。俺にも時間がない。妻の座を狙う候補と何人も会わされ、もう限界なんだ。一度結婚してしまえば、もし離婚したとしてもしばらくは何も言われないはずだ。もちろん、君の生活のすべてを保障する。関係を終えても、その後の人生に不自由がないよう約束もする」

　とても冗談を言っているような表情ではなく困惑する。

　筧さんの目をじっと見つめたまま、次の言葉を待つしかない。

「話を呑んでもらえるなら、俺は君を全力で守る」

　契約結婚、偽装の妻……。

　突然の申し出に思考回路は混乱を極めていた。

　たとえ契約、偽装だとしても、筧地所という大会社を背負う彼の相手が私に務まるのだろうか。

　そんな戸惑いを抱えながら、同時に自分の心が幸せを感じられるのかを真剣に自問自答する。

　筧さんの偽装の妻になることで、私の未来は今より明るい方向に向かうのだろうか。

『大丈夫か』

　筧さんに腕を掴まれ、そう訊かれた、あのときの瞬間が脳裏に蘇る。

　あの瞬間、私はほかの誰かのビジョンで世界を見ているような感覚に陥った。

　それくらい神々しく、非現実的だった。

　あのとき見た夢は、まだ続いているのだろうか……？

　だとすれば、私はその夢に自分の未来を託してみてもいいと、ふっと胸がわずかな期待に包まれた。

「私なんかに……務まりますか？」

　涙で濡れた目で筧さんを見つめる。

　気づけばそう口にしていて、自分でもハッとした。

　筧さんの親指がそっと涙袋に触れる。

「君にしか頼めない」

　濡れた目もとを拭った筧さんは、微笑を浮かべて私の顔をじっと見つめ返した。




　翌朝は自然と導かれるように目が覚めた。

　枕もとのスマートフォンを手に取ると、時刻は五時二十五分。

　いつも五時半にアラームが鳴るようにしているから、目覚ましが鳴るより前に目が醒さめたようだ。

　五分後に鳴るアラームを先に止め、上体を起こす。

　まだ外は暗く、朝あさ陽ひは昇ってきていない。

　昨晩は、泣いた私が落ち着くと筧さんは「ゆっくり休んで」とだけ言ってこの部屋を出ていった。

　その後、脱力したようにベッドに転がって、そのまま眠りについてしまったようだ。

　昨晩のことは現実だったのか……。一夜明けてもそれが曖昧で信じがたい。

『離婚前提でも構わない。偽装の妻になってもらえないか』

　筧さんはたしかにそんな話を持ち掛けてきた。

　だけど、どうして私に？

　その思いと共に未だ信じられない気持ちがある。

　昨日の一件で追い詰められた自分が、都合のいい夢みたいな妄想を作り上げたのではないかとまで疑ってさえいる。

　ベッドを出て、今日の服をわずかな手持ち服でコーディネートする。

　今日はホワイトのペプラムブラウスに、ベージュのテーパードパンツを選ぶ。これに出かけるとき、カーディガンを羽織っていくことに決めた。

　極力音を立てないようにしてパウダールームに入り、洗顔だけサクッと済ませて自室に戻る。そのままドレッサーにかけ、ヘアメイクを済ませた。

　身支度を済ませて自室を出たのは、五時五十分。キッチンに入りエプロンをかけて朝食の準備に取り掛かる。

　今朝は洋食にしようと思い、生ハムとルッコラのサラダを作って、スクランブルエッグ作りに取り掛かる。

「おはよう」

　解いた卵をフライパンに流し入れたところで、筧さんがリビングに顔を出した。すでに着替えを済ませていて、シャツにベストの格好だ。

「おはようございます」

　一夜明けて落ち着いて顔を合わせても、やっぱり緊張が高まる。すぐに自分の手元に視線を落として、スクランブルエッグに集中した。

「よく眠れたか」

「あっ、はい。大丈夫です」

「そうか」

　筧さんはダイニングテーブルにつき、持ってきたタブレット端末を眺めはじめる。

　その様子を目に、すぐにコーヒーメーカーで朝の一杯を淹いれはじめた。

　筧さんは毎朝、食事の前にタブレット端末で新聞を読む。それから朝食をとるのだ。

　コーヒーのカップを手に、ダイニングテーブルに向かう。

「すみません、もう少しでできますので」

　コーヒーを出した流れでテーブルセッティングも行う。

　タブレットを眺めていた筧さんが、支度を終えキッチンに戻る私に視線を向けた。

「どうしてひとり分なんだ？」

「え……」

「もうすぐ結婚するんだから、一緒に食事をするのが普通だろう」

　そう言われて、やはり昨日の話は現実のものだと実感する。

　偽装、という関係でも、妻、ということだから……？

「すみません。まだ、よくわかっていなくて……今朝は、そのつもりで用意をしなかったので、次回からは」

　私を見つめる筧さんにぺこりと頭を下げ、もう一度「すみません」と言ってキッチンに引っ込む。

　どう反応したらいいのか戸惑いながら、朝食を出す準備を再開させた。




　毎朝の仕事がひと通り終わり、時刻は八時四十五分。

　出勤の支度が整いリビングに出ると、いつも私より早く出かけていくことが多い筧さんがまだリビングのソファーにかけていた。

　仕事中なのか、タブレット端末を傍らに置き書類を手にしている。

「すみません、そろそろ私は仕事に向かいます」

　すぐそばまで行ってそう告げた私に、筧さんは書類を置く。顔を上げて視線を合わせると、目の奥まで覗くようにじっと見つめられた。

「大丈夫なのか？　行けるのか？」

　投げかけられた質問にどきりとする。一瞬視線が泳いだ。

「大丈夫です。すみません、ありがとうございます」

　筧さんにはなにがあったか詳細は話していない。

　あんなに泣いていたところを見たら、なにかあったことは一目瞭然。

　私の行動範囲は、今は職場とここの往復だというのを筧さんは知っているから、会社でなにかがあったと簡単にわかる。

「とても大丈夫そうには見えないが」

「そんなことは、ないです」

「言ったはずだ。妻となってもらった暁には、俺は君を全力で守ると。その言葉に偽りはない」

　言葉の節々に鼓動が跳ねる。

　たしかに昨日、筧さんはそう言っていたけれど、あんな話をしていいのだろうかと正直戸惑う。

　はじめて会ったエレベーターの中で、私が湯島くんに罵倒されているのはすでに見られてしまっているけれど……。

「なにがあった」

　黙り込む私に、筧さんは話を聞き出そうとじっと顔を見つめてくる。

　その目力に負けて、「実は……」と話を切り出した。

「昨日……このマンションの前で、例の彼に呼び止められて」

「……？　ここの前で？」

「はい。私が、筧さんのところで働かせてもらうことを知って、つけてきたようです。それで、また、いろいろと言われてしまって」

　そこまで話すと、筧さんの顔つきが心なしか厳しいものに変化する。

「なんと言われた」

「なんと……えと」

　ひどい言葉を五月雨さみだれにかけられた。でも、正確にどう言われたかなんてショックが大きすぎて覚えていない。

　そんなとき、「あっ」と思い出す。あのあと、メッセージが届いていたのだ。

　片手にかけていたハンドバッグから、スマートフォンを取り出す。

　まだ削除せず残していたトークルームを開けば、昨日届いたひどいメッセージが現れた。

　湯島くんと別れてすぐ、彼とのこれまでのやりとりはトークルームごと削除していたのだ。

　もう新しいメッセージが届くこともないと思っていたけれど、昨日これを受信した。

「これは、そのあと届いたものですが、これと同じようなことを言われました」

　スマートフォンを差し出す。

　私からスマートフォンを受け取った筧さんは、無表情でそれを眺め黙って私に返却した。

「残しておきたくないかもしれないが、それはそのまま削除せずにしておいてくれ」

「え……あ、はい、わかりました」

　筧さんはおもむろにソファーを立ち上がり、ソファーにかけていたスーツのジャケットを羽織る。そして、「さあ」と私の背にそっと触れた。

「行こうか」

「え？」

　見上げた私に構わず、肩を抱くようにして玄関に向かっていく。そのまま靴を履き一緒に玄関をあとにした。

「あの、行くってどこに……？」

「出社するんだろ？」

「あ、はい」

　筧さんもちょうど出社のタイミングだったのだろうか。

　マンションの駐車場まで連れていかれ、助手席に乗せられる。

　ついでに送り届けてくれるのだろうと勝手に解釈して、黙って車に揺られていった。

「勤務地は以前と変わらず、本社勤務のままか」

「はい、そうです」

　会社が入るビル通りに差しかかり、前の大通りのパーキングに車が停車する。

「ありがとうございました」

　そう口にして車を降りようとした私よりも先に、筧さんが降りて助手席側に回ってくる。

　ドアを開けて、手を差し伸べられた。

「すみません、ありがとうございます」

　ずいぶんと丁寧な扱いをしてもらい、胸がときめきを覚える。

　離婚前提の偽装の妻になるという約束をしたからなのだろうか。

「こんな目の前まで、お手数おかけしました」

　降車し、私の手を引いたままビル前の歩道に上がった筧さんに声をかける。

　しかし、筧さんの手は離されない。それどころか、手を引いて会社の入るテナントビルへと入っていく。

「筧さん？　あの――」

　これはいったいどういうことなのだろうか。

　多数の会社が入るビルのエントランス周辺には、出勤してきた多くの人々がいる。

　そこでこんなふうに手を引かれている私はもちろん目立ってしまい、周囲からの視線が次々と突き刺さる。

　でも、筧さんにはまったく気にする様子はない。これだけ注目を浴びても怯ひるまないのはさすがだけれど、私はどこを見たらいいのかわからず足もとと筧さんのきっちりとセットされた黒髪を交互に見ることしかできない。

　ちょういいタイミングできたエレベーターに乗り込み、筧さんは操作盤の前に立つ人に「五階をお願いします」と目的階を知らせた。

　ほかに乗り合う人たちがいるため、エレベーターが上昇を始めても筧さんに声をかけられない。

　そのうちに会社が入る五階に到着し、再び筧さんに手を引かれた。

「あの、筧さん？　これはいったい」

「もう退職は表明しているんだよな？　この会社に未練はないか、最後に確認だ」

「退職は、もう申し出ていますし、未練はないです」

「その言葉が聞けたなら問題ない」

「え……？」

　筧さんは私の手をしっかり掴んだまま、受付を過ぎ社内に入っていく。

　オフィスに足を踏み入れると、社内にいた社員たちは次々にこちらに目を向けた。

「神田里穂子の直属の上司の方は、こちらにいらっしゃいますか？」

　入ってすぐに鉢合わせた人事部の人に筧さんがそう声をかける。

　筧さんを前にした社員たちは慌てたように私の所属する営業一課の課長のところに飛んでいき、課長に筧さんの訪問を知らせた。

　ただならぬ空気に続々と注目が集まり、その中に湯島くんの顔も見える。

「お待たせいたしました。営業一課の渡わた部べと申します。えっと……」

　課長は筧さんに挨拶すると、私と筧さんの関係を窺うように交互に私たちを見る。

「突然の訪問失礼します」

　そう言った筧さんは名刺を取り出し、課長に手渡す。

「すみません」とそれを受け取った課長の目が飛び出しそうになるのを目撃した。

「か、筧地所グループの、あの、筧さん……？　に、似た方だなとは思ったのですが、まさかご本人とは！」

　動揺しすぎて課長の言葉はおかしく、名刺と筧さんを交互に見る目は見開かれたまま。こんな様子の課長は初めてだ。

　周囲がざわつくのを肌で感じ取る。

「里穂子……私の妻が、これまで大変お世話になりました」

「つっ、妻!?」

　ひっくり返ったような課長の声が響き渡る。一瞬にして失礼な態度だったと気づいたのか、課長は自分の口を手で押さえた。

　そんな課長を目にしながら、私の心臓も盛大な音を立てて暴走している。こんなにたくさんの人が見ている場で、筧さんに〝妻〟だと宣言されたのだ。落ち着いてなんかいられない。

「同僚からひどいハラスメントを受けていることを、彼女は私に隠していて」

「えっ、ハラ、ハラスメント、ですか？」

「正式な退職日まで、彼女は出社しようとしていましたが、私が止めました。これ以上、妻が被害を受けることはなんとしてでも避けたい」

　はっきりとした丁寧かつ堂々とした口調で筧さんが課長に話を続ける。

「本日をもって、妻はこちらの会社を退職させていただきます。彼女が退職することで生じた不利益に関しては、私がすべて補填させていただきます。そちらにご連絡ください」

　そこまで言った筧さんは、私を気遣うように振り返り「なにかあるか？」と私の意向を聞こうとしてくれる。

　戸惑いながらも小さく首を振り「いえ」と答え、課長に向かって深く頭を下げた。

「お世話になりました」

　私の挨拶を聞いた筧さんは、「では」と自分も挨拶をし、私の肩をそっと抱く。

「行こう」

　そう言って足早にオフィスをあとにした。

　展開がジェットコースターのように激しくて、頭がついていかないうちにビルの外へと出てきていた。

　筧さんはそのまま停車している車まで私を連れていき、助手席のドアを開けた。

「乗って」

「あ、はい」

　再び車に乗り込み、すぐに運転席に筧さんも乗り込んでくる。

「さぁ、気分転換でもしに行くか」

「え……？」

　シートベルトを着けながら、筧さんはいきなりそんなことを言う。私の返事を聞く前にエンジンをかけ、車を発進させた。

　慌てて自分のシートベルトを装着する。

「あの、すみませんでした。あんな……」

　なにをどう言ったらいいのかわからず、それでも今さっきの出来事について話を切り出す。

　まさか、筧さんが会社にまで行って、上司にあんなふうに言うなんて考えもしなかった。

　とにかくその行動には驚いた。そして、宣言通り私を気遣い、守ってくれたことにぐっときてしまった。

　でも、単純にうれしいという気持ちだけでいてはいけない気がしている。

　これは私自身の問題なのだ。

　もう子どもではなくいい大人なのだから、自分の身は自分で守ってあたり前。

　それなのに、あんなふうに筧さんに問題を解決してもらうなんて……。しかも、私が急な退職をして出た不利益があれば、筧さんが補填するとまで言っていた。

「必要なことは伝えたつもりだが、なにか足りなかったか」

「いえ！　足りないなんて、そんなことは。私は逆に、申し訳ない気持ちでいっぱいで……私自身の問題なのに、こうして筧さんに全部解決してもらったような形になってしまい」

「なにも申し訳ないことはない。妻を守るのは夫の役目だ。あたり前のことをしたまでのこと」

　さらりと〝妻〟や〝夫〟などというフレーズが出てくるとそわそわしてしまう。

　でも、それは私だけのようで、言った本人である筧さんはフロントガラスの先を見たまま平然と運転している。

「それから、名前で呼んでくれ。〝筧さん〟は今後禁止だ」

「あっ、はい……わかり、ました」

「俺も里穂子と呼ぶ」

　そうか、離婚前提といえ、夫婦となるのに名字で呼ぶなんておかしなこと。

　私も彰人さん、と呼ばなくてはならないんだ。

　でも、さっき会社で予告なく〝里穂子〟と呼ばれて、一気に鼓動が高鳴った。

　それだけでも破壊力が半端ないのに、自分は平然と〝彰人さん〟と呼べるだろうか。しばらくはどうしても意識してしまうだろう。

　でも、ドキッとするなんてダメなこと。彰人さんとは、離婚前提の契約結婚なのだから、万が一彼に特別な感情を抱いてしまったら、また悲しい思いをするのは自分だ。

　彰人さんの運転する車は、いつの間にか高速道路へと入り加速していく。

　そういえばさっき、気分転換なんて言っていたけれど、いったいどこに向かっているのだろう……？

「あの、どちらに向かっているのですか？」

「それは着いてからのお楽しみだ。どこに行くのかわからないほうが、ワクワクするだろ？」

　そんなふうに言った彰人さんは微笑を浮かべ、真っすぐに伸びる高速道路を走っていった。




　頬を撫でる感触に、ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げる。

「里穂子……？」

　名前を呼ばれ、そこでばちっと勢いよく目を開いた。

「やだ、私……」

　眠ってしまっていた？

　さっきまで高速を走っていたはずの車は、どこかわからないけれど木々に囲まれた駐車場らしき場所に停車している。

　やっぱり眠ってしまっていたのだと自覚して、彰人さんに体を向けた。

「ごめんなさい、私、いつの間にか寝て……」

「昨日もあの調子じゃあ、眠りが浅かったんだろう。睡眠は大事だ。眠れるときに寝たらいい。それに――」

　付け加えるように「自然に眠れるくらい、乗り心地がよかったってことだな」なんて言い、ふっと笑って見せた。

「それは、間違いないと思います。こんな吸い込まれるような座り心地の車のシート、この世に存在するんだって、はじめて乗せてもらったときから思ってました」

「それは大袈裟じゃないか？」

　彰人さんはクスッと笑う。その笑顔が素敵で胸がきゅんとする。

　数時間前、会社で目のあたりにした厳しい横顔を見せていた人と同一人物なのかと疑うほど、今は穏やかな表情だ。

「大袈裟じゃないですよ。私にとって、最近は非現実的なことが多いですから」

　ところで、ここはいったいどこなのだろう？

　彰人さんはひとり車を降り、私のほうのドアへとやってくる。

　ドアを開けてもらい、まだ寝起きでぼやぼやしている頭のまま車外に出た。

　森林に包まれた駐車場。でも、コンクリートでしっかりと整備された広い駐車場だ。

　平日だけれど、車が何台も停車している。

　すぐ向こうには、外壁の白い、大きな洋館のような建物が見える。

　ぼんやりと周囲を見渡していると、不意に左手を掴まれた。

　触れられたことでどきりとしたのもつかの間、その手はあたり前のようにつながれる。指を交互に絡めて、まるで恋人のように手がつながれた。

　突然のことで、寝起きの頭も一気に冴える。急激に頬が熱くなってきて、隠すように顔を俯けた。

「どうした」

　そんな調子の私を知ってか知らずか、彰人さんは隠した顔を覗こうとしてくる。

「いえ、なんでもないです」

　気づかれないようにと取り繕うものの、隠すのだって限界がある。

　結局、私の紅潮しているであろう横顔を見た彰人さんは「恥ずかしいのか？」とどこかからかう口調で言ってくすりと笑った。

「妻になるのだから、このくらい当然のことだろ？」

「そ、そうかもしれませんが……慣れないもので」

　白い外壁の建物の入り口は大きな観音開きの扉。中に入るとすぐのところに自動ドアが一枚あった。

「社長、お疲れ様です。ようこそお越しくださいました」

　入るとすぐ、黒服のスタッフが彰人さんのもとにやってくる。

　彰人さんは「お疲れ様」とスタッフを労ねぎらう言葉をかけた。

「急な連絡で申し訳ない。対応してもらって助かる」

「とんでもございません。どうぞ、こちらです」

　スタッフに先導され、彰人さんに手を引かれていく。

　案内されたのは天井の高いホールのようなフロアで、そこには紺色のクロスがかけられた丸テーブルが等間隔に並んでいる。席には食事を楽しむ客が数組いた。

　それを見てどうやらここがレストランであるということにやっと気づく。

　スタッフの先導でホールの最奥まで進み、そこにあった外に続く扉が開けられた。

「え……？　うわ、すごい」

　扉を出ると、レンガの道が真っすぐに続き、その周囲は白しら樺かばの森に包まれている。建物の庭園であろうそこには、一席だけ特別な席が用意されていた。

　すでにふたり分の食事の用意がされた席に案内され、まず私からスタッフに椅子を引いてもらう。

「すみません」と、慣れない状況に恐縮しながら席についた。すぐに向かいに彰人さんもかける。

　スタッフが「失礼します」と一礼して席を離れていった。

「あの、このレストランは……？」

「三年ほど前に、軽かる井い沢ざわのこの一帯をリゾート地として開発したんだ。ここはそのひとつ」

　筧地所が手掛けた軽井沢リゾートと聞き、心の中で『あっ』と気づく。

　私が二十五歳になった年、当時メディアで連日紹介されていたのを覚えている。

　軽井沢に新しい風が吹く――筧地所グループによって話題のレジャー施設が誕生すると、情報番組などで著名人も多く訪れていた。

　商業施設をはじめ、宿泊施設やレジャースポット、都会では味わえないマイナスイオンの中で過ごす非日常の癒し体験ができるとあって、機会があったら一度訪れてみたいと思いながらテレビを眺めていた。

「私、ここにずっと来てみたいなって思っていました。テレビでよく特集されていたけど、なかなか機会に恵まれなかったのでうれしいです」

「それはよかった。デートスポットとしても人気があるようだからな」

　彰人さん的には、話の流れでなんとなく言っただけなのだろう。

　デートスポットなどというフレーズを耳にして、湯島くんとのことを思い出す。ふと、これまでの交際を振り返っていた。

　付き合いはじめ、同棲したての頃はデートと言える時間もあった。

　だけど、映画を観に行ったり、ショッピングに出かけたりすることが基本だった。

　思い返してみれば、都内を出てどこか観光地に行くような、そんな本格的なデートは一度もない。

「余計なことを言ったな。今、前のことを思い出していただろ？」

「えっ、あ、はい……」

「もう思い出さなくていい。過去は忘れて、これから先のことだけ考えればいい」

「はい」

　これから先のこと。

　そう言われてみれば、昨日あんな話をされたものの、具体的な内容は聞けていない。

　テーブルには再びスタッフが訪れ、「お食事の準備を失礼します」とセッティングを始める。

　すぐに別のスタッフが交代で現れ、前菜のプレートが用意された。

　白い円形のプレートは、縁に花の模様がデザインされている。

　前菜はえびのテリーヌやサーモンのマリネ、芸術的に飾られた野菜やソースが美しく一枚の絵のようだ。

　細長いグラスには、スパークリングウォーターが注がれていく。

「考えてみれば、これが一緒にするはじめての食事だな」

「あ、そうですね」

「いただこう」

　彰人さんがグラスを手にし、それに倣ってグラスを手に取る。「いただきます」と、スパークリングウォーターで喉を潤した。

　こういう本格的なコース料理は、普段なかなか食べる機会がない。

　一番最近にいただいたのは、二年ほど前の友人の結婚式でだ。

　外側から使っていくのは間違いないけど、フォークだけじゃないよね？　ナイフも一緒に使うんだよね？

　ちらりと正面の彰人さんを見ると、慣れた様子でナイフとフォークで食事を始めている。

　やはり、こういう食事の形式は慣れっこなのだろう。

　むしろ飽きているのかもしれない。

「昨日した話だが、承諾してもらえたという解釈でいいということだな？」

　食事が始まってすぐ、どのタイミングで訊こうかと思っていたことを彰人さんのほうから切り出してくれる。

「承諾……はい。でも、私なんかで本当に……？」

「なんかとはなんだ。俺は里穂子がいいと思って頼んでいるのに」

　そんなふうに言われて言葉に詰まる。

　なぜ私なんだろうという疑問は募るばかりだし、彰人さんのそういう相手になりたい女性は数多く存在しているはず。

「そういうふうに言ってもらえることが、私にはよくわからなくて……。私みたいな、凡人ではなく、相応しい方が多くいるだろうから」

　素直にそのままを口にすると、彰人さんはクスッと笑う。

「君のそういうところが気に入ったんだ」

「え……？」

「控えめに見えて意外と芯が強いところ。新しい環境でも頑張っていこうとする健気な姿。それでいて、好かれようと自分を売り込むこともしない」

「そ、そんな、売り込むなんて……！」

　好かれるために、彰人さんに自分を売り込む？

　そんなこと、私には考えられない。

　こうして向き合って食事をすることすらいいのだろうかと困惑するような相手なのに、そんなこと……。

　でも、彰人さんと対等な階級にいる女性たちは、みんな美しくて、地位も名誉も持ち合わせていて自信があり、きっと〝私を見て！〟という女性ばかりなのだろう。

　私には到底考えられない世界だ。

　そんな女性たちばかり見てきたから、私のような一般庶民の平凡極まりない女性は物珍しいのかもしれない。

「一番初めは、あのエレベーターの中で……単純に、手を差し伸べたくなったんだ。君の横顔を見ていたら、そこから連れ出したいと、無意識に思っていた」

　ナイフとフォークを動かしながら、彰人さんはそんなことを告白する。

　私はつい手を止めたまま、食事をする彰人さんをじっと見つめる。

「だからあの翌日、あんな場所で再会したときはなんとしてでも君を手に入れたいと思った。迷わなかった。これは間違いなく運命だろうと確信したから」

　淡々と語られる言葉に鼓動が高鳴りを増していく。

　手に入れたいとか運命だとか、そんな言葉をかけられたら変に勘違いしそうになる。

　契約結婚をして偽装の妻になったら、日々こんなふうにドキドキさせられてしまうのだろうか……。それは絶対に困る。

　今のうちから、こういう彰人さんの発言に免疫を作って慣れておかないと、特別な好意を無自覚のうちに抱いてしまいそうだ。

「囲い込むようなことをして申し訳なかったと思っている。でも、言った言葉に嘘偽りはない。契約の結婚、偽りの関係だとしても決して後悔はさせない」

　彰人さんの目が真っすぐに私を見つめる。そのアーモンドアイをじっと見つめ返し「はい」とうなずいた。

「あの、でも、本当に私に務まるのかという疑問と心配だけがあって。具体的に、どう振る舞えばいいのかとか」

　偽装の妻、とはいえ、表向きは本物の妻に見えないといけない。

　そもそも、私が筧さんのとなりに立って妻に見えるかがまず問題な気もするけれど……。

「難しいことはなにもない。婚約をして、結婚をし、夫婦になったと思えばいいだけだ。実際、そうなるわけだからな。結婚願望はなかったのか」

「結婚願望、ですか……。まったくないということはないですけど、どちらかというと、結婚に縁がないと思っていたというか」

　湯島くんとお付き合いしていた頃は、同棲はしていたものの将来の話は一切出てこなかった。

　彼の気持ちが徐々に離れていっていたのだから、そんな話が出てくるはずもない。

「なるほど。それなら話は早い。里穂子はもう、うちの家政婦ではない。俺の妻だ。そう思って行動すればいい」

　筧さんの声で『俺の妻だ』なんて言われて、どきりとしない女性はいないのではないだろうか。

　気づかれないように、平静を装い、返す言葉を探す。

「それは例えば……ご飯を一緒に食べるとか、そういうことですよね？」

「ああ、そうだ。婚姻届も、今日帰れば届いていると思う。手配しておいたんだ」

　婚姻届――本格的なフレーズに怯みそうになる。

　本当に、届を提出して筧さんと夫婦という関係になるのだと思うと、やっぱり落ち着いてはいられない。

「それから、明日は休みを取った。里穂子のご実家に挨拶に伺いたい。急で悪いが、ご両親の予定を聞いてもらえるか？」

「うっ、うちにですか？」

「ああ、籍を入れるんだ。あたり前だろう」

「えっと。明日は週末ですし、ふたりとも基本的に家にいると思いますが……」

　結婚するのなら、私たち当人同士だけの問題ではない。互いの両親、家族も関係してくる話だ。

「ご実家はどこにある」

「実家は……和歌山なんです」

「和歌山、か……。わかった。今日中に手配はしておく」

　東京から和歌山までは、新幹線で三時間以上はかかる。車なら七時間以上はかかるからかなり遠い。

　私が帰省するときは基本新幹線を使っているけれど、ここ数年は年末年始に一度帰省するだけになっている。

　明日お休みを取って、日帰りで和歌山まで行くとなるとスケジュールはなかなかきつきつだ。

　それにしてもとんとん拍子に話が進むので、私自身の意識がついていけていない気がする。

　明日、彰人さんと実家に行くんだ……。

「では、私も後ほど両親に事情を話しておきます」

　両親には、いったいなんと説明すればいいのだろう。そんなことをぼんやりと考えながら、止まってしまっていた食事を再開した。




　マイナスイオンを浴びながらの極上ランチを終えたのは十三時前。

　彰人さんは再び軽井沢から東京に向かって車を走らせる。

「あの、ありがとうございました」

　運転する横顔に向かって声をかけると、彰人さんは前を向いたまま「なにがだ」と訊く。

「運転するだけでも大変なのに、あんな素敵な場所にまで連れていっていただいて」

　気分転換しに行こうと言って連れて行ってくれた場所だったが、やはり普通とスケールが違う。

　彰人さんにしてみればなんてことないことなのかもしれないけれど、私にとってみれば小旅行の気分だった。

「少しは気分が晴れたか」

「はい、とっても」

「それならよかった」

「あの、お仕事は大丈夫なんですか？」

　朝のあの展開から、急きゅう遽きょ連れ出してくれたような気がしていた。

　私のせいで彰人さんの今日のスケジュールを混乱させてしまっていたら謝っても謝り切れない。

「今日はもともと夕方からの予定だったから問題ない。でも、明日をオフにするために今晩は遅くなると思う。夕食は必要ない」

「そうですか、わかりました」

　私も、帰宅したら実家に連絡を入れなくてはならない。

　結婚することになりました……いきなりそんなことを言われたら両親は倒れてしまうのではないか。

　今年の年始にはなにも言ってなかったのに、半年もしないうちに帰省してきたと思ったら、結婚するだなんて話をされるのだ。

　しかも、相手は普通のサラリーマンなどではない。不動産業界トップを争う筧地所グループの代表取締役社長なのだ。

　なにがどうなって結婚することになったのかと問い詰められるに違いない。

　でも、偽装だということ、彰人さんが必要なときまでの関係ということは口が裂けても言えない。

　やがて車は都内に入り、住まいのマンションまで戻ってくる。

　彰人さんはエントランス前の車寄せで車を停車させた。

「ありがとうございました」

　シートベルトを外し、バッグを手にする。

「ここまでで悪いな。部屋まで送り届けないで」

「いえ！　その必要はありません。こんな目の前まで送り届けてもらって、逆に申し訳ないくらいです」

　ドアを開けようとしたところで「里穂子」と彰人さん側の腕を取られる。

　振り向いて、いつの間にかすぐそばに迫っていた彰人さんの綺麗な顔がドアップで目に映り、ハッと息を呑んだ。

「っ……！」

　目を開いたまま唇で受け止める柔らかい感触。それはほんの数秒で、離れ際チュッと軽やかな音を立てていく。

　近距離で目を合わせた彰人さんは微笑を浮かべ、私の頭をぽんぽんと優しく撫でた。

「じゃ、行ってくる」

「あっ、は、はい！」

　ひとり動揺しながら慌てて車を降りる。

　彰人さんはひらりと手を振り、車を発車させた。

　走り去っていく車を見届けながら、ドッドッと激しく打ち付ける心臓の音に今更気づく。

　予告なしの出来事で、鼓動が暴走していることにすら気づけていなかった。

　優しく触れただけの口づけなのに体が熱い。

　偽装でも、夫婦となるから……？

　車から降りたままの場所で、しばらく鼓動の高鳴りを抱えながらひとり立ち尽くしていた。










６、膨れ上がる気持ち――Side Akito




　眺めているパソコン画面の端から、部屋に入ってきた秘書の雪島の渋い顔が覗く。

「失礼いたします。社長、明日の十六時からの会議ですが、どうしてもその時間しか都合がつかないとのことです」

　明日は急遽、里穂子の和歌山にある実家に向かうことが決まった。

　自分のスケジュールを調整することはいくらでも可能だが、相手あってのものは厳しい場合も多々ある。

「わかった。それならリモートで参加する旨伝えてくれ。その時間だけ確保する」

「承知いたしました。ちなみに、東京へのお帰りは明後日午前で問題ないでしょうか」

「ああ、その予定でいる」

　雪島は「かしこまりました」といって席を外した。

　急激に話を進めすぎているだろうか。ここ二日の里穂子の様子を振り返り、ふと気にかかる。

　しかし、思っていたよりも、彼女に妻になってもらう交渉をするのに時間を要した。

　家政婦として同じ空間、時間を共有する。そのうえで話を持ち掛けるつもりでいた。関係を進めることに慎重になっていたのは間違いない。

　だが、事態は急変。彼女の心身を守るため、妻になってもらうと話を押し進めた。

　時に苦しみ、捨て去りたくなる地位も名誉も、里穂子を守るためになるなら喜んで振りかざそうと思えた。

　あんな品位に欠けた言葉を浴びせられる環境に、これ以上彼女を通わせるわけにはいかない。

　ばったり出会ったエレベーターで、衝動に突き動かされて彼女の腕を取ったときと似た感覚だった。

　それに、しつこい縁談話から逃れたいと思っていたことも本音だ。

「――お久しぶりです、筧です。明日なのですが、羽はね田だから、和歌山の南なん紀き白しら浜はま空港までお願いしたいのですが……ええ、午前でお願いしたい」

　電話応対中、雪島が部屋に戻ってくる。

　先ほどの会議の件で報告があるのだろう。通話を終えると「失礼します」とデスクの前に近付いてきた。

「先ほどの会議の件ですが、リモート参加で問題なさそうです」

「そうか。悪いな、ありがとう」

「明日の天気は良好そうですね」

　今の通話内容を聞いて察したのだろう。

「ああ、それが一番スケジュールに無駄が出ないだろうからな」

「そうですね。なにか、お手伝いできることがあればお申し付けください」

　気遣いに「ありがとう」と応えながら、ふと雪島の意見を聞いてみたくなる。

　一礼をして立ち去ろうとしたところを、「雪島」と呼び止めた。

「相手のご両親に結婚の許しをもらうのは、やはり難しいことだよな？」

　突然の質問に驚いたのか、雪島は珍しく言葉に詰まる。

「そう、ですね……」と、考えるように目を上向かせた。

「やはり、大事に育ててきた娘が嫁いでいくのですから、涙のひとつくらい流すかもしれませんね。相手の男がダメな男なら、反対してしまうかもしれません」

　雪島には、三歳になる娘がいる。

　結婚して五年。夫婦共にすぐにでも子どもが欲しかったそうだが、なかなか子宝に恵まれなかった。

　そんなふたりのもとにやってきた娘を、雪島が猛烈に溺愛しているのは俺もよく知っている。

　スマートフォンの待受けは日々撮りためた自慢の娘のショットで、たまに顔を緩ませて眺めている姿も見かける。

　雪島から話してくることはないが、訊けば幸せな家庭の様子も聞かせてもらえる。

　愛妻家で子煩悩な雪島を、俺は密かに尊敬しているのだ。

「雪島が言うと、やけにリアリティがあるな」

「そうでしょうか。しかし社長、社長がそんな難しい顔をなさる必要はまったくありません」

　そう言われて、自分が難しい顔をしていることを知る。

「なぜだ？」

「社長のような方が挨拶に来たら、断るなんてこと誰もなさらないでしょう。有り得ません」

　なんの自信があって雪島がそこまで言い切るのかわからない。でも、本人にとっては相当真面目な発言だったらしく、一切表情は崩れない。

「買いかぶりすぎだ。そんなことわからないだろう」

「いえ、私が自信を持って断言します。経営者としても申し分なく、同性の私から見ても男気があって憧れる。その上、どこに出向いても周囲の視線を集めるその姿は、秘書として鼻が高いです」

　言いたいことを詰め込みすぎて早口のようにしゃべった雪島は、ハッとしたように「大変失礼いたしました」と、頭を下げる。

　あまり見ることのないその様子がおもしろく、ふっと笑いが漏れた。

「そんなふうに評価してもらえているのはうれしいよ。ありがとう」

「いえ！　とんでもございません」

「はじめてのことだから、やっぱり落ち着かないし、緊張する」

　素直に今の心境を口にしてみると、雪島はどこか驚いたように目を丸くする。

「社長のような方でも、そんなことが」

「俺をなんだと思ってるんだ。それなりに緊張だってする」

「さようでございますか」

　これまで見合いの席に連れていかれ、相手の両親を前にしても、なにも感情は動かなかった。それは単に、自分にとってどうでもいいことだったから。

　どう思われようとどうなろうと、別によかったからだ。

　だけど今は違う。里穂子のご両親に認めてもらえるのか、期待と不安が入り混じって気持ちが落ち着かない。

「きっと大丈夫です。普段の社長でいれば、そして誠意を見せればお許しはいただけます」

　雪島の言葉が、不思議なくらいすっと胸を軽くしていく。

　長年そばでサポートしてくれている雪島は、俺にとって秘書以上の存在だと勝手に思っている。

　仕事のパートナーとしては絶対不可欠であり、時にはこうしてプライベートな相談もさせてもらっている貴重な存在だ。

　敬いながらも、的確な意見とアドバイスをくれる。それは、雪島が人として優れているからだと思っている。

「私は、どちらかというと社長側のご両親……会長夫妻にご納得いただけるかということにいささか心配があります。特に、登と美み子こ様の……」

　雪島からの指摘に、途端に気持ちが陰る。まったく同じことが常に引っかかっているからだ。

「ああ、その問題に関してはずっと考えている」

「ちょうど昨日も、登美子様にばったりお会いして、次の社長のお見合いの件について話をされたばかりです」

「またか。もう勘弁してくれ」

　つい本音がぽろりと出てしまう。

　俺の反応を見て、雪島は小さくうなずいた。

「そう仰ることは承知のうえでしたので、登美子様にはあたり障りなく対応させていただきました」

「そうか、助かる。近いうちに、両親には結婚すると決めた相手がいると紹介する。そうすれば、少しは静かになるだろう」

「納得していただければいいのですが……いえ、納得していただかなくてはなりませんね」

　力強く意気込んだ雪島は、俺を見て微笑を浮かべる。

「出すぎたことは承知で、あえて言わせていただきますが……ここのところの社長の様子を、私は密かにうれしく思っております」

「……？　どういうことだ」

「普段以上に、軽やかで生き生きされていると。それはきっと、里穂子様との関係が始まってからだと思っております」

　思わぬことを雪島の口から聞き、一瞬反応に困って固まってしまう。

　同時に、雪島にはここのところの俺がそんなふうに映っていたと知ると、心なしか若干羞恥が押し寄せた。

　でも、雪島の言っていることはきっと間違いではない。

　自分自身でも、それはなんとなく感じている。

　里穂子がそばにいるようになってから、俺の世界に新しい色が追加された。

　それは今まで知らなかった、温かく柔らかい、心地のいい色。

「本当に、雪島は俺のことをよく観察してるな」

　ふっと笑って観念したようにそう言ってみると、雪島はなぜかうれしそうに笑みを浮かべる。

「最高のお褒めの言葉をありがとうございます。ですので、私は社長と里穂子様のことを陰ながら支え、応援していく所存です」

「ああ、頼もしいな」

「私はいかなるときでも社長のために動きますので、なんなりとお申し付けください」

　雪島の心強い言葉に感謝し、さっきまで一緒にいた里穂子のことを思い返す。

　一緒にいる時間が増えていくにつれ、彼女の新しい一面を知っていく。

　今日もこの数時間でいろいろな姿を目にし、別れ際まだそばにいたいと自然とそう思った。

　本当はまだ一緒にいたかった。離れる時間が惜しいと思うと、自然と彼女に触れていた。

　ほのかに頬を紅潮させながらも毅き然ぜんとした態度で見送ってくれた里穂子の姿を思い返し、ついひとりくすっと笑みをこぼしていた。










７、気づいてはいけない想い




　ひとりベッドに入り、眠りに着こうと目を閉じかける。

　そんなとき、ドンッと激しく扉が開き、そこに現れた姿にベッドを飛び起きた。

『なっ、なんで……』

　寝室を舐めるように見ながら入ってきた湯島くんは、妖しい笑みを浮かべている。

『ここでご奉仕してるのか？　毎晩か？　どんなふうに満足させてんだよ』

『そんなこと、してない……来ないで……』

　近付く距離から逃げたいのに、金縛りにでもあったかのようになぜだか体が動かせない。

『処女に見せかけて、稼げるくらいのテクがあるのか？　どうなんだよ』

『違う……やめて』

　すぐ目の前まで迫った姿に息を呑む。

　自分の上に影が落ちて、もうダメだと顔を伏せた。

「――っはっ！」

　ビクッと体を震わせて、バッと目を開く。

　となりにいるのがベッドに横になった彰人さんで、そこでやっと夢を見ていたのだと気がついた。

「大丈夫か……？」

　優しく頭を撫でられる。指先で髪を梳すくように触れられ、やっと夢から醒められたことにホッと安堵した。

　なんて夢……。

　夢と現実の境界線が曖昧になっていてパニックを起こしそうだった。

「悪い夢でもみたか」

「え……？」

「少し前から、うなされはじめたから」

　思い返してもなかなかひどい夢だった。

　湯島くんがここに侵入してくるなんて有り得ないことだけど、現実に言われたような言葉をいくつも浴びせられた。

　治りかけていた傷が、またぱっくりと開いてしまったような感じがする。

「すみません。お見苦しいものを朝から……」

　申し訳なくなって謝ると、彰人さんは腕を伸ばしてベッドの中で私を引き寄せた。

「なにが見苦しいんだ」

　少し強引な感じで両腕の中に閉じ込められ、途端に鼓動が高鳴っていく。

「あ、あの」

　どうしたらいいのかわからず声をあげたものの、彰人さんは私を抱きしめたまま再び頭を優しく撫ではじめた。

　触れ合って感じる温かな体温と、想像していたよりもがっちりとしている筋肉質な体つき。

　意識してしまうと、心臓の暴走は止まらなくなってきて、どうしたらいいのかわからずギュッと目を閉じてやり過ごそうとする。

「すみません、ありがとうございます」

　みていた夢はひどかったけれど、それよりも現実に起こっていることの方が刺激が強すぎてうやむやになってしまいそう。

　こんなタイミングで昨日の突然のキスを思い出してしまい、追い打ちをかけるように胸の高鳴りが増す。

　昨日はマンションに送り届けてもらってからずっと、口づけのことを思い出してはひとり落ち着かない気持ちになっていた。

　こうして抱きしめられたり、昨日のようにキスをされたりすることは、これから夫婦になる私たちにとっては普通のことなのかもしれない。

　だけど、まだまだ気持ちのほうが追い付いていかない。

「寝覚めの悪いことはよくあるのか」

「いえ……これまでは、なかったです」

　あんな悪夢、今までみたことはない。うなされて起きることなんてこれまでなかった。起きた瞬間に動悸がするなんてはじめてのことだ。

「そうか。もし続くようなら、医師に診てもらおう」

「え……そんなに重症でしょうか」

「睡眠に支障が出るのは、体にもよくないからな」

　彰人さんは私を解放し、おもむろにベッドを起き上がる。

　その姿を前にしながら、いけない！とハッとした。

　今、いったい何時なのだろう。

　彰人さんより早く起きて朝食の準備をしなくてはならないのに、寝過ごしたのかもしれない。

　慌ててスマートフォンを手にすると、時刻は六時二十分と表示されていた。

「ごめんなさい！　めちゃくちゃ寝坊してしまいました」

　勢いよくベッドを飛び出そうとしたところで、背後から手首を取られる。

「今朝は朝食の用意はいらない」

「え……？」

「移動中に取れるように手配してあるから」

「そうなんですか？」

「ああ、だからそんなに慌てて起きなくていい。むしろもう少し寝たらどうだ」

　そう言って、彰人さんは掴んだ私の手を引く。両手を体に回して引き寄せ、後頭部に手を添えて枕にそっと横にさせた。

「あと一時間くらい寝ていても問題ない」

「え、でも……」

　彰人さんはひとりベッドを出ていく。

　その姿を横になったまま見つめていると、「あとで起こしにくるから」と言い残して寝室を出ていった。

　きっと、よく眠れていないだろうからと気遣ってくれたに違いない。

　せっかくの心遣いに感謝し、布団を引き上げ目を閉じる。

　静かな部屋でひとりになり、ひどい夢に小さく息をつく。やはり、精神的に追い詰められているのかもしれない。

　悪夢にうなされるようなことが続けば、医師に診てもらったほうがいいと彰人さんは言っていた。

　このまま少しずつでも、平穏な生活を送って気持ちが落ち着いていってくれれば、それに越したことはない。

　本当に優しい人、なんだな……。

　私の様子を心配し、腕の中で優しく髪を撫でてくれた彰人さんに再び鼓動が音を立てていく。

　結局いろいろなことを考えているうち、眠れないまま一時間はあっという間に過ぎ去っていった。




　車でマンションを出たのは、十時前。

　運転をする彰人さんは、今日はブラックのスリーピース。

　家政婦として働きはじめてから、クリーニングサービスから戻ったものを仕舞っている。クローゼットの中には必要があれば入っているけれど、スーツはずらりと並んでいるし、シャツやネクタイは数えきれないほどあった。

　日によって、遊び心のあるシャツやネクタイなどオシャレにコーディネートされているけれど、今日は私の実家に挨拶に行くというのもあってか、正統派なブラックスーツだ。

　私はというと、ブラックのギンガムチェックのミディアフレアスカートに、ホワイトの薄手のニットという装い。

　移動時間も長いだろうし、あまり窮屈じゃない格好を選んだ。

　東京から和歌山までどのような手段で向かうのか聞いていなかったけれど、出発した時間から考えて新幹線か飛行機だろうと予想する。

　やがて、車は羽田空港方面へと向かっていった。

「飛行機で向かうんですね？」

「時間は限られているからな。有効に使わないと」

　そんな言葉がさらりと出てくることに圧倒される。さすが、日々多忙を極める大会社のトップだ。

　羽田空港は、東京に出てきてから仕事を含めて何度か利用したことはある。

　でも、私の知っている空港駐車場ではない方面に向かって彰人さんは車を走らせる。

　入っていったのは、空港直結のホテルの駐車場。どうしてこんな場所に車を停めるのかと不思議に思いながら、彰人さんに従って降車する。

　彰人さんの身分や、車が高級車ということもあって、この場所を駐車場として特別に借りているのかもしれない。そんなふうに自分なりに解釈し、あとに続く。

　しかし、ホテルの一階で見えた文字に目を疑う。〝ビジネスジェット専用ゲート〟と書いてあるのだ。

「あ、あの、彰人さん。ここは……？」

「昨日、急なことで厳しいかとも思ったけど、和歌山まで飛ぶ都合をつけてもらえたんだ」

　ちょっと待って。嘘でしょ……？

　まさかと思っているうちに、誰もいない待合ロビーに連れていかれる。

　彰人さんはひとり受付カウンターへと出向き、空港スタッフとなにかやりとりを交わすと、すぐに「里穂子」と私を呼んだ。

「行こう」

「あ、は、はい」

　待合ロビーを抜け、建物の外に出ていく。そこに待機していたのは白いワンボックスカー。

　そばにはパンツスーツ姿の女性スタッフが待機していて、やってきた彰人さんと私の姿を見て後部座席を開ける。どうやら空港内走行専用のワンボックスカーのようだ。

　彰人さんは足を止め、一歩うしろを歩いていた私の背を抱くようにして車へと近付いた。

　私から先に乗車させ、彰人さんもとなりに乗り込む。

　車はすぐに発進し、空港内を走りはじめた。

「彰人さん……これは、あの、まさかとは思いますが」

「まさか？　もしかして、空の旅は苦手だったか」

「いえ！　それは問題ないのですが……その、これって……プライベート、ジェットとかってものでは……？」

「ああ、そんなところだ」

　そんな話をしているうち、車は駐機場へと到着する。

　そこには、やはりホワイトのボディにブラックとゴールドのラインが入った磨かれたジェット機が停まっていた。

　ワンボックスカーが停車し、ドアが開く。

　降り立った先で改めて待機しているジェット機を目の前に、圧倒されて呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　彰人さんクラスの人なら、プライベートジェットを所有していてもおかしくはない。

　だけど、私の常識では有り得ない。

　そういうのって、日本でも限られたＶＩＰしか所有してないって、前になにかの記事で読んだけど……。

「さ、乗って」

「あ、はい。お邪魔、します……」

　タラップを上がり搭乗すると、客室乗務員のような女性がひとり、頭を下げて迎えてくれる。

「えっ……すごい」

　中は予想よりもはるかに広く、ゆったりとした白い革張りのシート席が並ぶ。

　シートの前には木目調のテーブルがあり、そこにはふたり分のテーブルセッティングがされた席が用意されていた。

　そこに案内され、彰人さんと向かい合う形で席についた。

「大丈夫か？」

「えっ、は、はい」

　キョロキョロと落ち着きのない私の様子に、彰人さんがクスッと笑う。

「すみません。まさか、こんな移動手段とは思いもせずで……ちょっと、いや、かなりビックリしてしまって」

「好きな時間に好きな場所まで行けるから、スケジュールによっては使うようにしてるんだ。今日は、里穂子の実家に行く大事な日だからな」

〝大事な日〟なんて言いながらじっと見つめられ、不意打ちでどきりとさせられる。

　一気に顔面に熱が集まるのを感じて、どうしたらいいのかわからず両手で頬を包み込んだ。

　そんな様子の私を、彰人さんは微笑ましそうに見つめている。

　搭乗しても落ち着かないうちに「お食事の準備を失礼します」と、目の前にあっという間に食事が並べられていく。

　生クリームの添えられたふわふわのフレンチトーストに、炙あぶりベーコン。サラダに、みずみずしいカットフルーツなど、オシャレでおいしそうな食事が並べられる。

　飲み物を訊かれて、彰人さんと同じブレンドコーヒーをお願いした。

　機内食をいただく予定だったから、朝食の準備はいらないと言われたのだと今になって理解する。

　でもまさか、ジェット機の中での食事だとは思いもしなかった。

　出発準備を終えたジェット機が動きはじめる。

　横にある窓から外を覗くと、機体はゆっくりと滑走路に向かっていた。

　遠く先のほうには、大手航空の旅客機が飛び立っていくのが見える。

　同じ滑走路を走って離陸するのかと思うと、なんだかロマンがあるなと食事そっちのけで窓の外に釘付けになってしまった。

　機体が加速を始め、滑走路を進む。

　旅客機のような大きさではない小型機だからか、離陸する瞬間はふわっと浮かび上がるような感覚を味わった。

　でも、不思議なくらい騒音と振動が全然ない。

　飛行機ってもっと音がするイメージだったけれど、ものすごく快適で驚いた。

「こんなに静かなんですね」

「え？」

「あ、飛行機って、すごく騒音と振動があるイメージだったので、こういう小型機だと、もっと音とかするのかなってイメージで」

　私としては素直な感想だけど、思いっきり一般庶民的なことを言ってしまったかと恥ずかしくなる。

　でも、彰人さんは小さくうなずき「ああ、たしかにそうだな」と言った。

「この小型ジェットは、胴体にエンジンがついてなくて、主翼の上にエンジンがついているんだ。だから、音も振動も少なく快適に乗っていられる」

「なるほど！　だから、私たちの乗っているこの部分が静かなんですね」

「ああ。小型機は、大型機みたいに主翼の下にエンジンをつけられないから、だいたいが胴体にエンジンがついているんだ。でも、このモデルは主翼の上にエンジンをつけたという革新的な部分に惹かれて購入を決めた」

　ジェット機を購入したとさらりと会話の中で聞いてしまったことで、改めて彰人さんのすごさを思い知る。

　知らなかった豆知識なんかも教えてもらい、なんだかワクワクしてしまう。

「一時間半もすれば和歌山の南紀白浜空港に到着する予定だ。それまで食事をして、ゆっくり過ごそう」

「はい。ありがとうございます」

　窓からは、薄っすらとした雲と、その向こうには遠く離れた地上が見える。

　あっという間に上昇した空の上で、湯気の上がるコーヒーに口をつけた。




　彰人さんの言っていた通り、プライベートジェット機が再び地面に着いたのは正午を回る頃だった。

　空港に着陸すると、すでに空港内走行用の車がお迎えで待っていた。

　羽田空港のときと同じく、一般のゲートとは違う場所から空港を出ていく。

　すぐのところの車寄せには、タクシーとは違う黒塗りの国内高級車が停車していた。

　運転手と思わしき人が彰人さんに挨拶をし、後部座席のドアを開ける。

「行こう」と彰人さんに背を押され、車へと向かっていこうとしたとき、目の端に車椅子に乗った女性が映り込む。

　なんとなく目を向けると、車輪を両手で押して横断歩道から歩道に上がろうとしている。しかし、わずかな段差でうまく上がれないのか、その場でひとり一生懸命押したり引いたりを試している。

「ちょっとすみません」

　乗車寸前のところで、彰人さんの腕から離れて小走りで二十メートルほど離れた車椅子の女性のところへ向かっていく。

「大丈夫ですか？　お手伝いします！」

　近付いてきた私に目を向けた女性は、「ごめんなさいね」と苦笑いを浮かべる。

　彼女のうしろに回り、車椅子のハンドルを両手に持って、引っかかっている段差を確認した。

「いきますね、よいしょ」

　少し勢いをつけないとうまく上がれない微妙な段差だったけれど、車椅子は無事歩道に上がる。

　女性は背後の私に振り返り、「ありがとうね、助かったわ」と笑顔を見せてくれた。

「いえ、突然すみませんでした」

　女性が無事空港に向かって車椅子を進めていくのを見送り、彰人さんを待たせていたことを思い出して踵を返す。と、すぐそばまで彰人さんが来ていた。

「すみません、お待たせしました！」

「知り合いか？」

　彰人さんは去っていく車椅子の女性を見ながら私に訊く。

「え……？　あ、いえ。知らない方です」

　そう答えると、彰人さんはわずかに目を見開いた。

「そうなのか……てっきり、顔見知りなのかと。里穂子は、本当に心が綺麗だな」

　どこか意外そうに言われ、そんなに不思議な行動をとったかと考えてしまう。同時に、褒めるような言葉をかけてもらったことに動揺した。

「いえ、そんなことは全然」

「謙遜するところではない。自然と出ている行動なんだろう」

　柔和な微笑みを見せられ、とくんと鼓動が音を立てる。

　ごまかすように手元の時計に視線を落とした。

　ここまで順調に進んでいたタイムスケジュールを数分勝手に使ってしまったことに慌てる。

「すみません、行きますか？」

「ああ、そうだな」

　彰人さんは再び私の背にそっと触れ、待機する車へと向かっていった。

「聞きそびれていたが、里穂子のご実家周辺は車を停めておける場所はあるかな」

　揃って車に乗り込むと、彰人さんは思い出したように訊く。

「あ……田舎なので、近くにパーキングはないですが、うちの駐車場でも、家の前でも車は駐車できます」

　田舎の住宅街ということもあり、都内のようにコインパーキングなどはない。

　その代わりと言っていいのかはわからないが、来客などは自宅前に駐車してもらうことが実家の周辺ではあたり前だ。

　道路が広いということもあるし、長時間でなければ取り締まりもない。

「そうか。移動車に待機をしてもらう予定だったんだ」

「それなら、大丈夫です。うちの駐車場に入れることも可能かと」

「助かる。里穂子のご実家で挨拶させてもらっている間、少し使わせてもらおう」

　地方に来ても運転手付きの車が用意されているのだから、また新たな驚きが湧きおこる。

　事前に実家の住所を知らせていたので、窓の外は久しぶりの馴染みある風景が広がりはじめた。

　本当に来てしまったと、広がる景色を目にいよいよ気持ちが落ち着かない。

　昨日、実家の両親に連絡をした。

　今日帰ることを話すと、こんな時期にどうしたのかと驚かれた。

　あたり前だ。上京してからは盆と年末年始の帰省で、ここ数年は年末年始の一度しか帰ることができていなかった。

　そんな私が、なんでもない時期に突然帰ってくると言い出したのだ。なにかあったと思うのが普通のこと。

『会ってほしい人がいる』

　両親にもそのつもりでいてもらうため、事前にそう予告をした。

　はるばる帰省してきて、会ってほしい人がいると言われた電話口の母は、「そういうことなの？」と、どこか信じられなさそうに確認をとってきた。

　私が両親に会ってほしい人がいるなんて言うのはこれまでではじめて。一度もお付き合いした人に会ってほしいなんて言ったことはない。

　と言っても、お付き合いしたと言える人は何人もいるわけでなく、ひとりしかいないのだけど……。

　窓の外を眺めている私の手に、彰人さんの指先が触れる。

　掴まれて指が絡まり彰人さんの顔に目を向けると、私とつないだ手先に視線を落としていた。

「いよいよだと思うと、緊張するな」

　意外な言葉に目を見張る。

　彰人さんのような人でも、緊張という感情があるのか。

「緊張……するんですか？」

　不思議に思って質問した私に、彰人さんは苦笑してみせる。

「俺だって人間だ。あたり前だろう」

「そうですが……私などの実家に行って両親に挨拶するのなんて、彰人さんが緊張するようなことではないと思ったので」

「なにを言ってるんだ。人生がかかってるんだぞ？　君をご両親から預かれるのか、大事な挨拶なんだから」

　そんなふうに言われると、本当に私を想ってくれて愛のある結婚の許しを得に行くみたいだ。

　勘違いしそうになる私に拍車をかけるように、彰人さんはつないだ手にギュッと力を込める。

　触れ合う手から気持ちを悟られないように、「ぜんぜん、大丈夫ですよ！」と笑ってごまかした。

　迷うことなく車は実家の前に到着する。停車すると運転手が後部座席のドアを開けてくれた。

　トランクから出された手荷物を彰人さんが受け取る。実家に来るために用意してくれた手土産だ。

「どうぞ、こちらです」

　いよいよ両親との対面を目前にして、私の鼓動も高鳴りを増していく。

　あの先の玄関を開けて両親と顔を合わせたら、彰人さんはきっと滞りなく出会いの挨拶をするのだろう。

　だけど、両親のほうはどうだろうか。

　容姿でまず、私とつり合わないから驚くに違いない。その上、話を聞けば筧地所グループの代表だなんていうのだから、卒そっ倒とうしてしまうのではないだろうか。

　期待より不安のほうが増していく中、玄関のドアを自ら解錠してドアを開け放つ。

　彰人さんは私の斜めうしろに立ち、両親との対面に備えていた。

「ただいま」

　中に向かって声をかける。「どうぞ」と彰人さんに玄関の内側に入ってもらい、奥から出迎えに出てくるのを待った。

「おかえりなさい。あっ、いらっしゃいませ！」

　ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら奥から母が顔を出す。

　私を見て、そして彰人さんを目にすると緊張したような面持ちになった。

　そのあとに続いて父親も姿を現す。

「どうも、遠いところをわざわざ！」

　父のほうもやはり緊張しているようで、作った笑顔がぎこちない。

「初めまして。筧と申します。このたびは急なお願いにも関わらず訪問を許していただき、ありがとうございます」

　物怖じすることなく、堂々と。そして、完璧な初対面の挨拶を口にした彰人さん。

　両親のほうがよっぽどなっていない状況で、恥ずかしくなってしまう。でも、両親の気持ちは痛いほどよくわかる。

　私が親で、娘がまったくつり合いの取れていない男性を家に連れて帰ってきたら、どうリアクションを取ったらいいのかわからないだろう。

「これは、ご丁寧に！　里穂子の父です。こちらが妻です」

　深々と頭を下げ、「お上がりください」と、すでに用意してあったスリッパを父親がすすめる。

「失礼いたします」

　彰人さんは靴を脱ぎ揃え、スリッパに履き替えた。

　自分の生まれ育った家に、彰人さんがいることが未だに信じられない光景で、玄関に上がりながら彰人さんをぼんやりと見上げる。私の視線に気づいて目を合わせた彰人さんは、優しい微笑を見せた。

「どうぞどうぞ！　狭いところですが」

　父がリビングに彰人さんを招き入れる。

「失礼します」

　リビングに入った彰人さんは、そばにいた母に持ってきた手土産を差し出した。

「本日はお招きいただき、ありがとうございます。つまらないものですが」

「あら、え、すみません！　もう、こんな、お気遣いいただかなくても！」

　母の口調が今まで聞いたことのない調子で、私までそわそわ落ち着かない気分が増していく。

　受け取った手土産を、母はそそくさとダイニングテーブルに運ぶ。

「お父さん、お酒をいただいたわよ」

　落ち着きのない母がそう報告すると、父はすぐに母のもとへ向かう。

「彰人さん、こちらへ」

　見ていられなくて、私は先に彰人さんをリビングのソファーへと案内した。

「こっ、こんなにいいものを……！　あの、高級なお酒、受け取るなんてこと」

　母と共にいた父が、慌ててソファーへとやってくる。

　彰人さんはすぐに腰を上げ「お嫌いでなければ、受け取ってください」と、にこやかに答える。いつも通り、落ち着いた余裕のある様子だ。

「本当にすみません、お菓子まで立派なものをちょうだいして」

　父に続いてやってきた母も、お礼を口にして頭を下げる。

「いえ。本当に、気持ちばかりですので」

　彰人さんがうちに行くためになにを用意してくれたのか詳しくはわからないけれど、父のあの様子じゃ、かなり高価なお酒でも用意してくれたのだろう。

　うちにいくと決まってすぐ、両親の好きなものを訊かれた。

　父はウィスキーが好きで毎晩晩酌をしていると教え、母はスイーツが好きでいろいろ取り寄せなどしていると話した。

　その情報をもとに、両親の好きそうなものを用意してくれたのだろう。

　こんなふうに気遣いで相手を喜ばせることができるのも筧グループが成功している理由のひとつに違いない。

　しばらくすると、母が煎茶を淹れて戻ってくる。

　リビングの対面ソファーに、両親を前にして彰人さんが口を開いた。

「急なお願いにもかかわらず、お時間いただきありがとうございます」

　彰人さんの言葉に、両親は「いえ！」と声をハモらせる。

「私は筧地所株式会社代表取締役を務めております、筧彰人と申します」

「代表取締役!?」

　コントのように両親が声を揃えて反応して、恥ずかしくて俯き加減になってしまう。

「か、筧地所の、社長さん……？」

　父の動揺は半端なく、若干失礼な態度だ。でも、父が取り乱すのもわかる。この状況で平然として対応できる一般庶民なんてきっと存在しない。

「まだまだ未熟者ですが、日々精進していく所存です」

　まったく不足のない彰人さんの自己紹介と、ますます落ち着けない両親。この場でまともなのは、彰人さんただひとりだ。

「今日はお願いがあり、伺いました」

　いよいよ話が本題に入っていくのを察し、ごくりと喉が鳴る。

　両親の視線がじっと彰人さんに注がれた。

「里穂子さんを、私にいただけないでしょうか」

　その場の時が一瞬止まったような、そんな感覚に陥る。

　父も母も、彰人さんの顔をじっと見つめたまま、驚いた表情で静止している。

　彰人さんは真剣な表情でじっと両親の返答を待っていて、もう一度自分の喉がごくりと音を立てた。

「かっ……筧地所の社長さんが、うちの、うちの里穂子と……!?」

「あのっ、なにかの間違いではないのですか!?」

　両親共に彰人さんの言葉が信じられないといった調子で、さらに動揺を露わにする。

「間違いではありません。里穂子さんと出会い、真剣に交際してきました。私が、はじめて幸せにしたいと思えた女性です」

　結婚を許してもらうための嘘の言葉だとは頭ではよくわかっている。だけど、意識とは別に心臓は早鐘を打ちはじめる。

　彰人さんに嘘ではないこんな言葉をかけられた女性は、果たしてどんな気持ちになるのだろう。

　それを望む女性が多くいることはよく知っている。

「うちの娘と、筧さんのような方が一緒になっても、ご迷惑しかおかけしないと思うのですが……うちは、ご覧の通りごくごく普通の家庭で、家柄もなにも」

　困ったように言葉を紡ぐ父に、彰人さんは「お父様」と話を止める。

「ご心配は、重々承知の上です。私と一緒になった暁には、苦労をかけることもあるかもしれません。しかし、どんなことからも里穂子さんを必ず守り、生涯幸せにすると誓います」

　この言葉を、本当に愛してくれた人が言ってくれたのなら、私はどんなに幸せだろう……。

　高鳴る鼓動の中でそんなことを思いながら、両親と彰人さんを見守る。

「り、里穂子は……どうなんだ。筧さんと、生涯添い遂げる覚悟はあるのか」

　父はこちらに目を向け、これまで黙っていた私に問いかける。

　彰人さんとの契約を守るため、意を決して口を開いた。

「はい。そばで、支えていきたいと思ってます」

　自分の発言が動悸の激しさに拍車をかける。

　ドッドッと規則的な心臓の音を聞きながら、確認するようにとなりの彰人さんに目を向けた。

　私の視線に気づいた彰人さんは、柔和な微笑を浮かべて見せる。

　微笑み合った私たちへ、父が「筧さん」と声をかけた。

「里穂子は、私たちにとって大切な娘です。どうか里穂子を……幸せにしてやってください」

　両親の真剣な眼差しを受け、彰人さんは迷いなく「はい」と答える。

「必ず、約束します」

　はっきりとそう言った彼の声に、胸が疼くのを感じた。




　実家を出て再び車に乗り込んだのは十七時過ぎ。

　車はどこかに向かってゆっくりと走り出す。

「ありがとうございました。なんか、すみませんでした、長くなってしまい……疲れましたよね」

　緊張の挨拶を終えると、両親は一緒に食事をしようと支度を始めた。

　母の手料理をはじめ、普段は頼まない近くの高級鮨すし屋から出前寿司を取り寄せたりして、うちにしては華やかな食事の席が用意された。

　初めは緊張していた両親も、次第に彰人さんと打ち解け、楽しそうに話していた。

「いや、そんなことはない。すごく楽しい時間だった。受け入れてもらえたようで、うれしかった」

「そう言ってもらえると、私もうれしいです」

「素敵なご両親だな。あのご両親のもと、生まれ育ったのが里穂子だというのはすごく納得がいく」

「えっ、そうなんですか？」

「話していればわかる。愛情深くて、君が大切にされてきたことも」

　改まってこんな言葉をかけられると、なんだか恥ずかしい。

　両親のことを、親子関係を、そんなふうに感じてもらえたことは照れるけれどやっぱりうれしく思えた。

「これで、心置きなく里穂子を妻として迎えられる」

　その言葉に不覚にもどきりとしたものの、婚姻関係を結ぶとなるとうちの両親の許しだけでは成り立たないと気づく。

「あの、でも……彰人さんのご両親には？」

　そう訊いてみると、彰人さんの表情から色が消える。気のせいかと思ったものの、やっぱりほんの数秒間無表情だった。

「前に話した、同行してもらいたいというパーティーに、きっと両親も顔を出すと思うんだ。そのときに、里穂子のことは紹介しようと思っている」

「そうなんですか」

　彰人さんが発する空気から、なにか私にはわからない複雑な事情があるのだろうと察する。深く訊いてはいけない気がして、「わかりました」と話を終わらせた。

　空港に向かうと思っていた車は、来た道から逸れて走行していく。

　どこかに寄るのだろうかと思っているうち、車は白浜町の高台にあるホテルへと入っていった。

　ちょうど、私が大学進学で上京する頃にできた会員制ホテル。

　普通の人が泊まれるホテルではないと、当時地元でも話題になった。

　ここも、筧地所グループが作った施設なの……？

　高く大きなアイアンの門が開け放たれた入り口を通り、ホテルエントランス前の車寄せまではカーブを描くように車が走っていく。

　車が停車し運転手が降りていくと同時に、エントランスからホテル関係者と思われるスーツの数人が揃って出てきた。

　開けられたドアから出た彰人さんが、私へ手を差し伸べる。

　手を引かれホテルエントランスに向かっていく途中、出てきたスーツの数人が出迎え、「社長、お待ちしておりました」と歓迎する。

　そのままそのうちのひとりに先導され、ホテル内を客室へと案内された。

「なにかありましたらお申し付けください」

　ホテルスタッフは「ごゆっくりお過ごしください」と、部屋の入り口扉の向こうへ消えて行った。

「ここ、会員制ホテルなんですよね？　開発当時、地元でも話題になりました」

「この辺りは海も綺麗で、もっと観光地として栄えるべきだと思うんだ。だから、開発の計画が持ち上がった」

　この会員制ホテルのほか、周辺にはカフェやレストランなどが入る商業施設が同時に開発された。

　観光客向けの施設だったけれど、当時オシャレなスポットができたと地元の人間もこぞって訪れた。

　私もそのうちのひとりで、友人とカフェに行ったりしたことがあった。

　オシャレで都会的な施設が、気分をワクワクさせてくれたのを今でも覚えている。

「今日は、泊まる予定だったんですね？」

　彰人さんに続いて、入り口から部屋の奥へと入っていく。

　客室と思われるドアが開かれると、思わず「わっ……」と声を上げてしまった。

　広いリビングルーム、そして、奥全面に広がるガラス窓からは、海を望む巨大なプールらしきものが見える。

「すごいお部屋ですね……」

　さすが会員制ホテルだ。

　貸し切りプールがついているホテルの一室なんて聞いたことがない。

「プール……ですか？」

「いや、これは温泉で、一見プールだが、スパみたいなものだな」

「スパ……！　すごい」

　窓まで近付いてみると、湯舟が向こうに見える海とつながっているように見える。

　海を望む絶景に、プライベートなスパ。

　こんな贅ぜい沢たくなホテルに泊まれるなんて、夢みたいだ。

　窓の外を眺めている私を、前触れなく彰人さんが背後から抱きしめる。

　急なことに「あっ」と声が漏れた。

「一緒に入るか」

「えっ、い、一緒に、ですか？」

　途端にバクバクと心臓が鳴りはじめる。

　私が動揺していることに気づいている彰人さんは、背後から包み込むようにしている私の頬に唇を近付けた。

「ごめん。喜ぶ里穂子がかわいすぎて、つい」

　クスクスと笑う彰人さんは、喜んだり照れたり忙しい私の様子がおかしかったのかもしれない。

「とりあえず、疲れただろうから少し休んで」

　そう言ってまたクスッと笑い腕を解いた。




　実家で食事をしてお腹は空いていなかったから、夕食は特に食べずにゆっくり過ごした。

　プールサイズの贅沢な貸し切り温泉には絶対入っておきたくて、ホテルで用意されている水着を借りて彰人さんと一緒に入った。

　彰人さんは三十分程度で満足して先に出ていってしまったけれど、私は飽きずにしばらくひとりスパを堪能していた。

　空の下、海をぼんやり眺めながら、じっくりと体を温める。

　都会では味わえない非日常は最高の癒しだ。

　あまりにゆっくり入りすぎて、途中彰人さんが様子を見にきたりもした。

　夕暮れから真っ暗になるまでスパを堪能し、上がるとすっかり肌がふやけていた。

　流れで入浴まで済ませ、髪を乾かし終わると、指先に目が留まる。

　ふやけてしわしわになっているのが珍しく、ずいぶんと浸かっていたのだと思うとおかしくてふふっと笑ってしまった。

「里穂子？」

「あ、彰人さん」

　様子を見にきてくれたのか、パウダールームに彰人さんが顔を出した。

　私がひとり笑っていたのをちょうど目撃したのか、「どうした？」と訊く。

「見てください、この指。しわっしわで、なんかおもしろくなっちゃって」

「ほんとだ。大分ふやけたな」

「ですよね。こんなふうになることって、普段ないから」

　それだけ堪能したということだと思うと、改めて感謝の気持ちでいっぱいになる。

「ありがとうございます。こんなになるまで入っていたいくらい、すごくいいスパでした。しかも貸し切りなんて、私にとっては夢のようです。たっぷり癒されました」

　大満足の気持ちを伝えると、彰人さんは「そうか」と言って私のふやけた指を取る。

　そして、躊ちゅう躇ちょなく指先に口付けた。

「彰人さん……？」

　手先にキスを落とす彰人さんの表情が艶っぽく美しくて、ドキッとしてしまう。

　その様子に釘付けになっていると、中指に唇を触れさせたままの彰人さんと視線がぶつかった。

「じゃあ、今度は俺が癒してもらおうかな」

「えっ」

　すでに彰人さんにドキドキしているのに、そんな言葉でさらに心臓が鳴りはじめる。

　彰人さんは「おいで」と言って私の手を引いていく。

　さっきとは部屋の照明も打って変わって、ダウン照明で薄暗く落ち着いた雰囲気にされている。

　リビングルームのとなりに位置するベッドルームへ向かい、彰人さんは私を広いベッドに腰かけさせた。

「里穂子……抱いてもいいか？」

　膝の上でもじもじさせていた手に視線を落としている私へ、彰人さんが横から囁くように尋ねてくる。

　驚いたように鳴りはじめた鼓動の中、顔を上げると傾けられた端整な顔が近付いてきて、やんわりと唇を塞がれた。

「っ、ん……」

　触れては離れを繰り返し、やがてキスは深まっていく。

　私の息が乱れてくると、彰人さんの薄い唇は顎のラインを下り、首筋を滑っていく。

「あっ、や、っ……」

　熱い吐息を感じ、舌で撫でられると、意思とは別に甘い声が漏れてしまう。

　ルームウエア越しに胸の膨らみに大きな手が触れ、びくんと体が跳ねた。

　瞑つむった瞼の裏で、過去の出来事がフラッシュバックする。

　ベッドに強く押さえつけられた手首。『大丈夫だから』と言って強引に広げられた脚。涙で揺れる目で見た、ベッドを離れていく背中……。

『できないとか、嘘だろ』

　吐き捨てるようなその言葉が、未だに耳の奥に残っているような気がした。

「里穂子……？」

「えっ……あ」

　目尻から涙がひと筋流れ落ち、こめかみを濡らす。

　気づかぬうちに涙を流していた私を見て、彰人さんは黙って横から抱き寄せる。

「ごめんなさい、私……」

「怖い？」

　急に泣き出したのを見て、怖いのではないかと思うのは当然のこと。

　でも、決して彰人さんが怖いわけではない。

「いえ、違うんです。怖くは、ないです」

　私を腕の中に包囲した彰人さんは、柔らかい表情のまま黙って次の言葉を待ってくれている。

「私……その、この先の、経験が未だになくて」

　付き合い同棲していた湯島くんとは、未遂のまま終わった。

　はじめてのことに戸惑い、恥ずかしがり、なにより不安だった私にお構いなしに、彼はひとつになろうと迫った。

　結局、私が怖がり拒否するような形になって、その場には微妙な空気が流れる結果となった。

　今思えば、あのことがすべての引き金になったのかもしれない。

「この歳になっても、知らないなんて、やっぱり引きますよね」

「なにを言ってるんだ、どこに引く要素がある？」

　隠してもどうせ知られてしまうことだろうと恥を忍んでそう告白したのに、彰人さんは微笑んで私をさらに抱き寄せる。ベッドの上で密着して抱き合う格好になった。

「俺はむしろ、その事実が相当喜ばしい」

「え……？」

「だってそれは、俺が最初で最後の男ってことになるわけだろう？」

　そんなふうに言われて、また新たな胸の高鳴りが始まる。

　男性はみんな、面倒くさがるものなのかと勝手に思っていた。

　彰人さんは私の額に触れるだけのキスを落とし、再び腕の中に閉じ込めた。

「ゆっくりでいい。こうしてるだけでも十分幸せだから」

　優しさと思いやりのある言葉に、また目に涙が浮かぶ。

「ありがとう、ございます」

　愛のない関係なのに、こんなふうに大切に、甘く優しく扱われたら、嫌でも気持ちが揺れ動いてしまう。どんどん好きになってしまう。

　いつかは終わりを迎える関係だとわかっているのに、ダメだとわかっているのに……。

　私のほうからも広い背中に腕を回し、しっかりと抱きしめ返した。




　両親への挨拶をした翌日、東京に戻るとすぐに婚姻届にサインを求められた。

　すでに彰人さんのサインの入った婚姻届を目の前にすると、本当にこの人が夫になるのかと信じられない気持ちが再び湧き起こった。

　自分の名前を書き込むことに、こんなに緊張したのはこれまでの人生ではじめてだった。

　でも、サインをする前に、私にはどうしても気がかりがひとつあった。

　それは、彰人さんのご両親に挨拶をする前に、婚姻届を提出していいものか、ということ。

　そんな不安と疑問を口にすると、彰人さんは『問題ない』と即答した。

　彰人さんのご両親には、彰人さんのほうから話をするからということで話はまとまり、ふたりが書き込んだ婚姻届は無事提出された。




　和歌山に行った翌週。

　今日は十八時には帰宅すると連絡をくれた彰人さん。間もなく十八時を迎えるという頃、玄関の扉が開いた。

「ただいま」

「おかえりなさい。どっ、どうしたんですか、その荷物！」

　玄関を入ってきた彰人さんが珍しく両手に紙袋をいくつも持っていて、慌てて手を出して受け取る。

　片手に五個以上、箱などが入った大きな紙袋を持っているから、玄関の扉に引っかかりそうだった。

「こんなに大荷物なら、駐車場までお迎えに行きますよ！　知らせてください」

「ありがとう。大丈夫だ。雪島が部屋まで運ぶと言っていたが、断ったんだ。俺から里穂子に届けると」

「そうなんですか……？」

　そんなふうに言われて、この大量の荷物はなんだろうと首をかしげたくなる。

「里穂子、来て」

　結局、私には数個しか紙袋を任せず、自分で大荷物を手にリビングへ入っていった彰人さんは、ソファーにその紙袋たちを並べ置いた。

「明日のパーティーに着ていくドレスや靴などを手配しておいたんだ。気に入るものがあればいいが、見てみてほしい」

「え、これすべて私のなんですか？」

　そう言われているのに、つい訊き直してしまう。

　彰人さんは私の想像のさらに上を行くから、いつも驚かされてばかりだ。

「ああ。好みのものがあればいいが、俺が里穂子に似合うだろうなと思ったものを用意した」

　彰人さんに「開けてみて」と言われ、端の紙袋から手に取る。紙袋に高級ブランドのロゴが入っているから、緊張で手が震えそうだ。

「では、失礼して……」

　服が箱に詰められているというのも初体験で、どこから開けるのか慎重に見ながらゆっくりと開けていく。

「そんなスピードで開けてたら時間かかるぞ？」

　私の様子を見た彰人さんは、ほんの少し口角を上げて意地悪くそんなことを言う。

「が、頑張ります！」

　スピードアップして並ぶ箱をどんどん開けていく。

　三人掛けのソファーだけでは足りず、ローテーブルやふたり掛けのソファーにまで衣装が並んだ。

「すごい……」

　並べただけでも圧巻の図。ドレスにパンプス、パーティーバッグなど、お店で選んでいるかのようだ。

「気に入ったのはあったか？」

「はい。どれも素敵ですが……」

「好きなのはなかったか？」

「いえ！　そんなことはないです。ただ……こんな素敵なドレス、私には……」

　せっかく用意してもらったのに、自分には〝似合わない〟なんて言いたくなかった。

　でも、本心ではそう思っている。

　なんでも分相応というものがある。

　どこかのご令嬢なら難なく着こなすだろうドレスも、私のような一般庶民には馬子にも衣装状態だ。

「私には？　ほら、着て見せてくれ」

　彰人さんはそばにあったドレスを一着手にし、私に差し出す。

「わかりました。着替えてきます」

　ドレスを預かり、自室へと引っ込む。

　ハリのあるブラックのサテン生地のドレスは、着たらふんわりとしたシルエットになるのだろう。

　きっと、私が購入する服とは値段の桁が違うであろうドレスだから、試着するためにファスナーを下げるだけで手が震えそうだ。

　慎重に試着を済ませ、クローゼットの扉を開けて内側の姿見で自分の姿を確認する。

　想像通り、ウエストラインからふんわりと綺麗な膨らみがひざ丈まで広がるブラックドレス。

　背中は大きく開いていて、こんなデザインは人生で一度も身に着けた経験がない。

　ドレスの華やかさと、それを着た私の平凡さ。ミスマッチすぎてやっぱり着こなすのは難しいと実感する。

　披露するのは気が引けるけれど、謝る気持ちでリビングに顔を出した。

「着られましたが……すみません、やっぱり、私にはハードルが高かったです」

　彰人さんがじっと私を見るのに耐えられなくて、視線を落とす。

　お腹の前で組んだ手をすり合わせている私を、近付いてきた彰人さんが両手を広げて引き寄せた。

　彰人さんの纏ういい香りにふわりと包まれる。

「すごく、似合ってる。思っていた通りだ」

「そんな……私などでは、ドレスに申し訳なくなります」

　素直な気持ちを口にすると、彰人さんはなぜだかクスッと笑う。

「なにを言ってるんだ。自分では気づいていないかもしれないが里穂子は素材がいいんだ。もっと自信を持ったほうがいい」

　彰人さんは腕を解き、私の額に口づける。

「ほかにも着て見せてくれ」

　そう言って、次のドレスを手に取った。




　翌日。

　出席するというパーティーは、十三時に会場入りの予定だと聞いていて、私は朝から落ち着かない気持ちでドレッサーの鏡と睨み合っていた。

　昨日は彰人さんに勧められて全部のドレスを試着したけれど、結局一番初めに着たドレスを着ていくことにした。

　ほかのものは、気に入らないなら処分して構わないとさらりと言われたけれど、とんでもない！と、クローゼットに仕舞って保管すると伝えた。

　だってそれはすべて、彰人さんが私のために選んでくれたもの。そう思うとなんだかうれしくて、ひとつひとつ大事にとっておきたいと思うのが自然だった。

　でも、メイクはどうすればいいのか。いつも通りのメイクでは、あのドレスを着たら顔だけこぢんまりとしてしまうことは間違いない。

　だからといって、華やかなメイクは普段しないし、どうすればいいのかよくわからない。

　今朝早く起きてよさそうなメイク動画を見たりしたけど、実践となるとうまくいくのか謎だ。

　それに、髪だってなんとかセットしなければならない。

　あのドレスに合った、パーティー仕様な髪型は、やっぱりアップスタイルだろうか……？

　部屋のドアがノックされ、「里穂子？」と彰人さんが顔を出す。

「はい。どうされましたか？」

「ちょっとおいで」

　そう言ってドア前からいなくなった彰人さんに首をかしげながらリビングに向かうと、パウダールームへと連れていかれる。

　そこにはいつの間にか来客がふたり。同世代くらいの見知らぬ男女だ。

　ふたりはパウダールーム内でいそいそとなにか支度をしている。並べているのは、プロが使用するメイク道具の数々だ。

「あの、これはいったい……？」

「里穂子の魅力を引き出してもらおうと思って、プロに来てもらった」

「えっ……」

「ドレスに申し訳ないなんて言っていたのを撤回してもらおうと思ってな」

　彰人さんはそんなことを言って端整な顔に微笑を浮かべる。

　私たちのやりとりを微笑ましそうに見守っていたヘアメイクアップアーティストのふたりが、私に向かって「よろしくお願いいたします」と丁寧に頭を下げた。

「こちらこそ！　よろしくお願いいたします」

「里穂子、ドレスに着替えてきて。そのほうがメイクも髪のセットも、彼らのイメージが湧くから」

「は、はい。わかりました」

　彰人さんに促され、急いで部屋に戻って今日着ていくドレスに着替えた。

　例えるなら、魔法をかけてもらったみたいと、そう言えばいいのだろうか。

　まさに、シンデレラが魔法使いにドレスアップの魔法をかけてもらったような、そんな気持ちになっていた。

「すごい……」

　プロのメイクは、普段自分ではなかなか意識しないような、艶を意識したハイライトを入れたり、目が大きく見える華やかなアイメイクを施してくれたり、細部にまで手が行き届いている。

　目もとは華やかに、リップも落ち着いたローズ系のカラーにしてもらった。

　髪型はフルアップですっきり、前髪も上げて顔を出すことで大人の女性らしい雰囲気が少しは出たと思う。

　もとの素材は私だから、綺麗、とは言えないかもしれない。

　でも、確実に別人だし、プロのヘアメイクに驚きょう愕がくする。

　私でもこんなふうに見違えるまでになるんだって……。

　自分の顔には自信がない。湯島くんと一緒にいた頃、険悪な雰囲気に陥ると決まって地味な顔立ちだと顔のことを言われていたからだ。

　それは今でも心の傷として残っているのかもしれない。

　ヘアメイクアップアーティストのふたりを見送り、支度が終わったことを知らせに彰人さんの書斎へと向かう。

　ヘアメイクが始まってから書斎にこもっていた彰人さんは、仕上がった私をまだ見ていない。

　少し緊張しながらドアをノックし「彰人さん、終わりました」と声をかけた。

　ドッドッと、やっぱり鼓動が高まる。

　すぐに向こうからドアが開き、対面した彰人さんが私をじっと見つめて微笑んだ。

「どう、ですかね……？」

「想像通り、思っていた通りだ。いや、それ以上かもしれない」

　手を取られ、優しく引き寄せられる。

「よく見せて」

　頬に手を添え、近距離から見つめられたらどこを見たらいいのかわからない。

　泳がせた視線を捉えられ、不意に見つめ合ってしまった。

「里穂子」

　囁くように名前を口にした彰人さんの唇が、触れるほど接近する。あっと思ったときには柔らかい感触に唇が包まれていた。

　触れてはわずかに離れ、角度を変えて再び触れ合う。

　顔が熱くなってきて困りはじめたとき、彰人さんは少し浮かせた唇から「悪い」と呟いた。

「これ以上したら、せっかくのメイクが崩れるな」

「あ……」

　たしかに、輪郭を取って綺麗に塗ってもらったリップがよれてしまうかもしれない。

「この続きは、帰ってきてからじっくりな」

　私の赤面に拍車をかけるそんな言葉を耳打ちし、彰人さんは「着替えてくる」と書斎を出ていった。




　今日は、『ジュエリーミカサ』の創業五十周年を記念したパーティーだという。

　ジュエリーミカサは、一九七三年創業の宝飾品総合企業。誰でも一度はその名を耳にしたり、街角で店舗を見たことはあるだろう。

　筧地所は、ジュエリーミカサの創業時、本社兼本店を構える際に大きく関わりを持ったと聞かされた。彰人さんの祖父の時代の話だ。

　雪島さんの迎えで、都内屈指の老舗ホテルへと向かう。

　そのホテルの大広間を貸し切り、創業五十周年の記念パーティーが行われる。

　ホテルのエントランス前の車寄せで車が停車し、雪島さんが後部座席のドアを開けてくれる。

「すみません、ありがとうございます」

　挨拶をして降車し、あとに続いて彰人さんが降りてきた。

「社長、お帰りの予定は」

「ひと通り挨拶はするが、二時間もいないと思う」

「かしこまりました。では、そばで待機しておりますので、会場を出られる際にご連絡ください」

　雪島さんは「いってらっしゃいませ」と一礼し、再び運転席に乗り込んだ。

　エントランス周辺には、これからパーティーに参加すると思しき装いの人々があちこちにいる。

　男性はフォーマルスーツに身を包み、女性はアフタヌーンドレスやカクテルドレスに身に包む。どの人を見ても衣装に着られている人なんていなくて、フォーマルな装いに慣れた立ち振る舞いだ。

　本当に私がついてきてしまってよかったのだろうかと不安になりかけたとき、彰人さんが「里穂子、おいで」と私の手を取った。

「は、はい」

　彰人さんは私の手を、自分の腕に掴まるように持っていく。慣れないことで彰人さんのスーツに触れた手が落ち着かない。

　ちらりと横を見上げると、今日は額を出したアップバングにきっちりとヘアセットした彰人さんの涼しげな表情が目に映る。

　パーティー仕様な彼は、普段に増して周囲の人々の視線を釘付けにしている。なにか特別なオーラを放っているのは間違いない。

　そんな視線を奪う彰人さんの腕に掴まっているのが私というのが、どうもやっぱり落ち着かない。

　豪華なドレスを身に着けても、プロのヘアメイクを施してもらっていても、一般庶民として生きてきた人生はどうしたって滲にじみ出るもの。

　こうして歩いているだけでも、ヒールの高いパンプスでは足もとが覚束ないし、きっと、見る人が見れば慣れていないのもわかるし、隠しきれていない。

　彰人さんに連れられ、ホテルのエントランスを入っていく。

　彰人さんが現れればその周囲はざわつき、自然と注目が集まる。特に女性からの熱い視線が多く、ついでに私へ向けられる〝一緒にいるのは誰？〟という疑問と批判の目に背筋がピンと伸びた。

　会場は大規模な結婚披露宴などで使われる、ホテルの一番大きい広間。受付周辺にはスタンドの祝い花が多く飾られ、知っている著名人の名前も多くあり、ついじろじろ見つめてしまった。

「おめでとうございます。本日はお招きいただきありがとうございます」

　彰人さんが慣れた様子で受付を済ませ、会場内へとエスコートされていく。

　ちょうど正面中央の壇上には、ジュエリーミカサの企業モデルを務める女優が立ち、多くのメディアのフラッシュを浴びていた。

「筧社長、ご無沙汰しております！」

　会場入りしてすぐ、どこからともなく次々と彰人さんへ挨拶をしに人々が代わる代わる押しかける。

　そのたびに彰人さんは足を止め丁寧に対応していて、その堂々とした余裕のある姿に気づけば横にいて見み惚とれてしまっていた。

　挨拶に訪れた人々は必ず一緒にいる私へ目を向け、そのたびに彰人さんが「妻です」と紹介する。

　内心どきりとして、妻なんて紹介されることにやっぱり自信は持てないけれど、見た目だけでも取り繕うと必死に胸を張って常に背筋を伸ばしていた。

　ビジネスの場において、彰人さんにどれだけ人脈があり、多くの仕事を手掛けているのか、その偉大さを第三者との関わりを前にして思い知る。

　一緒に生活するようになって、一番初めに感じた雲の上の人という感覚は、ほんの少しだけ薄れてきていた気がしていた。

　だけど、それはやっぱり錯覚で、初めに感じた住む世界の違う人というのが正しかったようだ。

「疲れてないか？」

　会場での挨拶がひと段落すると、彰人さんはドリンクサービスからスパークリングワインを取って私に差し出す。

「すみません、ありがとうございます。はい、大丈夫です」

　気を張っているけれど、そこまで疲れてはいない。もしかしたら、緊張が解けたらあとで一気に疲れを感じるかもしれないけれど。

「もう少しで帰ろうと思ってる。まだ大丈夫か？」

「はい。大丈夫です」

　しばらくなにも口にしていなかった乾いた喉にスパークリングワインを流し込む。フルーティーで爽やかな炭酸がすごくおいしく感じる。

「おいしいです。私、スパークリングワイン好きで」

「そうか。少し休んだら――」

「彰人さん」

　そんなときだった。彰人さんの声を遮るように、近くで彼を呼ぶ声がし、慌ててグラスを下ろす。

　その声に振り向くと、そこには、ブラックのタイトなドレスに身を包んだすらりとした長身の女性が立っていた。

　年の頃にしたら、私の両親と同年代かと思われる。しかし、肌は皺もなく美しいし、髪にも艶やボリュームがあるから実年齢よりも間違いなく若く見えるのだ。

　女性はゆっくりとこちらに近付いてくる。

　長そうな黒髪はフルアップにして綺麗にまとめられていて、皺がなくぴんと張った白い肌に釘付けになった。

　ハッとして慌てて頭を下げる。

「ご無沙汰しております。会長は」

「一緒よ。ほら、そこに」

　彰人さんと女性のやりとりを聞いて、どきりと緊張で鼓動が高鳴った。そのやりとりで、女性が彰人さんのお母様だと知る。

　お義か母あ様は振り返り、視線を投げる。その先には、彰人さんのお義と父う様と思わしき人と話している姿が見えた。

「彰人さん、そちらの方は？」

　お義母様から問われ、お腹の前で組んだ手の中でジワリと汗をかく。

　頭を下げた私の背に、彰人さんがそっと触れる。

　そんなタイミングで「おお、彰人」と、向こうから話を終えたお義父様が合流した。

　彰人さんと同じ、すらりとした長身にスーツがよく似合う背格好のお義父様は、白髪混じりの髪をきっちりとオールバックにセットし、ビシッときまっている。

　私の先入観ではなく、人とは違う特別なオーラを発している。きっと、背負ってきたものの重さがその立ち姿に現れているのだ。

「今日は、報告するつもりでいたので、お会いできてちょうどよかった」

「報告……？」

　お義母様の表情に緊張が走る。じっと彰人さんを見つめる目が鋭く真剣で、咄嗟に見なかったことにしようと視線を落とした。

「ええ。少し前に、彼女と入籍しました。神田里穂子さんです」

「なんですって？　入籍？」

「はい。彼女のご両親にもお会いし、お許しをいただけましたので」

　お義母様は彰人さんを見つめたまま、固まっている。どれだけ衝撃的だったのか、その表情で一目瞭然だ。

　私の動悸も、張り詰めた緊張感と共にどんどん大きく早くなっていく。

「そうか。このような場ではなく、もっと早く知らせてほしかった。おめでとう」

「ありがとうございます」

　お義父様のほうはその場ですんなりと入籍の報告を受け入れてくれ、お義母様とは真逆の対応に内心動揺する。

「これでもう、相手を見つけていただく必要もなくなりましたので。これまでご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

「私はそんな話、聞いてないわ！」

　お義母様の言葉で、その場の空気に緊張が走る。

　胸がぐっと圧迫されるような感覚を覚え、無意識に呼吸を止めていた。

　張り詰めた空気を落ち着かせるように、お義父様が「まあまあ」と口を開いた。

「一生独身を貫くつもりかと思っていたが、よかった。ここまで拒否するのは、もしや女性に興味がないのかと心配したものだ」

　お義父様は張り詰めた空気を気にもせず、冗談混じりに言って少し笑う。

「身を固めたほうが、仕事でもさらに成功する。人からの信頼も得られるだろう」

「はい、ありがとうございます。今後とも、ご指導ください」

　お義父様の目が、私へと向く。アーモンド型の奥二重の瞳は、彰人さんが譲り受けたものと同じだ。

「里穂子さん、近々改めて食事でもしましょう」

「は、はい！　どうぞ、よろしくお願いいたします」

　彰人さんは、頭を下げたままの私に「行こう」と背に触れる。

「では、また改めて。失礼します」

　彰人さんに連れられ、ご両親の前から離れていく。

　怖くて確認はできなかったけれど、背中に鋭い視線が突き刺さっているような、そんな気がしていた。




　雪島さんの送りで彰人さんと共にマンションに帰宅したのは、間もなく十六時半を迎える頃だった。

「彰人さん、なにか飲みますか？　お茶でも淹れようかと」

　帰宅してすぐ、キッチンに立つ。

「ありがとう。なんでもいいよ、里穂子と同じで」

「わかりました。紅茶でもいいですか？」

「ああ、かまわない」

　お湯を沸かし、紅茶の用意を始める。茶葉の缶からティーポットに葉を入れ、沸いたお湯を注いだ。

　すぐにアールグレイのいい香りが立ち上る。

　あまりに苦みが出ないように少し蒸らして二分後、用意しておいたティーセットに紅茶を注いだ。

「お待たせしました」

　リビングのソファーにかけている彰人さんのもとへ紅茶を運ぶ。

「ありがとう」

　そう言った彰人さんは「おいで」と私に向かって手を伸ばした。

「あ、はい」

　慌てて紅茶をローテーブルに置き、差し出された手に自分の手を乗せる。

　彰人さんは掴んだ私の手を優しく引き、自分の座るとなりに座らせた。

　早速紅茶のカップを手に取り口にした彰人さんは、「うん、おいしい」と褒めてくれる。

　私もソーサーごと手に取り、「いただきます」と淹れたての紅茶を味わった。

　温かい紅茶を口にすると、なんだかホッと心が落ち着く。

　濃厚な今日一日に緊張しっぱなしだったのだと、心が解放された気分だった。

「今日はありがとう。気を張っていて疲れただろ？」

　気遣いの言葉をかけてもらい、自然と笑みがこぼれる。

「私が見たこともない華やかな世界を目のあたりにしたので、緊張して、実はほんの少し疲れましたけど、でも、大丈夫です。それ以上に、貴重な体験ができたので。こちらこそ、ありがとうございました」

　いい一日だったと振り返って、それで終わりにしたい。だけど、お義母様のことがずっと引っかかっている。

　私と入籍したと聞いたとき、その顔にははっきり受け入れられないと書いてあった。

　彰人さんとお義父様が話している間も、自分は認めないと言わんばかりにふたりを睨みつけていた。

　すっきりとしないまま、あの場を立ち去ってしまったけれど、今になっても心に引っかかって落ち着かない。

　紅茶をテーブルに戻し、姿勢を正した。

「あの、彰人さん……本当に、私でいいのでしょうか」

　不安を隠さず口にすると、彰人さんはカップをソーサーへと戻した。

「なぜ？」

「それは……お義母様の、様子が……」

　どこか言いにくい部分もある。

　そう口にした私の手を、彰人さんがそっと取った。

「気にしなくていい」

「でも」

「今まで十分、彼女の言うことは聞いてきた。ここを歩きなさいと、そう言われたところを踏み外さず進んできたんだ」

　淡々と話しているけれど、その言葉に彰人さんの苦悩や葛藤が込められているのを感じる。

　きっと、私なんかにはわからない親との関係があり、子どもの頃から多くの苦労をしてきたのだろう。

「だから、将来を歩む相手くらい、自分で決めたいと思っていた」

「彰人さん……」

　私は彼にお願いされた以上、その願いを叶かなえる手助けをする義務がある。

　彰人さんが、心から愛する人と人生を歩めるように、そのために私は今ここにいるんだ。

「ごめんなさい。なにも知らないのに、私……」

「里穂子が謝ることなんてなにもない。俺のほうこそ、君を巻き込んでしまった。今日は嫌な思いもさせたんだ」

「いえ！　私はただ、私と一緒になったと報告したことで、彰人さんの未来が悪い方向に行ってしまわないか不安になっただけです」

　そう説明した私を、彰人さんはふっと笑う。「なにを言ってるんだ？」と、横から私を抱きしめた。

「そんな心配無用だ。俺の未来は、俺が幸せだと思う道を選んで進んでいく」

「はい……。少しでも、そのお手伝いができたらと、思ってます」

　耳元でクスっと笑う気配を感じる。彰人さんは「ずいぶん他人行儀だな」とどこか責めるように言った。

「えっ、そういうわけでは……」

　なにか変なことを言ってしまったのかとどきりとする。そのタイミングで、紅茶を飲む前に着替えようと思っていたことを思い出した。

　彰人さんに誘われたから、そのままソファーに座ってしまったけど、ゆっくりする前に着替えようと思ってて……。

「あ、ごめんなさい、私」

　彰人さんの腕から離れ、ソファーを立ち上がる。

「休憩する前に、着替えようと思ってたのをすっかり忘れて。ドレスを傷めてはいけないので、先に着替えてきますね」

　断りを口にした私の手首を、引き留めるように彰人さんが掴む。

　何事かと目を丸くした私を、彰人さんが突然その場で横抱きに抱き上げた。

「うわっ」

　自分の典型的な驚き方に恥ずかしくなる。同時にお姫様抱っこで抱き上げられていることにも動揺する。

「あの、なにしてるんですか！　重いですから、下ろして」

「出かける前に約束しただろ？」

「ゃ、約束、ですか？」

「帰ってからじっくり、って……」

　メイクが崩れるからと、キスを途中で止めたあのときの彰人さんの艶っぽい表情がフラッシュバックする。

　思い出した途端に全身が熱くなってきて、心臓もドッドッと音を立てはじめた。

　彰人さんは軽い足取りで私を寝室へと運んでいき、ベッドの端にそっと下ろす。

　私を腰かけさせた横に座った彰人さんは、すぐに私をその胸に閉じ込めた。

「出かける前からずっと、早く帰って、里穂子とふたりきりの時間を過ごしたいと思っていた」

　耳元で彰人さんの低く艶やかな声が聞こえる。

　落ち着かない鼓動はますます高まっていき、こんなに密着していたら彰人さんに聞こえてしまいそうだ。

「今日はそればかり考えていた。里穂子が綺麗で、落ち着かなかった」

「そんなこと……。そんなふうには、一切見えませんでしたよ？　来賓の方との挨拶も、対応も、完璧でした」

「あれでも、結構必死に取り繕っていたが？　里穂子がとなりについて歩いているだけで、幸せで何度もにやけそうになった」

「それは……よかったです。となりにいた甲か斐いがあります」

　問題ない返答をしたはずなのに、彰人さんは私をゆっくりとベッドに倒し、なぜだか片手で頬を挟んでギュッと唇をつぶした。

「もしかして、まったく気づいてないのか？」

「ふぇ……？」

　唇がつぶれていて声が出せない。

　気づいてない、って……？

　訊くタイミングもなく、彰人さんは独り言のように「まぁ、いい」と言い、手を離した唇に口づけを落とした。

「今は、里穂子に触れたい」

　再びキスを落とした唇は、頬に触れ、耳に吐息を残し、首筋を降りていく。

「彰人、さんっ……」

　柔らかい唇の感触に、自分の意思とは別にぴくんと体が震える。

　彰人さんの大きな温かい手が肩を撫で、腕を下りていく。腕と体の間に入ってきた指先が、脇腹にあるワンピースのファスナーを見つけた。

　ゆっくりと下ろされていくファスナーに、思わず「彰人さん」と声をかけていた。

　彰人さんは黙ったまま微笑を浮かべ、また唇を重ねる。

「っ、っん……ん」

　舌が唇の隙間から入り込み、とろけるような口づけに意識を持っていかれる。そのうちに器用にワンピースが脱がされていき、いつの間にか下着姿となっていた。

「やだ、恥ずかしい、です」

　両手で胸もとを隠し、体をよじって脚も交差する。必死に隠してみても、ほとんど裸に違い下着姿は隠しきれるはずかない。

　私の様子に、彰人さんは体を起こし、ベッドサイドに手を伸ばす。

　照明のリモコンを掴んでベッドルームの明るさを落とした。

「これなら、恥ずかしくない？」

　煌々とした中では、やっぱり羞恥が押し寄せる。堂々と披露できるようなナイスバディでもないし、自信がない。

　だけど、このくらい暗くしてもらえれば少しはましだ。

　彰人さんは胸の前でクロスしていた私の手をそっと剥がしてベッドに貼りつける。そのまま背中に回した指先が下着のホックを外した。

「里穂子、綺麗だ」

　胸の膨らみに手を添え、唇が彷徨さまようように這っていく。

　彼の吐息と時折落とされるキスに、自然と甘ったるい声が漏れ出てしまい、自分でも驚いて口を押えた。

「少し……躊躇するな」

「え……？」

　少し体を起こし、私を見下ろす彰人さんは優しい笑みを浮かべる。

「こんなに美しい里穂子に、俺が触れてもいいものかと」

「彰人さん……」

　そんなこと言われたことはもちろんはじめてで、きゅっと胸が締め付けられる。

「私は……彰人さんにしか、触れてほしくないです」

　考える間もなくそう言葉が出ていて、自分でもハッと驚いた。

「里穂子……そんなこと言われたら、止められなくなるだろ」

　スーツのジャケットを脱ぎ捨て、ネクタイを鷲掴みにして解く姿に鼓動は暴走していく。

　彼の一挙一動にこんなに胸を高鳴らせて、触れられることにも喜びを感じてしまっている。

　彰人さんと私の関係は、あくまで偽装のもの。それなのに、気持ちが大きく揺れ動いてしまっていることにこんな時に気づいてしまった。

　感情を入れてはいけない、好きになっては自分が後で傷付く。そうわかっているのに、気持ちは葛藤する私を置いてどんどん先に進んでいってしまう。

　彰人さんが、好き。

　キスの雨が降り注ぐ中、はっきりと心の中でそう呟いていた。










８、身も心も結ばれて




「えっ？　今から、ですか？」

《ああ。もうマンションの下だ。なにも知らせず急で悪いが、大丈夫か？》

　パーティーへの出席から、ちょうど一週間。時刻は間もなく十一時半になる。

　突然の彰人さんからの着信に応じると、『今から連れて行きたいところがある』と、急な申し出。

　今から、夕飯メニューの買い出し含めスーパーマーケットに出かけようと思っていたところだった。

「大丈夫ですけど、どうしたんですか？」

《どうってことはない。午後からオフになって、明日も午前中まで時間が取れたから、今日しかないと思ったんだ。思い立ったが吉日って、言うだろ？》

　そんな話をしているうちに、玄関のドアが開く音がする。

　本当に帰ってきたんだと思いながら玄関に迎えに出た。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　彰人さんは出てきた私をすぐに両手で抱きしめる。帰宅するといつもお決まりのようにそうしてくれるのだ。

「あの、出かけるというのは、どのような場所に？」

「食事をして、滞在先で宿泊する」

　出かけるにあたってはどのような服装がいいかわからず、行き先を伺う。食事をして泊まるということは、ホテルの可能性が高い。

「ドレスコードか？」

「あ……さすが、お見通しですね」

　私の考えていたことをすぐに察したらしい彰人さんは、「おいで」と私を連れて私のクローゼットへと向かう。

　ここに引っ越してきてから、自分の私服を数着買い足したものの、クローゼットの半分を占めるのは彰人さんが用意してくれたドレスたちだ。

　普段は出番のないドレスたちは、クローゼットの中で静かにそのときを待っている。

「そうだな……それとかどうだ。以前、試着したときにこれもいいなと思ったんだ」

　彰人さんが手にしたのは、ブラックのイヴニングドレス。

　肩を出す大胆なワンショルダーデザインで、足首までＡラインで落ちるシックなワンピースタイプ。

　ドレス表面はチュールが重なり、グリッターが施されていて華やかさも忘れないデザインだ。

「素敵でしたよね、このドレスも」

「ああ、今日は着てくれるか？」

「はい。では、用意してきますね。ほかの支度も少しかかるので、三十分ほど時間をください」

　支度する時間を少しもらい、早速クローゼットからお目当てのドレスを手に取った。




　彰人さんの運転する車でマンションを出たのは十二時過ぎ。向かった先は、羽田空港。そしてやっぱり、向かった先はプライベートジェット専用のゲート。

　二度目だけど、初回とたいして変わらない緊張状態で搭乗する。

　今日はこの間座った席ではなく、奥のソファー席に案内される。

「フライト時間がこの間より長いんだ」

「そうなんですか？」

　ソファーに腰かけながら彰人さんが言う。

　出がけに、パスポートを持って出るように言われた。国外のようだけど、目的地は聞いていない。

　海外に行くなんて私の中ではかなり大きな出来事だけど、プライベートジェットを所有している彰人さんにとっては、日常的なことなのかもしれない。

「だから、映画でも観て、なんなら昼寝でもすればいい」

「あ、はい。あの、今からの目的地でも、この前のパーティーのように妻として振る舞うのでしょうか……？」

「ああ、そんなところだ」

　行き先の詳細はまだ告げられていないけれど、この間の和歌山へのフライトよりもっと遠くへ向かうことは間違いないようだ。

　映画を観て、昼寝までする時間があるなんて、どの辺りまで向かうのだろうか？

　そんな疑問を抱いているうち、ジェット機は羽田空港の滑走路から飛び立った。

　長時間の移動だと聞いて、ドレスは到着してから着替えることにした。機内では観たかった映画をのんびり鑑賞することに。

　映画を観ている時間、となりに座る彰人さんは私の手を握ったり、肩を貸してくれたり、頭を撫でてくれたり。そばで触れ合っているのが温かくて、時折うとうととしはじめてしまう始末。

　こんなふうに愛いとしい相手のように扱われると、高鳴る鼓動は一向に落ち着かない。

　だけど、それは私だけの一方的な感情。いくら気持ちを募らせても、彰人さんに好きになってもらえることはない。

　切ない気持ちを噛みしめているうち、いつの間にか自分でも気づかぬうちに夢の世界へと旅立っていた。

　次に意識が戻ってきたのは、頬をつんつんと突かれるのを感じて。眠っていたことにも気づいていなかった私は、「あれ？」と寝ぼけた状態で彰人さんと顔を合わせた。

「よく眠っていたな」

「私……寝ちゃってましたか」

　一緒に映画鑑賞をしていたのに、勝手に眠るなんて失礼すぎる。しかも、私が観たいと希望したものを観ていたのにだ。

「ごめんなさい。せっかくの映画が」

「謝ることなんてなにもない。眠れるときに寝たほうがいいと、いつも言ってるだろう」

　彰人さんがいつもこう言ってくれるのは、私の睡眠を気にしてくれていることともうひとつ。自分自身が隙間時間に仮眠をとることが多いからだと以前言っていた。

　多忙を極める彰人さんは、不規則な生活になってしまうことも多い。もともとショートスリーパーで、睡眠時間は平均して四時間程度だと言っていた。

　もっと眠れないときは、移動時間などの隙間時間に、数十分ほどの短い時間で仮眠をとるという。

　だから、私が今のように眠ってしまっても不機嫌にもならないらしい。

「むしろ、となりにいて自然と眠ってくれるのはうれしいよ」

「え……？　なんでですか？」

「だって、眠れるくらい落ち着いた気持ちで、安心してるって証拠だと思うから」

　そんなふうに言ってもらえて、トクンと鼓動が音を鳴らす。

　たしかに、自分でも気づかないうちに眠っていた。居心地が悪かったら、眠ることなんてできないだろう。

「前よりは、心を許してくれてるのかなって、そう思ったらうれしいだろ？」

「彰人さんって、優しいですね」

「なんだ、今頃気づいたのか？」

「え、いや、違いますよ！　いつも思ってますけど、今も思ったから」

　そう弁解すると、彰人さんはわざと一瞬私を睨み、そして一気に顔を近付けチュッと軽い口づけを落とす。「ならよろしい」とふざけた口調で言って、ふたりでくすくすと笑い合った。

「里穂子、そろそろだ。外を見て」

「え……？　あれ、もう真っ暗！」

　窓の外がいつの間にか暗闇となっていて、慌てて腕時計に目を落とす。

　驚くことにもう十九時を回ろうとしていて、搭乗してからすでに六時間以上が経過していた。

　窓から外を覗いて、目を疑う。

「嘘、ここって……」

　国内では見られない夜景に息を呑む。

「シンガポールだ」

「シンガポール……」

　呆然として、思わずオウム返ししてしまう。

　シンガポールの夜景は、テレビやＳＮＳで見たことがある。

　カラフルに都市が輝くのは、日本では見られない格別の光景だ。

「すごい……綺麗」

「今ちょうど見えている、ホテルのふもとにある広い屋根がライトアップされている辺り、ショッピングモールなんだ」

「あ、わかります。あの大きい」

「その辺りの開発を、数年前に我が社が手がけた。周辺のホテルと一緒にな」

　この素晴らしいネオンの中に、彰人さんが関わった場所がある。

　かつては閑散としていた街だったが、今では多くの旅行客が訪れ、一大観光スポットとなっていると聞いたことがある。

　どれだけすごいことかなんてわからないけれど、その偉大な影響力を前に自然と鳥肌が立っていた。

「すごい……」

　もう言葉が出てこなくて、窓の外に釘付けになることしかできない。

　となりにいる彰人さんがかすかに笑った気配がした。

「すみません、なんか感動がすごくて、うまく言葉が。でも、すごいです！　やっぱりすごい方です」

「〝すごい〟の乱用だな」

「だって、本当のことだから！」

　語彙力のない私に呆あきれたような彰人さんだったけれど、「ありがとう」と言って腰に手を回してくる。

　改めて自分はとんでもない人のそばにいるのだと、眼下に広がる色鮮やかなきらめきを目にしながら思っていた。




　チャンギ国際空港に着陸をし、迎えの車に乗って向かった先は、ホテルの最上階にあるレストラン。時刻は現地時間で十八時を回ったところだ。

　六十七階最上階にあるというのも国内では味わえない高さで、レストランフロアに入るとそのダイナミックな景色にまた目を奪われた。

　天井の高いフロア一辺がガラス張りで、どの客席からも輝く夜景が望めるからだ。

　窓際の特等席に案内され、彰人さんと向かい合って席につく。

　彰人さんがスタッフに英語でオーダーすると、すぐテーブルにワイングラスが運ばれてくる。

「里穂子はスパークリングワインが好きだと言っていたな」

「あ、はい」

　以前になにげない会話の中で言った私の情報。些さ細さいなことでもちゃんと覚えていてくれたことがうれしい。

「じゃあ、乾杯」

「はい、乾杯」

　しゅわしゅわと弾けるスパークリングワインをひと口いただく。

　そういえば、出かける前に今日しかないと言っていたけれど、シンガポールに来た目的はなんだったんだろう？

　私としては、彰人さんが携わったすごい功績も目のあたりにできたし、連れてきてもらえて大満足ではあるけど……。

　コースの料理が順に運ばれてくる。

　ミシュラン星をもつレストランの料理は、独創的で美しく、そして味は文句なしの絶品。

　ちりばめられた宝石の上に浮かんでいるような場所で、贅沢な料理に舌鼓を打つ。

　彰人さんに出会わなければ一生経験することもなく、むしろ、こんな世界があることすら知らないで人生が終わっていったに違いない。

　それがあたり前のことだと思うから、この貴重な一瞬一瞬を大切に胸に刻みたい。

「あの、彰人さん。今日、ここに来たのっていったい……？」

　最後のデザートが出てきたあと、気になって話を切り出してみる。

　彰人さんはほんのり微笑を浮かべ、どこからともなく出した小箱をすっとテーブルの上で差し出した。

「え……？」

　それは、黒いベロア素材のリングケース。

「開けてみて」

「はい……」

　手を伸ばし、リングケースを受け取る。上部をそっと開いてみると、目を見張るほど立派なダイヤモンドのリングが光り輝いていた。

「これは……エンゲージリング、ですか？」

「ああ、本物の」

　本物？

　どういうことだろうと、彰人さんを見つめる。彰人さんは真っすぐ真剣な目で私を見つめ返した。

「今までの話は、一旦なかったことにして聞いてほしい」

　和やかなディナーから一転、緊張した空気が流れる。

　鼓動が高鳴りを増してきて、彰人さんの真面目な表情に吸い込まれるように釘付けになった。

「俺と……正式に結婚してほしい」

「正式、に……？」

「里穂子、君が好きだ。愛してる」

　突然の展開に頭がついていかない。

　彰人さんを見つめたまま静止し、すぐに混乱して視線がテーブルの上や宙を落ち着きなく彷徨う。

「偽装の妻になってほしいとお願いした。でもそれは撤回させてほしい」

「撤回って、じゃあ……」

「正式に、偽装なんかではなく、妻になってほしいと君にプロポーズをしている」

　これは夢を見ているのではないだろうか。

　さっきの眠りから、まだ実は目が醒めていなくて、都合のいい夢を見ているのではないだろうか。

　信じられなくてそんなことを考えている。

「そばにいるうちに、自分でも不思議なくらい君に惹かれていた。いつも、ふとしたときに考えるのは里穂子のことで、最近は仕事か里穂子のことしか考えていない」

　そう言った彰人さんはクスッと笑い、「頭がいっぱいになるなんて、まるで初恋だな」と付け加えた。

「惹かれる、なんて……そんなふうに言ってもらえるようなこと、私にはなにも」

「挙げたらきりがないが、信じられないならいくらでも挙げてもいい。かわいらしいところ、自分の魅力に気づいていないところ、真面目なところ、人を気遣え、困っている人にはすぐ手を差し伸べられるところ――」

　彰人さんは次々と私に惹かれたところを挙げていく。聞いていて恥ずかしくなってきて、「も、もう大丈夫です！」と、おしまいにしてもらった。

　思いっきり赤面しているであろう私を、彰人さんはふっと笑う。

「離婚前提なんて、よくも言えたと、あのときの自分に言ってやりたい。撤回させてほしい」

「えっ、あ、はい」

　勢い余って〝はい〟と返事をしてしまったけれど、彰人さんは本当に偽装も離婚前提も言わなかったことにしたいのだろうか。

　本当に……？

「当時は単に、庇ひ護ご欲よくを掻かき立てられて守ってやりたいと思って、自分の縁談話からも逃れられるという利点もあったから結婚を持ちかけた。けれど、今は心の底から里穂子のことが好きだ」

「彰人さん……」

「でも、里穂子が俺のことを受け入れられないと言うなら、潔く諦めなくてはならないかもしれない。でも、簡単にはきっと――」

「そっ、そんなこと、言うわけないじゃないですか！」

　とんでもないことを言う彰人さんの言葉を遮って言い返す。

　気づけば痛いほど鼓動が高鳴っていて、アドレナリンが大量に出ている。

　仕事の延長で頼まれ、偽装の妻という立場で彰人さんのそばに置いてもらってきた。

　気遣ってもらったり、優しかったり、時に甘かったり……だけどそれは全部、なんの感情も持ち合わせてないのだろうと思っていた。

　そう思わないと、どんどん彰人さんに惹かれていってしまいそうで、特別な好きという感情を抱いてしまったらいけないと、無意識に自分をコントロールしてきた。

　それなのに、こんなふうに想いを伝えられたら、自分の感情をもううまく制御できなくなりそうだ。

　身分が違う。彼は、私が好きになってはいけない人なのに……。

「私だって、そばに置いてもらって、彰人さんのこと……だけど、それはダメだから」

「ダメ？　なぜ」

　真っすぐな視線に射抜かれる。

「私などが、惹かれたり、好きになったりしてはいけない方だからです。身分が違いすぎる」

「そんなこと関係ない。君の前では、俺だってただの男だ」

　言い返された言葉にどきりと心臓がひと際大きく脈打つ。

　そんなこと言われたら、ごまかしていた気持ちがもう隠せなくなる。

「里穂子、好きだ」

　彰人さんを見つめたまま、気づけば目尻から涙がひと筋流れ落ちていた。

　一度流れはじめると、涙は左右の目から交互に落ちて止まらなくなる。

「ごめんなさい、私、泣くつもりでは……」

　私を見つめる彰人さんの顔が、心配そうなものに変化する。

　これは、決して負の感情から出る涙ではない。それを伝えたくて涙に濡れた顔に笑みを浮かべた。

「うれしくって……私が、彰人さんのそんな素敵な気持ちを、受け止めていいのかなって、戸惑いの涙で」

　そこまで言ったときには席を立った彰人さんが私のもとまで来ていて、腕を取られて抱きしめられていた。

「里穂子じゃなきゃダメなんだ」

　言葉じゃもう難しくて、返事は回した腕で彰人さんを抱きしめ返して伝える。

　泣いてしまった私を、彰人さんはその場で抱き上げる。

　足早にレストランを出て、そのまま向かったのはすぐ下の階に取っていたホテルのスイートルーム。

　普通だったらこんなふうに人目がある中で運ばれていたら、恥ずかしくて抗議のひと言も口にしている。

　だけど、今はそんな余裕すらなく、ただしっかり彰人さんの首に両手を回してしがみついているだけだ。

　部屋に入っていっても、彰人さんに足を止める気配はない。

　そのままベッドルームまで向かっていき、クイーンサイズのベッドになだれ込むようにして横になった。

「里穂子」

　私を呼んだ唇がキスを落とす。唇が塞がれるとすぐに舌を触れ合わせ、情熱的に互いを求めあった。

「彰人さん」

　ワンショルダードレスの空いたほうの肩へ、彰人さんが口づける。音を立ててキスを落とされ、無意識に甘い吐息が漏れていく。

　首筋や鎖骨を唇でなぞられながら、脇腹にあるファスナーが下ろされていった。

　器用にドレスを脱がせた彰人さんは、自分のストライプ柄のネクタイを掴んで緩める。早急に解く姿が高揚を露わにしていて、どきんと大きく心臓が動いた。

　スーツのジャケットもベストも脱ぎ捨て、シャツのボタンも外していく。

　見ているのが恥ずかしくなってきて、顔を両手で隠す。一緒に曲げた腕で胸もとも隠した。

「里穂子、隠さないで。もう全部知ってる」

　やんわりと腕を外して、彰人さんは胸もとに口づける。

　そこまで大きいとは言えないお椀型の膨らみに唇を滑らせ、幾度となくキスを降らせていく。

「っ、あ……っ、んあっ」

　たまにわずかにちくりと刺激があって、見下ろすと赤く痕が残されていた。目に映るその痣あざにさえうれしくて気持ちが昂たかぶる。

　手が胸もとから腹部を降りて、太腿を抱き上げられる。

　脚を開くことにやっぱり羞恥心があり、一瞬力が入ってしまった。

「里穂子、大丈夫」

　彰人さんの声が催眠術のようにすんなり効いて、脚の力を抜いて身を任せた。

「まだ怖い？」

「……いえ、怖くは、ないです。でも……ちゃんと、できるのかなって」

　そう答えながらも、彰人さんの悪戯な指先に甘ったるい声が勝手に出てしまう。

「うん、大丈夫。里穂子の体は、ちゃんと俺を受け入れられる準備は万端になっているから」

「本当、ですか……？」

「ああ。だけど、もっとよくしてからひとつになろう」

　彰人さんは私の体の隅々までを丁寧に愛撫し、脱力してしまうほどとろとろにさせていく。

　意識がふわふわとするほどひたすら啼き、恍惚としてしまった私の上に彰人さんが覆いかぶさる。

「里穂子……好きだ」

　その言葉が嘘偽りのない、彰人さんの気持ち。それがわかっただけでこんなに幸福な気持ちに包まれるなんて、知りもしなかった。

「彰人、さん……っ、あ――」

　この間のパーティーの夜は、私のトラウマや不安な気持ちを汲くみ取り、尊重して、最後までしないでくれた。

　不思議なことに、今日はあのときあった不安は感じない。

　むしろ、彼を受け入れたい、彰人さんとひとつになりたいという気持ちのほうがはるかに大きい。それは間違いなく、心のつながりがあるからだろう。

「里穂子」

　ゆっくりと私の中に入ってきながら、意識を遠ざけるように耳元で名前を囁く。

　はじめてのことで、まったく怖くないとは正直言い切れない。

　だけど、体が彰人さんの熱を受け入れるために、少しずつ柔軟に道を広げているのを感じる。

　ぴったりと体が密着すると、彰人さんは私へ口づけを落とした。

「ほら、大丈夫だった」

　ホッとする優しい声が聞こえる。

「よかった……」

　逞たくましい背中に両手を伸ばすと、彰人さんの背中はかすかに汗ばんでひんやりと冷たくなっていた。私を気遣って慎重に進めてくれたからかもしれない。

　そんな彼の気持ちがうれしくて、愛おしくて、温めるように手のひらで背中を撫でる。

「彰人さん……大好きです」

　自然と口から出た言葉に、彰人さんが柔和で幸せそうな笑みを見せてくれた。




＊＊＊




　枕に横になった頬にそっと手で触れる。

　安らかな寝息を聞きながら、伏せられた長い睫毛を見つめていた。

　思わずふっと笑みが溢れる。

　飽きずにいつまでだって見ていられる。そんなふうに思うのは、彼女のことが愛しくて仕方ないからだろう。

　自分でも不思議なほど、彼女をそばに置いてから感情が激しく動かされた。

　はじめは救いの手を差しのべたいという、ほんのわずかな好意だった。

　そして、それは自分のためでもあった。

　今思えば、はじまった関係は、彼女を助けながらも自分のために利用するような最低な思いつきだったのかもしれない。

　しかし、彼女と共にする時間が増えて、庇護欲は高まり、そしてこの手で彼女を幸せにしたいとはっきり思うようになっていた。

　それは、俺にはない彼女の持つ人柄に惹かれたことがなにより大きい。

　もっと彼女を知りたい、一番近くで見守りたいと、無意識に願っていたのだろう。

「里穂子……」

　眠る彼女の名を呼び、きめ細やかな肌を撫でる。さらりと流れてきた髪を、そっと耳にかけた。

　これからも彼女が、こんな風に安心した顔をしてぐっすり眠れるように、ずっと寄り添って守っていきたい。

　その誓いと共に、柔い頬にキスを落とした。










９、引き離される運命




　シンガポールから早半月。季節は梅雨を迎えていた。

　どんよりと空は暗く、細かく霧のような雨が降り続いている。

　高層階のガラス窓から外を眺めてみても、こういう日は靄もやがかかっているように遠くまで見ることはできない。

　一週間ほど前から、彰人さんは出張で九きゅう州しゅうのほうへ行っている。

　今年のはじめ、長なが崎さきにある有名観光施設を買収した筧地所が、五月から施設のリニューアルを本格始動した。

　現地に飛んだ彰人さんも多忙を極めているようで、一週間経った今もまだ帰宅していない。

　連絡は一日何度もくれるけれど、東京に戻ってくるほどの休暇は取れないようだ。

　スケジュールを見て戻れる時間があれば東京にも帰ってくると話してはいたけれど、きっと難しいのだろう。

　彰人さんと離れて一週間。

　考えてみれば、彰人さんと出会ってからこんなに長期間顔を合わせないことははじめてだ。

　会わなくても一日二日、それ以上の間が空くことはなかった。

　会いたいな……。

　シンガポールに連れていってもらった夜から、私たちは本物の夫婦としての時間を過ごしている。

　彰人さんの告白を受け、自分の気持ちをごまかさなくてもよくなると、知らぬ間に募らせていた想いが溢れるようだった。

　自分自身で無意識のうちに封印していた気持ちは、知らぬ間に大きく膨れ上がっていたのだと知った。

　彰人さんが出張中、私はひとりこのマンションで過ごしている。

　でも、ひとりだと食事にそこまで力を入れることもなく、簡単に済ませてしまうし、そこまで張り合いはない。

　時間はたっぷりあるから、家事は隅々まで滞りなく行えるけれど、それでも時間を持て余してしまうことがしばしば。

　やっぱり、新たに就職して仕事を始めるのもいいかもしれないと思いはじめている今日この頃だ。

　ぼんやりと雨に濡れる世界を眺めていたとき、インターフォンが広いリビングに鳴り響く。

　なにか荷物でも届いて、下のコンシェルジュから連絡が入ることは時々あるから、なんのためらいもなく呼び出しに応じる。

　しかし、それはコンシェルジュではなく、来客からの呼び出し。モニターをオンにしてみて、そこに映し出された姿に目を見張った。

　お義母様……？

　まさかの来客に、心拍が跳ね上がる。

　こちらの応答をエントランスで待っているお義母様に、急かされるような形で通話に応じた。

「お待たせしました」

　私の声を聞いたお義母様の表情は変わらず無のまま。緊張が高まる。

「あの、彰人さんは現在出張中でして、こちらには今――」

「知ってるわ」

　私の声を遮り、ぴしゃりと言い返される。

「今日は、あなたに話があって来たの。開けてちょうだい」

　彰人さんではなく、私に話があって訪問してきたというお義母様に、慌てて「わかりました！」と返事をしてエントランスを解錠する。

　画面の向こうからその姿が消えると、突然の展開にその場でおろおろしてしまった。

　あのパーティーのとき以来、彰人さんの都合もつかず改まった席で挨拶ができていないお義母様。その存在はずっと気がかりのまま、今日に至っていた。

　彰人さんが不在と知っている中、わざわざマンションを訪問して私に話があると言われ、落ち着いてはいられない。

　刻一刻と迫るお義母様の訪問に、慌ててキッチンに飛び込む。

　煎茶がいいのか、紅茶がいいのか。好みもわからずとりあえず両方出せるように支度をする。

　そんなことをしているうちに部屋前のインターフォンが鳴らされ、慌ててキッチンを出て玄関に向かった。

　お待たせしてはいけないと思い、急いでドアを開ける。

「こんにちは。お待たせしました！」

　とろみ素材のベージュのボウタイブラウスに、ブラックのミディアム丈フレアスカートを身に纏ったお義母様は、今日は胸下まである黒髪を下ろしている。

　私と直接対面しても無表情のまま、「お邪魔するわ」と玄関扉の内側に入った。

　来客用のスリッパを出しそびれていたことにすぐに気づき、冷や汗をかきながらスリッパを用意する。

「どうぞ、こちらです」

　先導してリビングへと向かい、ソファー席に案内した。

「今、お茶を用意させていただきます」

「いらないわ。お構いなく」

　煎茶か紅茶か、どちらがお好きか伺う前に提供を拒否される。

　それでも、なにも出さないわけにはいかないと思い、キッチンに入ろうとした背中に「かけてちょうだい」と声が刺さった。

　もしかしたら、急いでいるのかもしれない。用件だけ話して帰りたいのなら、お茶を出される時間も惜しいだろう。

　お義母様の声に従って、ソファーに腰を落ち着ける。

　改めて対面するのが、こうしてふたりきりのときだとは思いもしなかった。

　私が向かいにかけると、お義母様はじっと、私の顔を無表情のまま見つめた。

「あなたのことは調べさせてもらったわ」

　衝撃的なひと言目に、反応できないままお義母様の顔をじっと見つめる。

　調べた……？　それって、興信所かなにかで？

「私立大学を卒業後、松重不動産に入社、勤続五年。ご実家は和歌山のようね」

　本当に私の個人情報を入手したらしく、お義母様は表情ひとつ変えず私に問う。

　知らぬ間に調べられていたことに驚いて、私はそれに反応できない。

「会社の同僚と同棲していたようだけど、それがなぜ彰人とこういうことになるのかしらね？」

　だんだんと、言葉の端々にとげが出てくる。

　私は膝の上で組んだ手をギュッと握り、じっとお義母様を見つめる。

　お義母様のほうも目を逸らさず私を見つめ、再び口を開いた。

「単刀直入に言うわ。彰人と別れてちょうだい」

　お義母様の姿をインターフォンの応答画面で見たときから、たぶんきっとそんな話をしにきたのだろうと頭のどこかでは薄々勘付いていた。

　でも、いざそんな言葉をかけられると返す言葉が見つからない。

「どうしてこんな話をわざわざ私がしにくるのか、あなたも大学を出るくらいの頭があればわかるでしょう？　あなたじゃ無理なのよ、彰人の妻を務めるのは」

　はっきりと〝無理〟と言われ、ますます言葉が出てこない。

　私では務まらない。お義母様がそう言うのは、どうすることもできない生い立ち、身分差のことだろう。

　それは私もずっと引っかかっていたことだ。

「彰人はね、その辺の男性とはわけが違うのよ。生い立ちだって、これまでの功績だって、筧地所の命運を握る人間なのよ。背負っているものが違うの」

「はい……重々、承知しています」

　やっと出せた声は蚊の鳴くような声で弱弱しい。

　お義母様は顔色ひとつ変えず、厳しい視線で私を見つめた。

「社長夫人、会長夫人になるような女性はね、生まれた瞬間からもう決まっているようなものなのよ？　家柄がよくて、きちんとした教養を身に着け、もちろん立ち姿も美しくて」

　自分を完全に否定されたようで、また声が出せなくなる。

　それはわかっていたこと。

　私が彰人さんのとなりに立つことは、やっぱりどうしたって認めてもらえないこと。

　もうスタートラインすら違う場所。同じ土俵ではない。そうはっきりと言われているのだ。

「彰人には、相応しい女性がたくさん妻に立候補しているの。だから、あなたと新婚ごっこをしている場合じゃないのよ。わかるかしら？」

「……はい」

「あの子が早まって、婚姻届まで提出してしまったようだけど……仕方ないわ。そんなことはなんとでもなるし、問題ではない」

　だんだんとお義母様の声が、より真剣に慎重になっていく。

「ここまで話せばもう理解したわよね？」

　そう言ったお義母様は、傍らに置いたブランドもののハンドバッグから、スマートフォンを取り出しどこかに電話をかけはじめる。「下に車を」とひと言だけ伝え通話を終えると、私に向かって「出る支度をしてちょうだい」と言った。

　わけがわからなかったが、有無を言わさぬ態度に断れず、言われた通りに出かける支度をする。

　お義母様と共にマンションの下まで降りていくと、お義母様の車だろうか、マンションの車寄せに白い高級外車が停車していた。

　専属の運転手がドアを開け、お義母様と共に後部座席に乗車する。

　車はすでに行き先を指定されているのか、なにも確認することなく発進した。

　いったいどこに向かっているのだろうか。

　常識的に考えて、身の危険があるようなところに連れていかれているなんてことは、いくらなんでもないと思っている。だけど、もしかしたら手荒いことをされるかもしれないと多少の警戒もしなければ。

　でも、「どこに向かっているのですか？」なんて、やっぱり恐ろしい気持ちがあって口になんてできない。

　車は首都高速に乗り、やがて中央自動車道へと入っていく。

　都下にまでやってきた車は高速道路をおり、さらに一般道を進んでいく。

　縁のない街並みをぼんやりと眺めているうち、車はマンションのエントランス前の道路で停車した。

　運転手にドアを開けてもらい、お義母様に続いて車を降りる。

　着いたのは、それなりに立派な高層マンション。

　周辺には同じようなマンションや雑居ビルなどが立ち並んでいる。

　お義母様はそのマンションの中に入っていき、入ってすぐのところにあるエレベーターを呼ぶ。

　少人数用のエレベーターにふたりで乗り込むと、お義母様は二階のボタンを押した。

　すぐに目的の二階に到着し、『開』のボタンを押してお義母様に先に降りてもらう。

「二〇三、二〇三は……」

　ぶつぶつ呟きながら目的の部屋の前に着き、バッグから出したのは封筒らしきもの。

　そこから鍵を一本取り出し、ドアに差し込む。

　ここは、お義母様の所有されている部屋なの……？

「あの、どういうことでしょうか？」

　勇気を持って疑問をぶつけたものの、お義母様から返答はない。仕方なくそのあとに続いて中に入っていく。

　部屋は、ファミリータイプと言えるそこそこ広いもので、キッチンもカウンターキッチンでリビングも広い。このほかにも部屋があるようだ。

　しかし、家具や荷物などはなにもなく、誰も住んでいる気配のない、がらんとした部屋だ。

「この部屋を、あなたにあげるわ」

　お義母様はそう言って、鍵とスペアキーが入っている封筒を私に差し出す。

「あのマンションを出て、ここでひとり暮らしをするの。ただ出ていきなさいとだけ言って追い出さないわけだから、親切なほうよね？」

　話をまとめるように言い、「それから……」と、バッグの中からまた別の封筒を取り出す。

「これは、手切れ金みたいなものよ」

「えっ……」

「仕事も辞めてしまったみたいだし、仕事が決まるまで、これだけあれば十分暮らせると思うから」

　そう言って、分厚い封筒を差し出した。

　新しい住まいに、手切れ金。

　お義母様はこれで彰人さんから離れてくれと言っているのだ。

　考えもしなかった展開に、思考がついていかない。

　それでも、ただひとつわかっているのは、すべて受け取れないということ。

　勇気を持って口を開いた。

「ここまでしていただいたのに、申し訳ありませんが、どちらも受け取れません」

　そう口にすると、お義母様の顔色が一変、冷たく鋭く変化する。

「受け取れない……？　どうして、これでは不満だと言うの？」

「とんでもございません。そういうことではなく、単に、部屋もお金も受け取れないということです」

「それは……彰人と離れないということ？」

　そう問われ、ずきっと胸が痛む。

　ただ自分の気持ちだけで突き進んでいいとすれば、彰人さんと離れたくない。

　せっかく自分の気持ちも認め、彰人さんの気持ちも知ることができた。

　ただ、やっぱり私たちには越えられない高く分厚い壁があったことを思い知った。

　私はやっぱり、あのときから夢を見続けているのだろう。その夢が、いよいよ醒めようとしている。

「いえ。地元へ、帰ろうと思います」

　私からの返答に、お義母様は驚きや笑顔などを見せるわけでもなく、やっぱり無表情のまま私を見つめる。

　そして、静かなマンションの一室で「そう」と力の抜けたような声を出した。

「わかったわ。各種事務手続きはこちらでやっておくわ。あなたの私物は、後日ご実家に送らせていただくから」

「はい。お手数おかけします」

　喉の奥がぐっと詰まって、鼻がツンと痛くなる。涙が出そうになるのを必死にこらえ、顔を俯けた。

「それから、連絡も取れないようにしてちょうだい。彰人があなたを探してやってくるかもしれないけれど、『目が醒めた』『私はあなたに相応しくない』と言いなさい。なんなら、『好きな人ができた。もうあなたのことは好きじゃない』と、はっきり言ったらあの子の目も醒めるかもしれないわ」

　心が、ぼろぼろと音を立てて壊れ崩れていく。

「はい、わかりました」

　そう返事をし、「失礼します」と頭を下げて玄関へと向かう。

　二階から階段を駆け下り、そのまま道路に飛び出した。

　どこに向かっているのかもわからないまま、闇雲に歩き出す。

　やっぱり、私と彰人さんが結ばれるなんて夢のようなこと。目の前に突き付けられた現実に打ちのめされる。

　始まったばかりの幸せな日々に、心が躍っていた。

　でも、それはやっぱり全部夢。私なんかが、幸せになれるわけがなかったんだ。

　ひとりになってやっと、目から涙が流れ落ちていく。

　彰人さん……大好きでした。

　彼を思うと溢れ出した涙は止まらなくなった。




「里穂子ー？　起きてるの？」

　頭まで布団をかぶった状態でも、階段の下から母が呼ぶ声が聞こえる。

　返事を返さないでいると、すぐに自室のドアが開かれた。

「里穂子？　ちょっと、大丈夫？」

　どこか焦ったような声を出して、母親が勢いよくかぶっていた布団をはぎ取った。

「ちょっ、なに？」

　急なことについ抗議の声をあげる。

　私の姿を見て、母はなぜか「よかった……」と呟いてベッドの淵に腰かけた。

「いや、一瞬不吉なことが頭を過よぎったのよ。布団の中で、自ら……とかさ」

　どうやら母は、私が反応しなかったことで、布団の中で自殺しているなんて不吉なことを想像したらしい。

　枕もとから見る母のうしろ姿がどこか寂しそうで、急に申し訳ない気持ちになった。

　この歳になって、結局両親に心配をかけることになってしまった。

　大学まで出してくれたのに、仕事まで辞めて、その上、結婚まで失敗して……。

　お義母様と会った日から、もうすぐ一週間。

　あの日、連れて行かれたマンションからひとり出て、その後そのまま実家に帰った。

　どういうふうに帰ってきたのか、ぼんやりとしか記憶がない。

　ただ〝帰らなくては〟その一心で電車に乗り、新幹線に乗った。

　電車の中で、なにかに追い立てられるようにスマートフォンから彰人さんの連絡先を削除した。

　消したくないという感情がなかったわけではないと思う。

　ただ、お義母様の顔がずっと目の裏に貼りついていて、強迫観念みたいなものだったかもしれない。

　なんの連絡もなしにひとり実家に帰ってきた私に、両親はいったいどうしたのかと事情を問い詰めた。

　なので、お義母様に身を引くよう言われ、新しいマンションや手切れ金を用意されたことを隠さず話した。

　もちろんそれらは受け取らず、実家に帰るという宣言をして勢いで帰ってきてしまったと正直にあのときの状況を説明した。

　両親は私の話を聞き、正直、彰人さんと本当にうまくやっていけるのかと思っていたと話してくれた。

　やはり、彼の家柄、身分を考えると様々な障害があると懸念していたという。

　帰省後数日は、ショックからの興奮状態の中、〝これでよかったのだ〟と自分に何度も言い聞かせ、気持ちを鎮めて落ち着かせた。

　だけれど、四日、五日と経ってくると、とてつもない虚無感に襲われた。

　食事と入浴の時間以外は自室にこもり、早急に着手しようと思っていた就職活動も手につかない。

　下手したらベッドの上でぼんやりしている時間が一日の大半を占めているような状況になっている。

　気づかぬうちに、彰人さんが私の中でこんなに大きく、そしてかけがえのない存在になっていたことを痛いほど思い知った。

　私たちはあの日、出会う運命だったのかもしれない。だけど、それは決して報われない運命でもあったのだ。

　それならいっそのこと、はじめから出会わなければよかったのかもしれない。彰人さんを知らなければ、こんな気持ちにだってならなかったのだ。

「ごめんね、心配かけて。いつまでもだらだらして迷惑かけられないし、今日から就活も始めるね」

「無理しなくていいわよ。そのための実家でしょ」

　そんな話をしているときだった。

　一階でインターフォンが鳴らされる音が聞こえる。

「誰か来たわね、宅配便かしら？　お父さんいるからいいわね」

「うん。とりあえず、今からハローワークに登録でもしてこようかと思ってる」

「そう。まぁ、ゆっくりでもいいと思うわよ」

　一階から、階段を上がってくる足音が近付いてくる。それが妙に足早なのが不思議で、話の途中で母と顔を見合わせた。

　私の部屋の前で止まった足音と、コンコンと二度のノック。

　え？と思っているうち、開かれたドアの向こうに見えた姿に私の時が止まった。

　へっ……？

「里穂子」

　なにか都合のいい幻想を見ているに違いない。

　そう瞬間的に解釈したのに、横で母が「筧さん!?」と声をあげたのだ。

　私だけじゃない……？　お母さんにも、見えているの……？

「彰人、さん……？」

　半信半疑のまま、彼の名を口にする。

　彰人さんはあっという間に私の目の前まで来て、勢いよく私を抱きしめた。

「里穂子、よかった」

　存在を確かめるように強く、ギュッと両手に包まれる。

　抱きしめられたまま突然起こった出来事に目を見開いていると、あとから父が私の部屋の前に駆け付けた。

「迎えにくるのが遅くなって申し訳なかった」

「え……迎えにって……？」

「母を問い詰めて、なにがあったかは全部把握している。俺の不在の間に、里穂子がこんな目に遭うとは俺も考えが浅はかだった。本当に申し訳ない」

　この間の一件を彰人さんが知ったとわかり、また動揺する。

　私と連絡がつかないこと、マンションから姿を消したことで、なにかあったのだと思ったのだろう。

　私から腕を解いた彰人さんは、その場に膝をつき正座をする。

　両親に向かって「ご心配をおかけしました」と謝罪した。

「大切な娘さんをこのような形で帰してしまったこと、私が至らなかったばかりに申し訳ございません」

　土下座のように頭を下げた彰人さんに、両親が慌てて「頭を上げてください！」と声をかける。

「もう一度、私にチャンスを与えていただけないでしょうか」

　彰人さんの言葉に、死んでしまったように停止していた感情が動き出す。

　彰人さんは、私を迎えにきたの？

　お義母様が反対しているのに、どうして……？

「急で申し訳ありませんが、里穂子さんを東京へ連れて帰ってもよろしいでしょうか？　すべての問題を解決させて、里穂子さんにつらい思いはもう二度とさせません」

　それに両親が了承し、彰人さんが両親に「ありがとうございます」と言ったのを耳にした直後、彰人さんが私の腕を引く。

「里穂子、行こう」

「え、あの、彰人さん!?」

　あっという間に家から連れ出され、実家の前で停車していたタクシーに乗せられた。

「このまま東京に戻って、母に会いに行く」

「……。えぇっ!?　お、お義母様にですか」

「ああ。里穂子と別れる意思はないと、はっきりさせる。それでもまだなにか言うようなら、俺にも手段がある」

　そう言った彰人さんの横顔は、これまでではじめて見る厳しい表情をしていた。

　なにがどうなっているのかわからないまま、以前実家を訪問したときと同じように南紀白浜空港からプライベートジェットに搭乗し羽田空港を目指す。

　今さっき実家に訪れた際はどこか取り乱した様子だった彰人さんも、今は普段通りのどしっと落ち着いた冷静な姿を見せている。

　訊きたいことがたくさんある。

　だけど、なにからどう訊いたらいいのかもわからない。

　わかっていることは、彰人さんはお義母様と話をして、私が実家に帰ったことを知り迎えに来たという事実だけ。

　でも、私はお義母様と約束をしたのだ。

　もう、彰人さんのとなりには戻らない、と……。

　頭の中がごちゃごちゃになってきて、自然と涙が溢れ出す。

　それに気づいた彰人さんが横からそっと私の髪を撫でた。

「やっぱり……戻れません。私、彰人さんのところには」

　私からの言葉に驚いたのか、一瞬だけ彰人さんの目が大きく開かれる。

「お義母様の言われたことは、なにも間違いじゃないから……私は、彰人さんに相応しくない」

「言ったはずだ。そんなこと関係ない。俺が里穂子を選んだんだ。そして、里穂子も俺を選んでくれた。それ以外のことは関係ない」

　互いに好きだと想い合っていても、運命に引き裂かれることだってある。

　変えられない、越えられない身分差。

　彰人さんの幸せを願うなら、私は今ここで想いを断ち切ってしまわないと……。

「ほかに……好きな人が、できました」

　お義母様に言われた言葉が今蘇った。

『『好きな人ができた。もうあなたのことは好きじゃない』と、はっきり言ったらあの子の目も醒めるかもしれないわ』

　心を鬼にして、次の言葉を用意する。

「もう、あなたのことは……好きじゃ――」

　それ以上の言葉は、噛みつくように塞がれた彰人さんの唇によって遮られていた。

　その先は聞かない――そんな想いが込められているような口づけに涙腺が崩壊する。

　ぼろぼろと涙を流しながらキスを受け止めている私を、彰人さんがそっと優しく抱き寄せた。

「そんな嘘、俺に通用すると思ってるのか？」

　すべてお見通しの彰人さんは口角を上げどこか意地悪く微笑む。

「余計な心配はしなくていい。俺はなにがあっても里穂子を手放す気はない」

　力強い言葉と共に、私の髪を撫でる指先は優しくて、決壊したダムのように涙が止まらない。

　彰人さんは落ち着くまでずっと、腕の中で私を抱きしめてくれていた。




　羽田空港へ到着すると、彰人さんの車の運転席に雪島さんが乗って待機していた。

「悪いな、呼びつけて」

　後部座席に先に私を乗せ、続けて乗り込んだ彰人さんは雪島さんに気遣いの言葉をかける。

「いえ、とんでもございません」

「母はどこに？」

「はい。本日は会長とご一緒との情報が。午後からオフだそうで、銀ぎん座ざの『徳とく山やま』に十三時から二時間ほど滞在とのことです」

「ちょうどいい。そこに向かってくれ」

　雪島さんは「承知しました」とハンドルを握った。

「彰人さん……あの、お義母様に会って、なにを……？」

　彰人さんの言葉を信じて、黙って付いていけばいいのかもしれない。

　だけど、あのときのお義母様の氷のような表情がずっと忘れられない。

「大丈夫だ。里穂子はなにも心配することはない。ただ俺のそばにいてくれればそれでいい」

　私の手を取り、彰人さんはギュッと握ってくれる。

　不思議なことに、つないだその手から彰人さんの気持ちが流れ込んでくるように、心が安定してホッとしてくる。

「はい。わかりました」

　素直にそう答えていた。

　車は、銀座の街を順調に進み、目的のお店前に到着する。

　雪島さんが先に車を降り、後部座席のドアを開けてくれた。

　彰人さんは雪島さんにここで待機するように指示を出し、私の手をそっと握る。

「行こう」

　ただそれだけを言い、お店の中へと入っていった。

　彰人さんも顔なじみの店なのか、入店すると挨拶され、ご両親が滞在中の個室まで案内してくれる。

　個室の前まで行くと、お店の方は「こちらです」と一礼し来た道を戻っていった。

　この襖ふすま一枚越えた向こうにお義母様がいると思うと、心臓が不安な音を立てはじめる。

　襖に手をかけた彰人さんが、黙って目を合わせ小さくうなずいた。

「失礼します」

　覚悟を決め、彰人さんに続いて個室に上がる。

「彰人……どうしたんだ。里穂子さんも」

　訪れることを知らされていなかったであろうお義父様は、突然現れた彰人さんと私を見て手にしていた箸を置く。

　向かいのお義母様は、黙ったまま彰人さんと私をじっと凝視した。

〝なにしに来たの？〟そんな無言の圧力に怯みかける。

「お食事中に失礼します。おふたりに話があり、どちらに向かえばお会いできるのか、調べました」

「話……？　なんだ、なにかあったのか」

　この様子だと、もしかしたらお義父様はこの一件についてなにも知らないのかもしれない。

　お義母様が私について興信所に調べさせ、マンションと手切れ金を用意したことも。私が実家に帰り、彰人さんが迎えに来てくれたことも。

　お義母様がすべてひとりでしたことではないか。

「今後、里穂子を苦しめるようなことがあれば、私もこれ以上黙っていられません」

　彰人さんからの言葉に、お義父様はわけがわからないといった様子で、「どういうことだ？」と、彰人さんとお義母様を交互に見る。

　やはり予想通り、お義父様はなにも事情を把握していない様子。

　彰人さんとお義母様が睨み合うような状況に、心がそわそわとして落ち着かなくなってくる。

　私の存在のせいで、親子の関係にひびなんて入れたくない。

「彰人さん、いい加減目を覚ましなさい。少し冷静になったら、自分が馬鹿だったと気づくはずよ」

「その言葉、そっくりそのままお返しします」

「なっ……そんな、名家でもない、どこの馬の骨かもわからない女性に捕まって、血迷って、私がどれだけ心配しているのか――」

「俺のことはどうとでも言えばいい。でも、里穂子を、彼女を生み育ててくださったご両親を侮辱するような発言は撤回していただきたい」

　お義母様の言葉を受け、彰人さんははっきりとした強い口調でそう言い返す。

　私を、そして両親のことまでもそんなふうに言ってくれたことに、胸が締め付けられる。

「それからもうひとつ、彼女を捕まえたのは俺のほうです。里穂子は、あなたが言うように家柄や身分を気にしていた。それは未だに変わらないほどです。だけど、俺にはそんなこと関係ない。関係すると騒ぐのであれば、俺は筧地所を後継しない」

　えっ……。

　私が驚愕したのと同様に、ご両親も同じ衝撃を受けたのだろう。

「彰人さんっ」

　思わず声をあげてしまった私に、彰人さんは黙って手振りで〝大丈夫〟を示す。

「彰人、どういうことなんだ。私は君たちの結婚に反対していない。登美子、君が彰人と里穂子さんの関係に口を出しすぎるから、こんなことを言い出したんじゃないのか？」

「私は！　筧を後継する彰人さんには、ちゃんとした家柄の女性と一緒になってもらいたくて」

「名家のお嬢さんなら誰でも、君の言う〝ちゃんとしている〟女性なのか？　そんなことはないぞ。里穂子さんは、彰人が選んだ女性なんだ。どうして信じてやれない」

　今度はご両親が言い合いになり、ますます身の置き場がなくなりそうになる。

　そんな状況の中、彰人さんが口を開いた。

「認めていただけないのなら、俺は今の役職を降り、筧グループを離れます。地位も名誉も財産も捨て、一から里穂子と人生をやり直す」

「待ってくれ彰人、私はふたりの結婚に反対はしていない。登美子、君もなにか言いなさい」

「なにかって、私は――」

　言い合うふたりを前に、彰人さんが「今後どうするのかは」と話に割って入る。

「また改めて連絡をください。今日のところは、失礼します」

　彰人さんは私の手を取り「行こう」と引く。

　去り際、ご両親に向かって「失礼いたします」と頭を下げた。




　一週間戻らなかったマンションに帰ると、久しぶりだからか広く感じた。

　もう、戻ることもないと思っていた。

　この高層階からの夜景を見下ろすことも、もうないと思っていたのに……。

　ガラス窓に貼りついて外をじっと見ていると、後方から彰人さんが近付いてくる気配を感じる。

　振り返ろうとしたところで、背後から抱きしめられた。

「捕まえた」

　リラックスした声に、私の心もホッと和む。

　合わせて「捕まりました」と返すと、ふたり揃ってくすくすと笑った。

「今日は、申し訳なかった。見苦しいものも見せた。予告なくご実家から連れ戻されて、疲れただろう？」

「いえ、大丈夫です。私のほうこそ、ご心配をおかけして」

　連絡もつかず、彰人さんを困らせてしまったのは間違いない。

　ちょうど実家に戻った辺りから一切の連絡がつかず、自分がすぐに動けないため様々な方法で私の行方を探してくれていたらしい。

　お義母様に言われるがまま行動していたわけだけど、結果的にはとんでもない迷惑をかけてしまった。

「さっき、父から連絡があった」

「え……お義父様から？」

「ああ。向こうで話し合ったようだ。父の話では、母にも結婚は認めさせた、と。本当に納得したかはわからないが、今後、里穂子になにかするようなことはないはずだ」

「そう、ですか」

　彰人さんの腕の力が強まる。眼下にある骨ばった手に両手を添え、私のほうからもギュッと抱きしめた。

「なんか……今日は、うれしい言葉をたくさんいただいて」

「え……？　うれしい言葉？」

「こんなに想っていただいてるんだなって、思えたから」

　彰人さんの真っすぐな気持ちをたくさん知ることができた一日だった。

　だから、彰人さんを想いながらも、黙って実家に帰ってしまった自分が情けなく思えた。

　ただ好きだと想いを募らせているだけではダメで、私自身もっと強くならなくてはいけないと思った。

「あたり前だろう。里穂子が俺のそばからいなくなるなんて、もう考えられない」

「彰人さん……ごめんなさい、勝手なことばかりして」

「今回のことは、里穂子の立場を考えたら仕方ない。俺が、はじめから母と腹を割って話さなかったのが悪いんだ」

　私の件が原因で、親子の仲にひびを入れてしまったのは否めない。

　だからこそ、お義母様に認めてもらえるよう、人として立派な自分になっていきたい。彰人さんをちゃんと支えていける、そんなパートナーになっていきたい。

　それが、一番の関係修復方法だと思うから。

「時間はかかってしまうと思いますが、お義母様にも認めていただけるように、日々精進していこうと思ってます」

　そんなふうに宣言した私を、頭の上から彰人さんがくすくす笑う。

「精進て」

「え、そこに笑ったんですか？」

「いや、だって、里穂子の口から意外な言葉が出てきたから、つい」

　彰人さんはまたクスっと笑って、わたしのこめかみに唇を押し当てた。

「もう、勝手に離れていかないでほしい」

「はい」

「その前に、俺が離さないけど」

　ガラスに映る彰人さんと目が合い、振り向くようにして顔を上げる。

　彰人さんは私の唇に慈しむようなキスを落としてくれた。










10、大きな愛で強くなる




　梅雨が明け、季節はもうすぐ夏本番を迎えようとしている。

　日に日に上昇していく最高気温は、八月を目前にして三十度を余裕で超える日も珍しくない。

　今日も朝からじわじわと気温は上昇している。

　手には、実家から取り寄せた地元の銘菓。有名なみかん農園の作る濃厚みかんゼリーの詰め合わせ。

　暑くなってきた時期に、冷やして食べると絶品なのだ。

　今日は、お義母様に暑中見舞いも込めて挨拶に伺う予定でいる。

　お会いしたいと申し出ると、今日は日に本ほん橋ばしの老舗ホテルでアフタヌーンティーを楽しまれる予定だと、彰人さんの秘書、雪島さんが教えてくれた。

　私が顔を出しても構わないということで、挨拶にお邪魔することを決めた。

　彰人さんには今朝、「本当にひとりで大丈夫か？」と心配された。それにはしっかりと「大丈夫です」と答え、きちんと挨拶してくると伝えた。

　お義父様からは、お義母様も結婚に納得したと連絡をいただいている。

　でも、それはお義母様の本心ではないかもしれないと、俄にわかに不安になった。

　彰人さんに会社を離れられては困る、すべてを台無しになんてしたくない一心で目を瞑ったのではないかと。

　だとすれば、今日会うお義母様は以前となんら変わりのない様子なのだと思われる。

　会いに行っても、鬱うっ陶とうしがられてしまうかもしれない。睨まれるかもしれない。

　だけど、そうだとしても私はお義母様との関係を少しでも良好なものにしていきたいと願っている。

　彰人さんをしっかり支え、妻としても役目を果たしていけば、いつかは認めてもらえる日がくるかもしれない。

　時間はかかってしまうかもしれないけれど、そんなときがくるのを願っている。

　彰人さんにタクシーを使って向かうように言われ、自宅マンションからタクシーをチャーターしてホテルへと向かう。

　ホテル前の車寄せまで到着すると、いよいよ久しぶりの対面に気持ちが急に落ち着かなくなってきた。

　タクシーを降車し、ドアマンも控えるエントランスへ向かう。

　あっ……なんか、なんだろう、この感じ。

　歩き出した途端、目の前がぐるぐる回るように見えて足を止める。

　軽い目眩めまいのようなものは、最近何度か感じている。

　そこまでひどいものではないから、軽い貧血かもしれないと思って様子を見ているけれど、ひどくなるようなら受診する必要もあるかもしれない。

　お義母様が訪れているのは、ホテル一階ラウンジ内にあるアフタヌーンティー。

　エントランスを入った辺りから、緊張が徐々に高まりはじめる。

　あの銀座の料亭で話をした以降、お義母様とは直接お会いしていない。

　彰人さんと一緒になったことを認めてくれたと聞いているけれど、今もまだ〝認めざるを得ない〟という状況だったのではないだろうかと私は思っている。

　お義母様の本心は、未だ反対なのではないだろうか、と……。

　でも、そんなうしろ向きなことばかり考えていてはいけないと、自分で決めたのだ。

　簡単に認めてもらえないのは承知の上。

　少しずつ、時間がかかっても、誠実にお義母様と向き合っていく。

　ラウンジに入ると、フロア奥、庭園を望む窓辺の席でティーカップを手にしていた。

　はじめて見る、にっこりと微笑んだ顔。その穏やかな表情が向けられているのは、となりに掛ける見知らぬ女性だ。

　私と同年代と思われる女性は、揃った厚い前髪に、毛先だけ綺麗に内巻きにされたストレートのセミロングヘアで、淡いピンク色の上品なワンピースを身に着けている。

　色白の小顔なのに目は大きくくりくりしている、かわいらしい顔立ちの女性だ。明らかにどちらかのご令嬢といった雰囲気を醸し出している。

　手土産の紙袋の取っ手をギュッと握りしめる。

　席に近付いていくと、お義母様の視線が向けられる。今の今までにこにことしていたのに、その顔からすっと嘘のように笑みが消えた。

「こんにちは。ご無沙汰しております」

「あなた……本当に来たのね」

　明らかに歓迎されていないお義母様の反応に、心がくじけそうになる。

　それでも笑顔を浮かべてみせた。

「どちら様ですか？」

　お義母様のとなりにかける女性が突然現れた私を見上げ、にこにこしながらお義母様に質問をする。

「ちょっとした知り合いよ」

　決して彰人さんの妻、自分の義理の娘だとは言わない。

　女性は「そうですか」と私に向かって微笑んだ。

　お義母様がソファーから腰を上げ、女性のほうに身を寄せるように席を開ける。私のかける場所を空けてくれたと解釈し、「失礼します」と端の場所に腰を落ち着けた。

「それより麗香さん、来月ね、八やつヶが岳たけの別荘でシェフを呼んで食事会を行う予定があるのよ」

「そうなんですか？　暑い時期ですし、避暑地でのお食事会なんて素敵ですね。彰人さんもいらっしゃるのですか？」

　麗香さん、と呼ばれた彼女の口から不意に彰人さんのことが出てきて、思わずどきりとする。

　ちらりと見た彼女の顔が完全に恋する女性の表情で、慌てて目を逸らした。

　間違いなく、彰人さんに好意がある。

「ええ、もちろんよ。麗香さんもよろしかったらいらっしゃらない？　彰人さんも喜ぶと思うわ」

「本当ですか？　わぁ、うれしい！　ぜひ伺いますね」

　私が横にいるにもかかわらず、まるでいないかのような会話が繰り広げられる。

　きっと、彼女がお義母様が気に入っているご令嬢で、彰人さんと一緒にしたいと思っている女性だというのはよくわかった。

　そして、彼女は私が彰人さんの妻だということはきっと知らされていない。お義母様が、彰人さんが結婚したと知らせていないのだろう。

　こんな扱いをされても、私はとなりで微笑んでいることしかできない。

　それでも、彰人さんのそばにいると決めた気持ちは大きく強きょう靭じんで、決して揺らいだりはしない。

　なにが起こっても、お義母様に認めてもらえるように努力をすると決めたのだ。

　いつの間にかテーブルでお会計が行われ、お義母様と麗香さんが立ち上がる。

　ふたりが仲なか睦むつまじく並んで歩いていくうしろに慌ててついていく形でラウンジをあとにした。

　談笑しながら前を歩くふたりのうしろ姿は、本当の〝義母と嫁〟のように見える。

　いつか、私がそうなる日はくるのだろうか。そんなことを思いながらホテルのエントランスまで来た、そのときだった。

「きゃああ！」

　目の前で、麗香さんが叫び声をあげる。

　何事かとその先に視線を向けて、見えた光景に目を見開いた。

「筧の会長夫人……見つけた」

　ぼさぼさの髪、黒く焼けた肌。薄汚れた白い丸首シャツにしみだらけの黒いズボン。

　お義母様を見つめる目は焦点が定まらず、明らかに正常ではない。

　なにより私が驚いたのは、その顔をよく知っていたから。

　嘘、でしょ……？　湯島、くん……？

　以前のできるサラリーマンの見る影もなく、ただただ目を疑うしかない。

　いったい彼になにが起こったのか、そんなことを考えているうち、その足が一歩前に出る。

「抵抗しないで一緒に来てもらおう」

　その手には、小さな果物ナイフがきらりと光って見える。

「あっ、あなたなんなの！　来ないで！」

　近付いてくる湯島くんに、目の前のお義母様は後ずさる。となりにいる麗香さんに助けを求めるように縋すがりつこうとしたが、麗香さんはお義母様を力いっぱい振り払って一目散にホテル奥へと逃げていく。

「お義母様！」

　その反動でよろけたお義母様の体を支え、自分が盾になるようにして湯島くんと対峙たいじする。

「お前……どけ」

「どきません！」

　キッと睨みを利かせ、この先には行かせまいと両手を広げる。

「どこまでも邪魔する気か……」

　過去の恨みも込めたような彼の言葉に、「手のものを捨てて」と交渉する。

「お前ごときが、俺に指図するって言うのか」

　罵声を浴びせられた過去が脳内にフラッシュバックしてくる。動悸と息切れを感じたけれど、今はそれに構っている場合ではない。

　怖い――でも、心を強く持って、湯島くんを真っすぐ見つめる。

「そこをどけ。さもないと、お前から先にやってやる」

「どかない！　もう、私はあなたの言いなりにはならない！」

「黙れっ！」

　すでに興奮状態にある湯島くんに私の言葉は届かない。

「どけぇー！」

　騒然とするホテルのエントランスホールに湯島くんの叫び声が響き渡る。

　ナイフを振りかざしたのを目にし、咄嗟にその腕に飛びかかった。

　そのときだった。

「里穂子――」

　エントランスから私を呼ぶ愛しい声が聞こえた。必死に飛びついたナイフを持つ手を取り押さえようと、別の手の援護が加わる。

　助けに入ったのは彰人さんで、湯島くんの手からナイフを落としてくれた。

　よろけた湯島くんを突き飛ばし、私を庇かばうように抱き寄せる。

　絨毯の床に転がった湯島くんを、雪島さんや駆け付けた警備員が取り押さえにかかった。

「里穂子、大丈夫か！」

「彰人さん……」

　ガタガタと勝手に体が震え、止めようとしても言うことを聞かない。

　立っていられず、その場に座り込んでしまった私を、彰人さんが抱き留めてくれた。

「お義母様は……？」

「ああ、無事だ」

「よかった……」

　力なく笑ったとき、少し離れたところで立ち尽くすお義母様がこっちを見ているのがぼやけて目に映った。

「里穂子！　おい、里穂子――」

　急激に目の前が暗くなっていき、そのまま意識を手放した。




　ぼんやりと見えてきたクリーム色の天井と、蛍光灯の光。

　寝ているここが自宅マンションではないことはすぐにわかって、目を開けてキョロキョロと周囲を見回した。

「あ……お義母様……？」

　ベッドのそばに設置されたソファーにかけていたのは、思いもよらない人――お義母様。

　私が動き出したのに気づいたのか、ソファーを立ち上がっていた。

「彰人に急な呼び出しがあって、私が代わりに」

「そう、でしたか。すみません、ありがとうございます」

　確か、ホッとして力が抜けて、震えが止まらなかった記憶がある。

　そのうちに意識をなくしたのか、そこからの記憶がぱったりとない。

　彰人さんの私を呼ぶ声が遠くなっていったことは覚えている。

「気分は、大丈夫なの」

　お母様の口からはじめて私を心配するような言葉を聞いて、思わず目をぱちぱちさせてしまう。

「あ、はい。大丈夫です。あの、お義母様は大丈夫でしたか？」

「え……？」

「どこも、おケガなさいませんでしたか？」

　そう訊いた私を、お義母様がじっと見つめる。そして、なぜだかふふっと力が抜けたように笑ってみせた。

「自分のことより、私の心配をするなんて……あなた、変な人ね」

　呆れたような言葉でも、その中にどこか優しさが滲んでいる。

　お義母様が私に対してはじめて見せてくれた柔らかい表情は、それだけで私の顔を自然と笑顔にしていた。

「でも、あのときのは感心しないわ。もし、ケガでもしていたら……」

「すみません。私も、自然と体がそう動いていて……無意識というか」

　今思えば恐ろしいことをしたと思う。

　刃物を持った、しかも自分より体も力も強い男性に、素手で向かっていったのだ。

　あのときは絶妙なタイミングで彰人さんが助けに来てくれたから、ケガをすることもなく済んだ。でも、もしかしたら命を落としていたかもしれないのだ。

　お義母様が感心しないというのは間違いない。

「ほんと、危なっかしい人ね」

「すみません……」

「でも……ふたりの愛は認めてあげるわ」

「え……？」

　お義母様は微笑を見せ、ソファーに置いてある自分のバッグを手に取る。

「目が覚めたら、彰人が連絡をしてほしいと言っていたから、電話してくるわね」

　そう言い、病室をひとり出ていった。

　ひとりきりになり、腕につながっている点滴のチューブをじっと見つめる。

　お義母様に、少しは心を許してもらえたということ……？

　かけてもらった言葉を反はん芻すうし、うれしさと安堵と、様々な感情が湧きおこる。

「里穂子」

　病室のドアが開いた音がしたと同時に、彰人さんが部屋の中に足早に入ってくる。知らせを受ける前に病院に戻ってこられたのだろう。

「彰人さん……？」

「里穂子、大丈夫か」

　ベッドサイドまでやってきた彰人さんは、点滴につながれている私の手を取る。

　掴んだ手に指を絡めてギュッと握ってくれた。

「震えは止まったか。気分は？」

　ホテルで倒れたとき、極限の精神状態だったせいか震えが治まらなかった。

　自分でもあんなことははじめての体験で、自身の体が少し怖くもなった。

「今は、大丈夫です。もともと、最近たまに目眩を感じていて、それもあって急に倒れたのかもしれません」

「そうか。少し前、警察の人間が訪ねてきた」

〝警察〟というフレーズに緊張する。湯島くんのことに違いない。

「母を誘拐しようとしたと言っているそうだ。動機は単なる逆恨みだ」

「えっ……」

　彰人さんは警察から聞いた話を私にも教えてくれた。

　私が松重不動産を退職後、湯島くんはモラハラが公になり、会社を辞めざるを得ない状況に陥った。

　その後、辞職の原因となった私への怒りは増大し、逆恨みからなにかできないかと犯行を計画。その矛先は、私から彰人さんへと向いたという。

　しかし、常に秘書が同行している彰人さんやお義父様は狙いにくく、比較的ひとりでショッピングやランチなどで外出する機会の多いお義母様をターゲットにしたのが今日のあの一件だったのだ。

　お義母様を狙って大事となれば、間接的に私もただでは済まないはず。命を取ろうという気はなかった。湯島くんはそう話しているという。

「まぁ、計画性に欠ける犯行だったのが幸いだった。でも――」

　彰人さんは私に身を寄せ、ベッドに横になる私をそっと抱きしめる。

「無事でよかった。あんな……無茶をしすぎだ。里穂子になにかあったら、俺は……」

「彰人さん……ごめんなさい」

　私の存在を確かめるように、彰人さんは私を抱きしめてくれる。

　私自身も震えるほどの精神状態だったけれど、それを目の前で見ていた彰人さんも相当なショックを受けて緊張感に包まれたに違いない。心配をかけてしまったことを心から反省する。

「でも、無事でよかった。本当に、無事で」

「はい。彰人さんが、来てくれたから。彰人さんも、ケガなどしていませんか？」

　そう訊くと、耳元近くでクスッと笑うのが聞こえる。

「ほんとに、君は……自分のことをもっと心配したほうがいい。でも、里穂子のそういうところに惹かれたんだ」

　体を離した彰人さんは、ふたたび私の手を両手で包み込む。

　そして、愛おしそうな眼差しで触れ合った手をじっと見つめた。

　そんなふうに言ってもらって胸がいっぱいになり、ふるふると横に首を振る。

「今の私がいるのは、彰人さんが、こんな私を愛してくれているから。だから、まだほんの少しかもしれないけれど、強くなれたんだって思います」

　彼の愛を受けて、自分を大切にしようと思えるようになった。

　そして、強く、自らを誇れるように生きていきたいと思わされた。

　それはすべて、大きな愛で包み込んでくれる彰人さんが思わせてくれたことだ。

　彰人さんは柔和な笑みを見せ、またほんの少し握った手に力を込めた。

「それから、もうひとつ話がある」

「もうひとつ？」

「今度は、喜ばしい話だ」

　彰人さんは柔和な微笑を浮かべ、私の目を真っすぐに見つめる。

　アーモンド型の瞳をじっと見つめ返し、続きの言葉を黙って待った。

「搬送された際にしてもらった検査で……君に新しい命が、宿っているとわかった」

「えっ……」

　思いもよらない、まったく想定外の知らせに思わず静止する。

　彰人さんはそんな私を、見守るような眼差しで見つめる。

　私のお腹に、彰人さんとの子がいるの……？

「う、そ……私、妊娠、しているんですか……？」

「ああ。間違いないそうだ」

　いつか、もし授けてもらえるのなら、彰人さんとの子が欲しいと思っていた。

　そんな淡い願いが、こんな形で発覚して心がついていかない。

「また泣く」

　いつの間にか涙をぽろぽろと流しだした私を前に、彰人さんは仕方なさそうに笑う。

「だって……うれしいじゃないですか。これは、うれしい涙だから、いいんですよ」

　珍しく言い返した私を、彰人さんがふっと笑ってまた両手を広げる。

　私のほうからも手を広げ、力強く抱きしめた。

「里穂子、愛してる」

　穏やかで大好きな声が耳元で愛を囁く。

「私も……彰人さんを、愛しています」

　まだ始まったばかりのふたりの道が、明るく幸せであるように……愛しい人を両手に抱きしめ、そう切に願っていた。










エピローグ




　部屋から見下ろす街路樹は紅葉し、秋の訪れを感じさせる。

　少し前まで暑さのあった日々は、あっという間に冬に向けて一歩一歩歩みを進めている。

「かけてなさい。立ちっぱなしはよくないわよ」

「あ……はい」

　窓から外を眺めていた私に、お義母様が声をかける。

　そそくさとソファーに腰を下ろすと、私を見たお義母様は「もう……」と小さく息をついた。

「さっきから立ちっぱなしだけど、まさか普段からそんなふうに動いてばかりだったりしないわよね？」

「はい、無理はなるべくしないようにと。彰人さんも心配してくださるので」

「あたり前よ。私にお茶なんか出さなくていいから、座ってなさい」

　彰人さんとの子を妊娠しているとわかってから早三カ月。お腹の赤ちゃんは順調に成長してくれている。

　最近はやっと悪阻つわりの症状が落ち着いてきて、食事も摂れるようになってきてホッと一安心しているところだ。

　悪阻の症状が強く出ていたときは、ちゃんと食事をしてお腹の赤ちゃんに栄養を送らないといけないと思うのに、体は食事を受け付けられないことが続いた。

　そんな自分の体の状態に焦り、無理して食事をしては吐き出してしまうことも何度もあった。

　産婦人科の主治医は、食べられないことを心配しすぎるとストレスになるため、あまり深刻に考えず生活を送りなさいと言っていた。

　はじめての妊娠は自分の体の変化に戸惑うことばかりだ。

　妊娠が発覚してから、彰人さんはより私に対して過保護になった。

　スケジュールを極力調整して私のそばにいてくれるし、常に体を気遣ってくれる。

　絶対に重いものを持たせないし、家事をしているとすぐに「代わる」と言ってくれるのだ。

　そこまで甘やかさなくても体は大丈夫なのに、彰人さんは私以上に私とお腹の赤ちゃんを気にかけてくれている。

　妊娠が発覚したあの日は、一度にいろいろなことが起こった一日だった。

　病院に搬送されることとなったのは、狙われたお義母様を庇い、その後意識を失ってしまったから。あんな出来事がなければ、妊娠しているとわかったのはもっとあとになったのだろう。

　あのとき、はじめて私と向き合って話してくださったお義母様。

　その日を境に、少しずつではあるけれど私を受け入れてくださっている。

　最近は妊娠初期の私の体を気遣い、たびたびこうしてマンションを訪問してくださるようになった。

　お義母様も彰人さんと同じで、ここに訪れてもなにもしなくていいからと私を甘やかす。お茶を淹れることなんて大した負担でもないのに、それすらしなくていいと言うのだ。

「最近は悪阻も落ち着いたみたいだし、食事も摂りやすくなったみたいでよかったわ」

「はい。ありがとうございます」

「そうそう、今日は彰人さんも遅いかもしれないと聞いているから、夕方に食事が届くように手配しておいたわ」

「え、またそんなお気遣いを……すみません、ありがとうございます」

　お義母様は私の負担を減らそうと、よくこうして食事の手配もしてくれる。

　特に安定期に入るまでは、長時間キッチンに立っているのは心配だと言われたのだ。

　でも、届くものに毎回驚かされる。

　一流レストランのシェフが作る栄養のバランスがしっかり考えられたメニューが届けられるのだ。きっと、間違いなく特注なのだろう。

「里穂子さん、私が気に掛けなかったら食事も毎回しっかり作ってそうだから心配しているのよ。妊娠中はね、とにかく無理は禁物なのよ」

「はい、ありがとうございます。彰人さんにも、よくそう言われています」

　そんな話をしていたとき、玄関に帰宅の気配を感じる。

　すぐにリビングと扉が開き、スーツ姿の彰人さんが姿を現した。

「おかえりなさい。今日は、遅い予定では……？」

「ただいま。先方の都合で、急なスケジュール変更があったんだ」

　そう言ってリビングに入ってきた彰人さんは、お義母様に目を向ける。

「来てたんですね」

「ええ、彰人さんが遅いと耳にしたから、里穂子さんを訪ねてみようと思って。でも、帰宅が早まったならよかったわ」

　やって来た彰人さんと入れ替わるように、お義母様が斜め前のソファーから立ち上がる。

「じゃ、里穂子さん、また来るわね。無理はしないこと」

「はい、ありがとうございます」

　反射的に腰を上げた私に、お義母様は「見送りはいらないわよ」と言って玄関に向かっていく。彰人さんがお義母様の見送りに出ていってくれた。

「すみません、お見送りありがとうございました」

　再びリビングに顔を出した彰人さんは、ソファーに掛ける私のもとまでやって来ると、となりに腰を落ち着かせた。

「体調は朝と変わらずか」

「はい、大丈夫です」

「そうか」

　横から彰人さんの腕が伸びてくる。身を寄せて抱き寄せられ、腕の中に包まれた。

　ドキドキもするけれど、なによりホッとする。

「母さんとは、問題ないか」

「はい。いつも気遣っていただいて。今日も、夕食の手配をしていただいたそうで」

「そうか」

　彰人さんは私とお義母様の関係を常に心配してくれている。

　始まりが反対されていたから、今もまだなにかないかと気にかけてこんなふうに訊いてくれるのだ。

「里穂子は、結婚式は挙げたいか」

「え……？」

　突然の質問に彰人さんの胸の中から顔を上げる。

　彰人さんは私の顔をじっと見つめて微笑を浮かべた。

「そう、ですね……憧れはあります」

　いつか自分が結婚する縁があれば、結婚式を挙げたいという憧れはもちろんあった。

　ウエディングドレスを着てヴァージンロードを歩くのはやっぱり夢だ。

「そうか。実は今日、ウエディング関係の企業を経営する友人に会ってな。挙式はどうするのかと訊かれたんだ。それで、里穂子はどう考えているのかとちょっと気になったんだ」

「そうだったんですか」

「ああ。うちは家系柄、挙式披露宴は両親から挙げてもらいたいと言われている。でも、一番重要なのは里穂子の希望だ」

　彰人さんのような大企業の御曹司で社長なら、結婚式はお披露目も込みで大々的にやるのだろうと想像がつく。

　ご両親にとってもそれがあたり前だし、彰人さんにもそうしてほしいのだろう。

「私は、結婚式には賛成派です。むしろ、挙げたいです」

　自分の希望を伝えると、彰人さんは私の頭に片手を置く。髪を撫でるように触れられ「よかった」と呟いた。

「それなら、いずれ挙式披露宴は執り行おう」

　そう言って、まだ特に変化のない私のお腹に手を置く。

「このお腹の子が生まれて、里穂子の体が落ち着いたら、式を挙げよう」

　これから迎えるこのお腹の子も一緒に結婚式を挙げられるなんて考えもしなかった。

　お腹に触れる彰人さんの大きな手に自分の手を重ねる。

「うれしいです。この子と一緒に、結婚式ができるなんて」

「まだ、先になるけどな。だから今は、里穂子は自分とお腹の子のことだけを考えて。大事にしよう」

「はい。そうですね」

　エレベーターに閉じ込められ、引き留められたあの日。自分にこんな未来が待っているなんて思いもしなかった。

　私をこんなに大事にしてくれる彰人さんと結ばれたこと。

　心から愛する人との間に誕生する新しい命を迎え、これからきっと幸せな未来が待っているに違いない。

「里穂子」

　大好きな優しい声に名前を呼ばれ、近付く綺麗な顔にそっと目を閉じる。

　慈しむような口づけを受け止めながら、身も心も幸福で満たされているのを感じていた。
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幸せに包まれて




　雲ひとつない澄み切った青空の下、窓ガラスに映る自分の姿にじっと見入る。

　純白のウエディングドレスは、胸下からスカートに切り替わるエンパイアラインで肩の出た大胆なデザイン。

　たっぷりのレースが豪華だけれど、ナチュラルな美しさも持ち合わせた大人っぽい上品なドレスだ。

　Ａラインドレスやプリンセスラインのドレスよりも体を締め付けることがなく、産後の私の体にも安心だろうと彰人さんと一緒に選んだ。

「っ、ふぇっ、ふぇ――」

　陽が当たる温かい窓際には、式場で用意してもらっているベビーベッドに今月で五カ月を迎えた梓あず紗さが眠っている。

　今の今までよく眠っていたのに、目が覚めてしまったようだ。

　時間的にお腹が空いたのかもしれない。

　そっとベッドに近付くと、手足を曲げ伸ばししてもぞもぞと動いている。掛けてある布団がめくれてしまっていた。

「梓紗？　お腹が空いたかな……？　待ってね、今ミルク作ってくるから」

　彰人さんや義両親、実家の両親のおかげで順調なマタニティライフを送り、六月三日、深夜二時に安産で女の子を出産した。

　二日の昼過ぎから生理痛のような痛みを感じはじめ、それが本陣痛になったのは日が沈んだ頃だった。

　初産は数日陣痛に苦しむ人もいると聞き覚悟を決めていたけれど、八時間程度で出産となったのはスムーズなほうだと助産師さんに言われた。

　母子ともに健康に出産を終え、ずっと立ち会ってくれていた彰人さんは生まれたての梓紗を前にして私に何度も「ありがとう」と感謝の言葉を口にしてくれた。

　退院後、産後一カ月はまとまった睡眠はなかなか取れない日々を送っていたけれど、献身的な彰人さんのサポートや、お義母様の細やかな気遣いによって心にゆとりを持って育児に専念できた。周囲の力がなければ、ボロボロになっていただろうし、穏やかにわが子に向き合えなかったかもしれない。

　産後一カ月を過ぎ、さらに二カ月三カ月を過ぎると心身ともに少しずつ余裕も出てきた。

　猛暑の時期はなかなか外に出ていくことはできなかったけれど、九月に入って暑さが和らいだ日には梓紗をベビーカーに乗せて散歩をすることも増えた。

　無事出産を終えた頃から、彰人さんとお義母様で本格的にファミリーでの結婚式の準備を進めてくれていた。

　結婚式の準備自体は、私が妊娠十カ月辺りからスタートした。

　妊娠後期で体は重かったけれど、自宅でできることなどを中心に準備を進めた。

　ドレスの試着だけは、産後の体調と相談しながら式の一カ月前にすることができた。

　体型も出産前の状態にほとんどもとに戻っている。

「里穂子、大丈夫か？」

「彰人さん……はい、梓紗が起きたのでミルクを作ろうかと」

　控え室の扉が開いたと思ったら、彰人さんが姿を現した。

　眩まぶしいオールホワイトのタキシード姿。

　その格好に、今日は髪も普段よりさらにきっちりとアップバングにセットしているから特別感がある。

　きっと、普段は着ることのないホワイトコーデだからだろう。

　着る人を選ぶであろう白いタキシードも、彰人さんは難なく着こなしているからさすがだ。

　今日すでにその姿は目にしているのに、また懲りずにどきりとしてしまう。

　本格的に泣きはじめた梓紗の様子を横目に気にしながら、持参しているミルクの缶を哺乳瓶に注いでいく。

　普段は、基本的に母乳育児をしている。でも、万が一私になにかあったときになにも口にできるものがなくなってしまったら怖いので、ミルクも飲めるように母乳とミルクを混合で飲ませるように普段から心がけている。

　今日はドレスを着る都合もあり、授乳の対応がすぐにできないことも想定して準備してきた。

　控え室に泣き声があがりはじめてすぐ、彰人さんが梓紗をベッドから抱き上げる。

　パパの腕の中に包まれた梓紗は、不思議なくらいすぐに泣くのをやめた。

　もう首も据わっているから、彰人さんは立て抱きで梓紗の顔を覗き込む。

　優しい声で「どうした？」と話しかけた。

「すみません、ありがとうございます」

　作ったミルクを手にふたりのもとに向かいながら、タキシード姿で梓紗を抱く彰人さんに再び鼓動が高まる。

　梓紗もお披露目があるため、今日はレースを多く使った白い乳児用の衣装を身に着けているから、ふたりの姿が普段とは違う特別なもののように目に映った。

　彰人さんから梓紗を引き取り、近くのソファーに腰を下ろす。

　少しだけ梓紗の体を横にして哺乳瓶の乳首を近付けると、すぐにミルクを飲みはじめた。

　これを飲み終えれば、きっと少し眠ると思われる。

　今日は要所要所で、梓紗も挙式披露宴に参加する予定になっている。

　まだ五カ月ということもあり、梓紗が式の始めから終わりまで参加することは難しい。基本的には託児も利用しての挙式披露宴だ。

「神聖なものを見ている気分になるな」

「え……？」

　突然なんの前置きもなくそんなことを言われ、梓紗の顔から彰人さんに目を向ける。

　目が合った彰人さんは口もとに薄っすら笑みを乗せた。

「女神と天使を見ているようだなと思って」

「あ……私も、少し前に同じようなことを思ってましたよ」

「同じようなこと？」

「はい。梓紗を抱いた彰人さんを見て、ふたりがいつもと違う、なにか架空のものを見ているようで」

　そう言ってみると、彰人さんは「架空って」とクスっと笑う。

「例えると、おとぎ話の世界感というか……」

「ああ、なるほどな。それはすごく共感できる」

　彰人さんはそばのソファーにかけ、じっとミルクを飲む梓紗を見つめる。その眼差しが優しくて、私はそんな彰人さんに見惚れてしまった。




　挙式披露宴は日本国内でも三本指に入るラグジュアリーホテルで執り行われた。

　挙式は真っ白で眩しいほどのチャペルで、夢のヴァージンロードを父と歩いた。

　父は会ったときからこの場所に緊張してしまったらしく、挙式が始まる前からそわそわ落ち着かない様子だった。

　私だって、まだ妊娠中に彰人さんに連れられて会場を訪れたけど、そのときは今日の父とまったく同じ様子だったと思う。

　一般庶民の私たちにとっては、足を踏み入れることのない場所だからだ。

　挙式が無事に終わると、ホテル内の会場に移動して披露宴が始まる。

　披露宴は大規模で、テーブル数は五十ほど。招待客は圧倒的に彰人さん側が多く、筧地所のすごさを改めて思い知った。

「新郎様、新婦様、ご準備が整いましたら披露宴会場へとご入場となります」

　招待客が会場入りを終えると、控え室に戻っていた私たちにプランナーが声をかけにくる。

「わかりました」

　挙式を終えて戻ってくると、託児をお願いしていた梓紗はすやすやと眠りについていた。

　彰人さんと、なんて親孝行な子なんて微笑み合ったくらいだった。

　ここから披露宴開始時は一緒に会場に入場し、一度目のお色直しまで梓紗にも参加してもらう。

「ご息女様、ご機嫌のほうはいかがでしょうか？」

　入室してきたウエディングプランナーが梓紗の横になるベッドに近付く。

「はい、少し前に起きたようで、ちょうどいいタイミングかと思います」

「そうですか。素晴らしいですね、五カ月で親孝行！」

　プランナーにも同じようなことを言われ、また彰人さんと顔を見合わせくすっと笑ってしまう。

　彰人さんがベッドから梓紗を抱き上げた。

「では、参りましょう。ご案内いたします」

　プランナーに先導され、披露宴会場へと向かっていく。

　打ち合わせでは、三人で入場し、メインの通路を通って正面の高砂たかさごへと向かう。

　梓紗の座るベビー席も用意されていて、一度目のお色直しまでそこに同席する予定なのだ。

　お色直しで退場する際は、入場時とは違う各ゲスト席を回る形で梓紗をお披露目しながら歩く。

　でも、これはあくまで予定であって、すべては梓紗のご機嫌次第。途中で退席しなくてはいけないくらいぐずってしまったら、予定している通りの流れは難しい。

「なんか、緊張しますね……」

　前に立つプランナーがインカムで会場内とやりとりをしているのを目にしながら、となりの彰人さんを見上げる。

　彰人さんに抱かれている梓紗は、大きな目で周囲を観察するようにキョロキョロとしていた。

「ああ。でも、感慨深いな」

「……？」

「こんなふうに、三人でここに立っていることが」

　彰人さんと結ばれ、新しい命を宿し、私たちのもとへやってきてくれた梓紗と共に今日のこの結婚式を迎えたということ。

　それは、幾度もの奇跡が重なり合ってできたかけがえのない宝物だ。

「そうですね。とても、幸せです」

「俺も幸せだ。里穂子と、梓紗と、ここにいられることが」

　彰人さんと顔を見合わせ、どちらからともなく微笑み合う。

「会場内の準備が整ったそうですので、ただいまよりご入場となります。よろしくお願いいたします」

　プランナーから案内され、これから開け放たれる目の前の扉にごくりと息を呑む。

　緊張を鎮めようと深呼吸をし、梓紗を抱く彰人さんの腕にそっと手を添えた。

「ただ今より、新郎新婦、ご長女様が入場されます。皆様、後方扉にご注目ください」

　会場内の司会からアナウンスが入ると、スタッフふたりによって入場口が大きく開け放たれる。

　盛大な祝福の拍手と共に、華やかで賑にぎやかな披露宴会場へと家族揃って足を踏み入れた。




　長らく準備をしてきた挙式披露宴は、夢のような時間だったからか思いの外あっという間に過ぎ去っていってしまった。

　披露宴の約三時間は、もう終わり？と思うほど短く感じたくらいだ。

　大切な人たちに囲まれ、たくさんの笑顔や涙が見られたかけがえのない時間は、幸せそのものだった。

　梓紗も会場内ではとてもいい子で、急な途中退場をすることもなく披露宴の時間を過ごせた。

　やっぱりすでに親孝行だと多くの招待客から褒められる姿は、親ばかかもしれないけれどすでに大物だと思ってしまった。

　披露宴を終えると、私と梓紗はひと足先に宿泊予定のホテルのスイートルームに向かった。

　梓紗ははじめて長時間人の多いところで過ごしたからか、部屋に入って授乳をするとそのまま眠りについてしまった。

　安らかに眠る寝顔を目に、やっとホッと気持ちがリラックスする。

　大きな白い革張りのソファーに深く腰かけた。

　最後に着たネイビーカラーのマーメイドドレスを身に着けたまま、会場をあとにして部屋に戻ってきた。

　やっとプライベートな空間で落ち着けたからか、脱力したようにソファーから立ち上がれなくなった。

　ドレスも脱いで、着替えなくてはならないのに……。

「里穂子……？」

　ソファーに溶けてしまったようにかけていると、突然彰人さんに名前を呼ばれてハッとする。いつの間にか部屋に戻ってきていたらしく、ぼんやりしていたせいかまったく気づかなかった。

　お色直し後はシルバーグレーのタキシードに着替えた彰人さん。ホワイトも王子様のようで素敵だったけれど、シックな色はあたり前のように似合う。

「彰人さん……おかえりなさい」

　私と梓紗が先に会場をあとにしても、彰人さんは多くの招待客にお礼の挨拶をするのに忙しい時間を送ってきたに違いない。

　そのお礼の気持ちも込めて「長い時間お疲れ様でした」と口にする。

　彰人さんは私の座るソファーまでやってきて、奥にあるベビーベッドに目を向ける。

「梓紗は眠ったか」

「はい。授乳したらあっという間に。短時間といえ、いつもと違う雰囲気で疲れたんでしょうね」

「そうだろうな。長時間よく頑張ってくれたと思う」

「はい、そうですね」

　彰人さんが私のとなりに腰を下ろす。その横顔はやっぱりホッとしているように見えた。

「里穂子もお疲れ様。梓紗のことも気にしながらで疲れたんじゃないか」

　気遣う言葉をかけてもらって、自然と笑みが浮かぶ。小さく横に首を振った。

「すべて終えて、ホッとはしました。すごく、幸せな結婚式でした」

　そんなひと言では足りない、生涯思い出に残る一日になった。今日のことは、細かなワンシーンでも忘れることはないだろう。

「梓紗もいるのは、ふたりだけの結婚式と比べたら心配も多くて大変だったけれど、でも、梓紗がいたからこそ、こんなに幸せな結婚式を挙げられたんだろうなって」

　今ある素直な気持ちを口に出して彰人さんに伝えると、彰人さんの両手が私を引き寄せる。

　抱き寄せられて、私からも彰人さんの背中に両手を回した。

「そうだな。そんなふうに言ってくれてありがとう」

「だって、本当のことですから」

「ああ、わかってる。俺も同じ気持ちだから」

　密着していた体をほんの少しだけ離して、彰人さんがじっと私を見つめる。

　そっと目を閉じると、ふわりと口づけが落とされた。

「里穂子……愛してる」

　わずかに離れた唇からの囁きが、心を震わせる。

「彰人さん。私も、愛してます」

　口にするのはほんの少し恥ずかしいけれど、ちゃんと想いは伝えたい。

　再び見つめ合い、笑みを浮かべたふたりの唇が、甘く優しく幸せいっぱいに重なり合った。




Ｆｉｎ










あとがき




　こんにちは、未華空央です。

　この度は『恋してはいけないエリート御曹司に、契約外の溺愛で抱き満たされました』をお手に取っていただき、このページまで読んでくださりありがとうございます。

　今作は、書き上げてみるとまさにシンデレラストーリー！といったお話になったかなと、今あとがきを書きながら思い返しています。

　ヒーローに見初められたヒロインが、少しずつ自分に自信を持ち強くなっていく。

　その成長には、そばで見守ってくれる、愛してくれるヒーローの存在があったからこそ。でも、ヒロイン自身も甘やかされすぎず、自分で強くなろうとする気持ちがあったかなと思います。

　お義母さんを守ろうと元彼に立ち向かう姿は、書きながら『頑張れ……！』という気持ちになっていました。

　きっとあの出来事で、元彼の呪縛からも解き放たれたのではないかな……？と思いました。

　こんな風に、私が思っていたより素敵な話に出来上がったのも、いつも一緒に作品づくりをしてくださる編集部の皆様がいるからこそです。

　いつも親身になってくださり、ありがとうございます！

　うっとりするような素敵なカバーイラストを手掛けて下さった南国ばなな先生、カバーデザインをご担当下さったデザイナー様、ありがとうございました。

　そして、いつも未華作品を読んでくださる読者様、応援くださる皆様、本当にありがとうございます。

　ここのところ、上手く時間を取れなかったり、筆が進まなかったり、思うように執筆ができずなのですが、皆様からいただいた感想やメッセージを読み返したりして、なんとか筆を持っています。

　読者様あっての自分。それを実感している日々です。

　これからも作品をお届けできるよう、変わらず書き続けられたらいいなと思います。

　またこうして、あとがきという場所で皆様にご挨拶ができる日を夢みて……☆
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